RICOH 


RICOH MP 1601/MP 1301 シリ-ズ 




ユーザー ガイド 



こんなことびでさます 


本機のご利用にあたって 



コピー 



ファクス 


プリンター 



乂卡ヤナー 



ド丰ュメントボックス 


Web Image Monitor 


用紙とトナーを補給する 



トラブルを解決する 



付録 



紙の使用説明書にない情報は画面で見る使用説明書 
(付属の CD - R 日 M に収録)をご覧ください。 



安全に正しくお使いいただくために、操作の前には必ず『はじめにお読みくださし、』 
「安全上のごを意」をお読み < ださい。 
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使用説明書の読みかた 

使用されているマークの意味 

本書で使われているマークには次のような意味があります。 

〇 重要 ） 

機能をご利用になるときに留意していただきたい項目を記載しています。紙づまり、原稿 
破損、データ消失などの原因になる項目も記載していますので、必ずお読みください。 

〇 補足 ） 

機能についての補足項目、操作を誤ったときの対処方法などを記載しています。 

0 参照 ) 

説明、手順の中で、ほかの記載を参照していただきたい項目の参照先を示しています。 

各タイトルの一番最後に記載しています。 

[] 


キーとボタンの名称を示します。 


本書仪外の分冊名称を示します。 


おことわり 

本書の内容に関しては、将来予告なしに変更することがあります。 

本機の故障による損害、登録した内容の消失による損害、その他本製品および使用説明書 
の使用により生じた損害について、法令上賠償責任が認められる場合を除き、当社は一切 
その責任を負えませんのであらかじめご了承ください。 

本機に登録した内容は、必ず控えをとってください。お客様が操作をミスした場合、ある 
いは本機に異常が発生した場合、登録した内容が消失することがあります。 

お客様が本機を使用して作成した文書やデータを運用した結果に ついて、 当社は一切その 
責任を負えませんのであらかじめご了承ください。 


本書についてのごを意 

機械の改良変更等により、本書のイラストや記載事項とお客様の機械とが一部異なる場合 
がありますのでご了承ください。 

画面の表示内容やイラストは機種、オプションによって異なります。 
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本書は、原則的にオプションを装着した状態の画面と外観イラストを使って説明していま 
す。 

本書の一部または全部を無断で複写、複製、改変、弓 I 用、転載することはできません。 
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本書で使用しているオプシヨンの表記 


主なオプションの名称と、本文中で使用している略称を示します。 


商品名 

略称 

ドキュメントボックス HD キットタイプ M 1 

HD キット 

FAX ユニットタイプ M 1 

ファクスユニット 

拡張1284ボードタイプ目 

拡張1284ボード 

imagio 拡張データ変換ボードタイプ7 

拡張データ変換ボード 

imagio 不正コピーガードモジュールタイプ31 

不正コピーガードモジュール 

imagio 拡張無線 LAN ボードタイプ7 

拡張無線 LAN ボード 

imagio 目 T ワイヤレスインターフェースタイプ24 

Bluetooth オプション 

Web アクセスカードタイプ M 1 

Web アクセスカード 

リモート FAX カードタイプ M 1 

リモート FAX カード 

NetWare 対応カードタイプ M 1 

NetWare 対応カード 

増設メモリータイプ M 1 

増設メモリー 

ドキュメントフィーダー DF 2020 

自動原稿送り装置 ( ADF=Auto 
Document Feeder の略） 

圧板 PN 2000 

原稿カバー 

インナ ー 1ビントレイ目 N 2010 

本体上トレイ 

給紙テーブル PB 2000 

1段給紙テーブル 

給紙テーブル PB 2010 

2段給紙テーブル 

サプライテーブル TB 2000 

サプライテーブル（ノ」\) 

サプライテーブル TB 2010 

サプライテーブル（大） 

八ンドセット HS 3010 

八ンドセット 

目 MLinkS 力ードタイプ M 1 

目 MLinkS 力ード 

PCL ェミュレーシヨンカードタイプ M 1 

PCL 力ード 

PS 3 力ードタイプ M 1 

PS 3 力ード 

ェミュレーシヨンカードタイプ M 1 

ェミュレーションカード 

マルチェミュレーシヨンカードタイプ IVM 

マルチェミュレーションカード 

imagio VM カードタイプ31 

VM 力ード 

リコーキーカード MK 1 

キーカード 

imagio 課金用インターフェースボードタイプ3 

課金用インターフェースボード 
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1. こんなことができまず 

やりたいことやキーワードからかんたんに操作手順の記載個所を検索できます。 

節約したい 



BRK074S 


複数原稿を用紙の両面にコピーずる（両面コピー） 

与『コピ ー/ ドキュメントボックス』の「両面にコピーする」 

複数原稿や受信ファクス文書を1枚の用紙にまとめて印刷ずる（集約機能（コピー/ファ 
クス）） 

与>『コピ ー/ ドキュメント ボックス』® 「1枚にまとめてコピーする」 

与『ファクス』©「集約印刷」 

受信ファクス文書を用紙の両面に印刷ずる（両面印刷（ファクス)） 

与>『ファクス』®「両面印刷」 

受信ファクス文書を電子化ずる（ペーパーレスファクス） 

^『ファクス』®「蓄積受信文書を確認/印刷/消去する」 

原稿を印刷ずることなくパソコンからファクス送信ずる （ PC ファクス） 

与>『ファクス』の「パソコンからファクスを送信する」 

用紙をどれだけ節約できたかを確認ずる（インフォメーシヨン画面） 

与>『本機のご利用にあたって』©「「インフオメーシヨン」画面の見かた」 
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1 . こんなことができます 


かんたんに文書を電子化したい 



BQW066S 


スキャンしたデータをメール送信ずる 

与『スキャナー』の「基本的な; <— ル送信のしかた」 

スキャンして本体に蓄積した文書の URL を送信ずる 
与『スキ ャナー』の 「 URL を メール 送信す る」 

スキャンしたデータを共有フォルダーに保存ずる 

今 『スキャナー』®「基本的なフォルダー送信のしかた」 

スキャンしたデータをメディアに保存ずる 

与『スキャナー』の「基本的な外部^ディア保存のしかた」 

蓄積してあるファクス送信文書をパソコンに送る 
与『ファクス』®「フォルダー送信機能の概要」 

電子化した文書を管理•活用ずる（ドキュメントボックス機能） 

与『コピ ー/ ドキュメントボックス』®「各機能とドキュメントボックスの関係」 



















































かんたんに宛先を登録したい 


かんたんに宛先を登録したい 



BRK075S 


操作部で入力した宛先をアドレス帳に登録ずる 

与『ファクス』の「直接入力した宛先をアドレス帳に登録する」 

今 『スキャナー』の「直接入力した送信先をアドレス帳に登録する」 

Web Image Monitor でパソコンから宛先を登録ずる 

今 『ファクス』の 「Web Image Monitor からインターネットファクスの相手先の機種 
情報を登録する」 

本機に登録した宛先を PC FAX ドライバーのあて先表に取り込む 

今 『ファクス』®「本機のアドレス帳を PC ファクスのあて先表として使用する」 









































1 . こんなことができます 


よく使用ずる機能を設定したい 



よく使用ずる設定や操作条件を登録し、登録した内容を呼び出ず（プログラム登録） 

与『便利な機能』 の 「プログラムに設定を登録する」 

よく使用ずる設定を初期画面に登録ずる（(初期値変更）コピー画面/ドキュメントボッ 
クス画面/ファクス画面/スキヤナー画面） 

^『便利な機能』の「初期画面に表示される機能を変更する」 

プリンタードライバーによく使用ずる印刷設定を登録ずる 
今 『プリンター』の「かんたん設定を使用する」 

プリンタードライバーの初期値をよく使用ずる印刷設定に変更ずる 
^『プリンター』© 「 EP 刷設定画面を開く」 

プログラムやお気に入りの Web ページへのシヨートカットをホーム画面に追加ずる 
与『便利な機能』の「アイコンをホーム画面に追加する」 

ホーム画面のアイコンの順序を入れ替える 

与『便利な機能』の「ホーム画面のアイコンを並べ替える」 























ホーム画面を自分好みにカスタマイズできます 


ホーム画面を自分好みにカスタマイズでき 
まず 

ホーム画面には、各機能のアイコンが表示されます。 



•よく使用するプログラムや Web ぺージへのショートカットをホーム画面に追加でき 
ます。ショートカットアイコンを押すと、プログラムや Web ページをかんたんに呼 
び出すことができます。 

• 使用する機能やショートカットのアイコンだけを表示できます。 

• 機能アイコンやショートカットアイコンを並べ替えることができます。 

0 参照 ) 

•ホーム画面の見かたについては、『本機のご利用にあたって』の「ホーム画面の見か 
た」を参照してください。 

•カスタマイズ方法は、『便利な機能』の「ホーム画面の種類とカスタマイズ」を参照 
してください。 





























1 . こんなことができます 


さまざまな機能をミ舌用したコピーができま 
ず 



•拡大/縮ルコピーができます。「用紙指定変倍」を選ぶと、原稿のサイズを自動的に 
検知し、指定した用紙サイズに合わせた倍率で拡大または縮小コピーします。原稿の 
方向と用紙の方向が異なるときは、自動的に画像を回転してコピーします。 

与>『コピ ー/ ドキュメントボックス』の「拡大.縮小してコピーする」 

•用紙を節約してコピーできます。「両面コピー」や「集約」などの機能を選ぶと、複 
数のページを1枚の用紙にコピーできます。 

=>『コピー/ドキュメントボックス』の「両面にコピーする」 

与>『コピ ー/ ドキュメントボックス』の「1枚にまとめてコピーする」 

• いろいろな用紙にコピーできます。はがきや OHP フイルムなどにもコピーできま 
す。 

今 『コピー/ドキュメントボックス』 の 「さまざまな用紙にコピーする」 

• 出力される用紙をソートできます。 

=>『コピー/ドキュメントボックス』®「ソート」 


























さまざまな機能をミ舌用したプリンター巧刷ができます 


さまざまな機能をミ舌用したプリンター EP 刷 
ができまず 



• プリンターは、ネットワーク接続またはローカル接続できます。 

• PDF ファイルを開くアプリケーシヨンを起動することなく、 PDF ファイルを本機に直 
接送信して印刷できます。 

与>『プリンター』の 「 PDF ファイルを直接印刷する」 

• あらかじめプリンタードライバーからの印刷指示で本機の八ードディスクに蓄積さ 
れた、試し印刷文書、機密印刷文書、保留印刷文書および保存文書の印刷、または削 
除ができます。 

与『プリンター』の「八ードディスクに文書を蓄積して印刷する」 

• 出力される用紙をソートできます。 

与『プリンター』の「部単位で印刷する（ソート）」 

•外部メディアから読み込んだ文書を印刷できます。通常の印刷と同じように、用紙サ 
イズなどの印刷条件を設定して印刷できます。 

与『プリンター』の「メディアスロットから直接印刷する（メディアプリント）」 





























1 . こんなことができます 


文書を蓄積してミ舌用できまず 

コピー機能、ファクス機能、プリンター機能、またはスキャナー機能で作成したデータを 
本機の八ードディスクに蓄積しておき、パソコンから Web ブラウザーを使用してネット 
ワーク経由で閲覧、 EP 刷、削除、送信、検索できます。また、 EP 刷時に印刷設定を変更し 
たり複数の文書を組み合わせることもできます。（ドキュメントボックス） 



• スキャナー機能で読み取った文書をパソコンに取り込めます。 

• 拡張データ変換ボードを搭載していると、コピー機能やドキュメントボックス機能、 
プリンター機能で蓄積した文書をパソコンにダウンロー ドできます。 

0 参照 ) 

• コピーからの使用方法とドキュメントボックスの操作は、『コピー/ドキュメントボッ 
クス』®「ドキュメントボックスに原稿を蓄積する」、「ドキュメントボックス機能」 
を参照してください。 

•プリンターからの使用方法は、『プリンター』®「ドキュメントボックスに文書を蕾 
積して印刷する」を参照してください。 

•ファクスからの使用方法は、『ファクス』の「送信文書を蓄積する」を参照してくだ 
さい。 

•スキャナーからの使用方法は、『スキャナー』®「読み取った文書を蓄積/保存する」 
を参照してください。 



































ぺーパーレスでファクスの送受信ができます 


ペーパーレスでファクスの送受信ができま 
ず 

受信 


受信したファクス文書を紙に出力することなく、電子文書として本機の八ードデイス 
クに蓄積、保存できます。 



•保をされた文書は Web Image Monitor を使用してパソコンから確認、印刷、削 
除、引き取り、およびダウンロードできます。（蓄積受信文書） 

D 参照 ） 

•『ファクス』の「蓄積受信文書を確認/ EP 刷/消去する」を参照してくださし、。 

送信 

パソコンからネットワーク（イーサネット、無線 LAN など）経由で本機の電話回線 
を使用してほかのファクスに送信できます。 （ PC ファクス） 




















1 . こんなことができます 



• Windows のアプリケーシヨンから文書を印刷する操作を行い、印刷先のプリン 
ターとして PC FAX ドライバーを選択し、ファクスの相手先を指定します。 

• 相手先が受信するイメージを確認できます。 

0 参照 ) 

•本機の設定については、『ネットワークの接続/システム初期設定』®「ネット 
ワークの設定」を参照してください。 

•使用方法は、『ファクス』の「パソコンからファクスを送信する」を参照してく 
ださい。 




















インターネットでファクスの送受信ができます 


インターネツトでフアクスの送受信ができ 
まず 



メール 送受信機能 

ファクス原稿を電子メール形式に変換してインターネット経由で送受信します。 

• ファクス番号の代わりにメールアドレスを指定して送信します（インターネット 
ファクス宛先、メール宛先)。 

与『ファクス』の「インターネットファクス宛先を直接入力して指定する」 

• パソコンから送信された電子メールや、インターネットファクスで送信された文 
書を受信できます（インターネットファクス受信 、 Mail to Print ) 〇 

与>『ファクス』の「インターネットファクス/ Mailto Print でメールを受信する」 

•送信した文書は、インターネット対応ファクス （ W - NETFAX 対応機種)、または 
電子メールを使用できるパソコンでも受信できます。 

IP - ファクス 

IP - ファクスは、 TCP / IP を使用しているネットワークに直接接続された IP - ファクス対 
応ファクス同±で、文書を送受信します。 

• ファクス番号の代わりに IP アドレスまたはホスト名を指定して送信します （ IP - 
ファクス送信）。 

与『ファクス』の 「 IP - ファクス宛先を直接入力して指定する」 

• IP - ファクスで送信された文書を受信できます （ IP - ファクス受信）。 

与『ファクス』®「受信の種類」 

• VoIP ゲートウてイを経由して、一般公衆回線に接続されている G 3 ファクスへ送 
信できます。 



















1 . こんなことができます 


• NTT の次世代ネットワーク ( NGN ) 網を利用して、 IP - ファクスの送受信ができま 
す。 

与『ファクス』の「次世代ネットワーク ( NGN ) 網を利用して IP - ファクス送受 
信する」 

€> 参照 J 

•本機の設定については、『ネットワークの接続/システム初期設定』の「ネットワーク 
の設定」を参照してください。 





ファクスユニットを装着していない複合機からファクスを送受信できます 


ファクスユニットを装着していない複合機 
からファクスを送受信できまず 

ネットワークで接続されたほかの複合機のファクス機能を利用して、ファクスの送受信が 
できます（ファクス連携機能)。 



-ファクス連携機能を使用するには、ファクス連携ユニットを操作側の機器と連携機 
(他機）に装着してください。 

• ファクスを送信する手順は、通常のファクス送信の手順と同じです。ジョブを実行し 
たときは、送信履歴、またはレポートで送信結果を確認してください。 

• 連携機で受信した文書を操作側の機器に転送できます。 

0 参照 ) 

•『ファクス』の「他機のファクス機能を利用して送信•受信する（ファクス連携)」を 
参照してください。 
























1 . こんなことができます 


ネットワーク上でファクスやスキャナーを 
使用できまず 



• 読み取った文書を指定した送信先へメール送信できます（メール送信)。 

与『ファクス』の「メール送信機能の概要」 

今 『スキャナー』の「基本的なメール送信のしかた」 

• 読み取った文書をネットワーク上の共有フォルダーに送ることができます（フォル 
ダー送信)。 

与『ファクス』の「フォルダー送信機能の概要」 

今 『スキャナー』の「基本的なフォルダー送信のしかた」 

• 本機を Ridoc Document Router *^ の配信スキャナーとして使用できます（ネットワー 
ク配信スキャナー）。 スキャナーで読み取った文書を配信サーバー内に保存したり、 
同ーネットワーク上にあるパソコンのフォルダーに配信したりできます。 

与『スキャナー』®「基本的な配信のしかた」 

• 読み取った文書を、 WSD を利用してクライアントコンピューターに送信できます 
( WSD スキャナー）。 

与>『スキャナー』®「基本的な WSD スキャナー ( Push 型）のしかた」 

*1 Ridoc Document Router の販売は終了しています。 























情報の漏えいを抑止できます（セキュリティー機能) 


情報の漏えいを抑止できまず（セキュリ 
ティー機能） 



CJQ608 


•不正アクセス、無断コピーから文書を保護できます。 

•本機の使用を制限して、不正な設定変更を防止できます。 

• パスワードを設定して、ネットワークからの不正アクセスを防止できます。 

•八ードディスクのデータを削除、または暗号化して、情報漏れを抑止できます。 
• ユーザーごとに利用できる機能を制限できます。 

0 参照 ) 

•『セキュリティーガイド』のを参照してください。 









1 . こんなことができます 


パソコンから本機の状態を監視•設定できま 
ず 

Web Image Monitor を使用して、パソコンから本機の状態を確認したり、設定を変更でき 
ます。 



用紙がなくなったトレイの確認、アドレス帳の登録、ネットワークの設定、初期設定の変 
更や確認、ジョブの管理、ジョブ履歴の出力、認証機能の設定などを行えます。 

©参照 ） 


.『ネットワークの接続/システム初期設定』の 「Web ブラウザーを使用する」、および 
Web Image Monitor のヘルプを参照してください。 



















不正なコピーや巧刷をガードできます 


不正なコピーや印刷をガードできまず 


複製を作れないように、文書に地紋をつけて印刷できます。 



• プリンタードライバーで不正コピーガードの地紋をつけて印刷できます。この文書 
を不正コピーガードモジュール装着の本機で読み取ると、画像を抹消し縦線パターン 
を印刷するので、コピー禁止文書が複製されることを抑止できます。ファクス機能で 
は、一面グレー地に変換されて送信•蓄積されます。またブザー音も鳴るので、不正 
なコピーを周囲に知らせます。不正コピーガードモジュールを装着していない機械 
で読み取ると、隠し文字が浮き出るので原稿がコピー禁止文書であることがわかりま 
す。 

• プリンタードライバーで不正コピー抑止用の地紋をつけて印刷できます。この文書 
を本機やほかの機械でコピーすると、隠し文字が浮き出るので不正コピーを抑止でき 
ます。 

0 参照 ) 

•プリンタードライバーのヘルプ、『プリンター』の「複製できない文書を印刷する」、 
および『セキュリティーガイド』のを参照してください。 





































1 . こんなことができます 



2. 本機のご利用にあたって 

本機をお使いいただくための準備について説明します。 


本体各部の名称とはたらき 


A を意 


0 


• この機械の通風孔をふさがないでください。通風孔をふさぐと内部に 
熱がこもり火災の原因になります。 


本体前面（左側) 



5 

6 


8 

9 


CSL002 


1. 原稿カバーまたは自動原稿送り装置 (ADF) 

イラストは自動原稿送り装置 ( ADF ) 装着時のものです。 

原稿ガラスにセットした原稿を押さえます。 

自動原稿送り装置 （ ADF ) は、一度にセットした複数枚の原稿をパ女ずつ自動的に送ります。 

2 . 原稿ガラス 

原稿をセットします。 









































2. 本機のご利用にあたって 


3. 通風孔 

機械内部の温度上昇を防止します。 

4. 主 電源 スイッチ 

本機を使用するときは、主電源スイッチを 「 On 」 にしてください。 「 S ね ndby 」 になっている 
ときは、主電源スイッチを 「 On 」 にしてください。 P .50 「電源の入れかた、切りかた」を参 
照してください。 

5. 操作部 

P .32 「操作部の名称とはたらき」を参照してください。 

6. 本体トレイ 

コピーやプリンターの出力紙やファクスの受信紙が印刷面を下にして排出されます。 

7. 前 カバー 

トナーを交換するときに開けます。 

8. 給紙 トレイ 

用紙をセットします。 

RICOH MP 1301 シリーズは、給紙トレイが1段です。 

9. 給紙 テーブル 
用紙をセットします。 

詳しくは、 P .30 「外部に取り付けるオプション」を参照してください。 

本体前面（右側） 



1. 延長 ガイド 

大きなサイズの原稿をセツトするときは、延長ガイドを起こします。 

2. 通風孔 

機械内部の温度上昇を防止します。 






























本体各部の名称とはたらき 


3. 用紙ガイド板 

手差しトレイに用紙をセツトするときは、用紙ガイド板を用紙サイズに合わせます。 

4. 手差しトレイ 

普通紙の他に、 OHP フィルムやラベル紙（八クリ紙)、薄紙、厚紙、封筒などにコピーや印刷 
をするときに使用します。 

5. 延長トレイ 

A 4 口よりも大きなサイズの用紙を手差しトレイにセツトするときに引き出します。 

6. 右下 カバー 

つまった用紙を取り除く ときに開けます。 

7. 給紙 テーブルの 右下 カバー 

つまった用紙を取り除くときに開けます。 

8. 右カバー 

つまった用紙を取り除くときに開けます。 

本体背面（左側） 


2 


1 


CSK002 



1. 通風孔 

機械内部の温度上昇を防止します。 

2. リモート管理サービス接続口 

インターネット回線を利用したリモート管理サー ビス (©Remote (アットリモート ）） 運用時 
に使用します。詳しくは、『保守/仕様』®「リモート管理サービスを利用する」を参照してく 
ださい。 


















































2. 本機のご利用にあたって 


主なオプションのはたらき 

モデルによっては、標準装備されているオプションがあります。詳しくは、『本機のご利 
用にあたって』®「標準装備されるオプション」を参照してください。 


外部に取り付けるオプション 



1. 原稿 カバー 

原稿ガラスにセットした原稿を押さえます。 

2. 自動原稿送り装置 ( ADF ) 

セットされた複数枚の原稿を1枚ずつ読み取りガラスに送ります。 

3. キーカード 

部署ごとのコピー/プリンター使用量を記憶し、表示、集計する印刷量管理装置です。 

4. 八ンドセット 

ファクスユニットを装着したときに受話器として使用できます。 

オンフックダイヤルやマニュアルダイヤル機能が使用できるようになり、本機を電話として使 
用できるよラになります。 

5. サプライテーブル（大） 

消耗品を収納できます。 

本体または1段給紙テーブルに取り付けます。 




































主なオプションのはたらき 


ただし、 R に OHMP 1601 シリーズでは、1段給紙テーブルにサプライテーブル（大）を取り付 
けられません。 

6. 1段給紙テーブル 

1段の給紙トレイです。 

用紙を最大570枚セツトできます。 

7. サプライテーブル W 、） 

消耗品を収納できます。 

1段給紙テーブ J レまたは2段給紙テーブ J レに取り付けます。 

8. 2段給紙テーブル 

2段の給紙トレイです。 

用紙を最大1,140枚セツトできます。各トレイにセツトできる枚数は570枚です。 

9. 本体上トレイ 

排紙先として設定されているとき、コピーやプリンターの出力紙やファクスの受信紙が印刷面 
を下にして排出されます。 



2. 本機のご利用にあたって 


操作部の名称とはたらき 

イラストはフルオプション時のものです。 
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9 


10 
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1 . [ホーム]キー 

ホーム画面を表示するときに押します。 P .36 「ホーム画面の見かた」を参照してください。 

2. 機能キー 

「コピー」、「ファクス」、「スキャナー」の各機能の操作画面に切り替えます。『本機のご利用に 
あたって』©「機能キーを使用して機能を切り替える」を参照してください。 

機能キーには、よく使用する機能やプログラム、 Web ページを割り当てることもできます。詳 
しくは、『本機のご利用にあたって』®「機能キーを設定する」を参照してください。 

3. 画面 

各機能の操作をするためのキーが表示されます。また、操作の状態やメッセージを表示します。 
P .36 「ホーム画面の見かた」、『本機のご利用にあたって』の「操作画面の見かた」を参照し 
てください。 

4. [リセット]キー 

設定した内容を取り消します。 










































操作部の名称とはたらき 


5. [プログラム]キー（コピー機能、ファクス機能、ドキュメントボックス機能、スキャナー機 
能） 

•よく使用する設定をプログラムとして登録したり、呼び出したりします。『便利な機能』 
の「よく使用する設定を登録する」を参照してください。 

•電源を入れた直後、オートクリアしたとき、またはリセットしたときの初期画面の状態を 
設定します。『便利な機能』®「初期画面に表示される機能を変更する」を参照してくだ 
さい。 

6. 主電源ランプ 

主電源スイッチが 「 On 」 のときに点灯します。 

7. [省エネ] キー 

スリープモードの状態になります。もう1度押すと、スリープモードが解除されます。『本機の 
ご利用にあたって』©「節電」を参照してください。 

スリープモード時は、[省エネ]キーがゆっくり明るくなったり暗くなったりします。 

8. [ログイン/ログアウト]キー 

ログインまたはログアウトするときに押します。 

9. [初期設定]キー 

使用条件に合わせて、初期設定値や操作条件を変更します。『ネットワークの接続/システム初 
期設定』©「初期設定を変更する」を参照してください。 

機械の修理やトナーの発をの連絡先も確認できます。連絡先を出力することもできます。『保 
守/仕様』®「初期設定から問い合わせ情報を確認する」を参照してください。 

10. [簡単画面]キー 

画面を簡単画面に切り替えます。『本機のご利用にあたって』®「画面パターンを切り替える」 
を参照してください。 

11. [材]キー（エンターキー ） 

入力した数値や指定を確定します。 

12. [スタート]キー 

原稿の読み取りや出力紙の印刷や送信を開始します。 

13. [クリア]キー 

入力した数値を取り消します。 

14. [ストップ]キー 

原稿の読み取り、ファクスの送信や出力紙の印刷を中断します。 

15. テンキー 

印刷枚数やファクス番号などの数きを入力します。 

16. 代行受信ランプ、通信中ランプ、親展受信ランプ 

• 代行受信ランプ 

F コード親展ボックスに受信、または封筒受信が外にファクスのメモリーに受信文書を善 
積すると点灯します。 

『ファクス』®「代行受信」を参照してください。 

• 通信中ランプ 



2. 本機のご利用にあたって 


送信中、受信中に点灯します。 

• 親展受信ランプ（回） 

F コード親展ボックスに受信したときに点灯します。 

封筒受信したときは点滅します。 

『ファクス』の 「 F コード親展ボックスを使用する」、「封筒受信した文書を印刷する」を 
参照してください。 

17. [状態確認]キー 

本機の状態、各機能の状態、実行中ジョブの状態を確認できます。ジョブ履歴や本機の保守情 
報を確認することもできます。 

18. データインランプ（ファクス機能、プリンター機能） 

プリンタードライバーや PC FAX ドライバーからデータが送られてきたときに点滅します。 

19. メディアアクセスランプ 

メディアスロットに外部メディアを差し込んでいると光ります。 

20. メディアスロット 

携帯用の外部メディア （ SD カード、 US 目メモリー）を差し込んで使用できます。 



表示言語を切り替える 


表示言語を切り替える 

画面に表示する言語を切り替えられます。工場出荷時の設定は日本語です。 

1. [初期設定]キーを押しまず。 



2. [▼] を押しまず。 

3. 表示したい言語に切り替わるまで、言語キーを押しまず。 

4. [初期設定]キーを押しまず。 























2. 本機のご利用にあたって 


ホーム画面の見かた 

ホーム画面には、各機能のアイコンが表示されます。 

ホーム画面には、いつも使用する機能や Web ぺージをシヨートカットアイコンとして登 
録できます。ワンタッチで機能を起動できます。 

ホーム画面を表示するには、操作部の[ホーム]キーを押します。 

〇 重要 ） 

•画面に強い衝撃や力を加えないでください。破損の原因になります。約 30 N (約 
3 kgf ) が限界でず。 （ N はニュートンでず。 kgf は重量キログラムです。 1 kgf は約 9.8 N 
でず。） 



1. [コピー] ◎ 

コピーするときに押します。 

コピー機能の使いかたは、『コピ ー/ ドキュメントボックス』©を参照してください。 

2. [ドキュメントボックス]© 

本機に文書を保存したり、保存した文書を印刷したりするときに押します。 

ドキュメントボックス機能の使いかたは、『コピ ー/ ドキュメントボックス』のを参照してくだ 
さし、。 

3. [フアクス]© 

ファクスを送受信するときに押します。 

ファクス機能の使いかたは、『ファクス』 ® を参照してください。 






















ホーム画面の見かた 


4. ショートカット 

プログラムや Web ページへのショートカットをホーム画面に登録できます。ショートカット 
を登録する方法は、 P .37 「アイコンをホーム画面に追加する」を参照してください。ショー 
トカットを登録すると、アイコンの下にプログラム番号が表示されます。 

5. お好みの画像 

企業ロゴなど、お好みの画像を表示できます。画像を変更するときは、『便利な機能』®「ホー 
ム画面に画像を表示する」を参照してください。 

6. [プリンター] ◎ 

本機をプリンターとして使用するための設定を変更するときに押します。 

プリンター機能の設定方法は、『プリンター』©を参照してください。 

7. [スキヤナー] ◎ 

原稿を読み取って、データ化するときに押します。 

スキャナー機能の使いかたは、『スキャナー』のを参照してください。 

8. [ブラウザ ー]® 

Web ページを表示するときに押します。 

ブラウザー機能の使いかたは、『便利な機能』©を参照してください。 

9. ▲、 ▼ 

アイコンの一覧がすべて表示されないときに押すと、ページを切り替えます。 


アイコンをホーム画面に追加ずる 

コピ ー 、ファクス、スキャナー機能で登録したプログラムやお気に入りに設定した Web 
ページへのショートカットをホーム画面に登録できます。 

ホーム画面から削除した機能や Embedded Software アプリケーションのアイコンなども 
再表示できます。 

〇 補足 ） 

• ドキュメントボックス機能で登録したプログラムへの ショー トカットは、ホーム画面 
に登録できません。 

•ショートカットの名称は、通常画面で全角 W 文き（半角32文き）まで表示できま 
す。全角17文き（半角33文き）が上のときは、16文き目 （32 文き目）力《「..」で 
表示されます。簡単画面では全角15文き（半角30文き）まで表示できます。全角16 
文き（半角31文宇）が上のときは、15文字目 （30 文き目）力《「...」で表示されま 
す。 


•プログラムを作成する方法は、 P .42 「プログラムに設定を登録する」を参照してく 
ださい。 

• Web ぺージをお気に入りに登録する方法は、『便利な機能』®「お気に入りを設定す 
る」を参照してください。 





2. 本機のご利用にあたって 


•「ユーザー用お気に入り」に登録した Web ぺージへのショートカットはホーム画面に 
登録できません。ショートカットを登録するには、「機器共通お気に入り」に Web 
ぺージを登録してください。お気に入りの種類については、『便利な機能』®「お気 
に入りを設定する」を参照してください。 

.プログラム画面からショートカットを登録する方法は、『便利な機能』の「プログラ 
ムのショートカットをホーム画面に登録する」を参照してください。 

• 機能アイコンとショートカットアイコンは合計して72個まで登録できます。登録数 
が上限に達しているときは、不要なアイコンを消去してください。詳しくは、『便利 
な機能』の「ホーム画面のアイコンを消去する」を参照してください。 

•アイコンの位置を変更できます。詳しくは、『便利な機能』の「ホーム画面のアイコ 
ンを並べ替える」を参照してください。 


Web Image Monitor を使用してアイコンをホーム画面に登録ずる 

ここでは、プログラムをホーム画面に登録する方法を例に説明します。 

1 1 Web Image Monitor を起動しまず。 

起動方法は、『ネットワークの接続/システム初期設定』の 「 Web ブラウザーを使用す 
る」を参照してください。 

2. Web Image Monitor に管理者としてログインしまず。 

ログイン方法は、『セキュリティーガイド』のを参照して下さい。 

3| [機器の管理]をポイントし、[機器のホーム画面の管理]をクリックしまず。 
ん[アイコンの編集]をクリックしまず。 

5|追加ずる位置の [+ アイコンを追加できまず。]をポイントし、 [+ 追加]をク 
リックしまず。 

6|追加ずる機能アイコン、またはショートカットアイコンを選択し、 [0 K ] を 
クリックしまず。 

7. [確定]をクリックしまず。 

8. [0 K ] を2回クリックしまず。 

初期設定からアイコンをホーム画面に登録ずる 

ここでは、コピープログラムへのショートカットをホーム画面に登録する方法を例に説明 
します。 

1. プログラムを登録しまず。 



ホーム画面の見かた 


2. [初期設定]キーを押しまず。 



3. [ホーム編集]を押しまず。 



ん[アイコンの追加]を押しまず。 


ホーム編集 

1 閉じる 1 

ホームに表示するアイコンの編集や画像の設定ができます。 

►アイコンの編集 


アイコンの移動 

1 アイコンの消去 ...1 


アイコンの追加 

...1 アイコンを巧期值に戻す.. .1 


► 画樣の設定 _ 

「 ホーム画簡の設定 



5. [追加ずるアイコンの選択]を押しまず。 

























































































2. 本機のご利用にあたって 


6. [プログラム]を押しまず。 



7| [コピープログラム]を押しまず。 



8. 追加ずるプログラムを選択しまず。 


コピープ□グラム:追加するアイコンの遷お に 閉じる I 


0 

卫 ZIZI ピー 

% 

ヴイブ統ーコピー 

8 

サムネイルコピー 

1/5 

□ 





9. [追加先の選択]を押しまず。 


アイコンの追加 I 問じる ] 


追加先を選択してください。 

►ステップ1 





































































ホーム画面の見かた 


10. [空白]が表示されている位置を選択しまず。 



11. [閉じる]を押しまず。 



12. [初期設定]キーを押しまず。 

〇 補足 ） 


•簡単画面でのアイコンの位置を確認するときは、「追加先の選択」画面右上のを押し 
てください。 



































2. 本機のご利用にあたって 


プログラムに設定を登録ずる 


プログラムは機能によって登録できる件数が異なります。 

•コピー機能： 25件 
• ドキュ^ントボックス機能： 25件 
• ファクス機能：100件 
• スキャナー機能： 25件 

プログラムに登録できる設定は、次のとおりです。 

コピー機能 

コピー濃度、給紙トレイ、原稿（原稿設定)、用紙指定変倍、変倍、その他の機能（「文 
書蓄積」の「ユーザー名」、「文書名」、「パスワード」を除く）、コピー部数 

ドキュメントボックス機能（文書印刷初期画面） 

両面印刷：左右ひらき、両面印刷：上下ひらき、その他の機能、 EP 刷部数 

ファクス機能 

宛先種別、メモリー送信/直接送信、宛先（「フォルダー宛先」を除く）、直接入力、 
送信結果レポート、送信設定（「送信者」、「件名」、「文書蓄積」の「ユーザー名」、「文 
書名」、「パスワード」を除く） 

スキャナー機能 

原稿設定、送信設定（「ファイル形式」の「セキュリティ設定」、「ファイル名」、「送 
信者」、「文書蓄積」の「ユーザー名」、「文書名」、「パスワード」を除く） 

ここでは、コピー機能での設定方法を例に説明します。 


1|操作部左上の[ホーム]キーを押して、ホーム画面上の[コピー]アイコン 
を押しまず。 



CSP002 


2. 登録ずる内容を設定しまず。 











プログラムに設定を登録する 


3. [プログラム]キーを押しまず。 



CTP001 


4. [登録]を押しまず。 

5. 登録ずるプログラムの番号を押しまず。 

登録 |_ 閉じる J 

X プ□ブラムは登録されていません。 
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▼ 


6. プログラム名を入力しまず。 

7. [0 K ] を押しまず。 

8. [閉じる]を2回押しまず。 

か 補足 ） 

. プログラム名として入力できる文字数は、機能によって異なります。 

•コピー機能：全角17文字、半角34文き 
• ドキュメントボックス機能：全角 J 7 文き、半角34文き 
• ファクス機能：全角10文き、半角20文き 
•スキャナー機能：全角17文き、半角34文き 

•設定したプログラムを初期値として登録すると、[プログラム]キーを押して呼び出 
さなくても、電源を入れた直後、才ートクリアしたとき、またはリセットしたときの 
初期画面の初期値となります。登録のしかたについては、『便利な機能』の「初期画 
面に表示される機能を変更する」を参照してください。 

. プログラムに登録した給紙トレイが空になったときに、同じサイズの用紙が別のトレ 
イにも設定されているときは、[用紙設定]の[給紙トレイ優先設定：コピー]また 
は[給紙トレイ優先設定：ファクス]で設定した給紙トレイから順に選択されます。 
詳しくは、『ネットワークの接続/システム初期設定』の「システム初期設定」を参照 
してください。 

































2. 本機のご利用にあたって 


•消去または上書きしない限り、電源を切ったり、[リセット]キーを押しても登録し 
た内容は取り消されません。 

• みが表示されている No . には、すでにプログラムが登録されています。 

•コピー、ファクス、スキャナー機能で登録したプログラムをホーム画面に登録し、簡 
単に呼び出せます。詳しくは、『便利な機能』 の 「プログラムの シヨー トカットをホー 
ム画面に登録する」、または P .37 「アイコンをホーム画面に追加する」を参照してく 
ださい。ドキュメントボックス機能で登録したプログラムへの シヨー トカツトは、 
ホーム画面に登録できません。 


プログラムの設定例 


「エココピー」と「かんたん PDF スキャン」を例に、よく使う設定をプログラム登録し、 
ホーム画面にショートカツトを登録する方法を説明します。 

か 補足 ） 

•装着しているオプションによっては、登録できない機能があります。詳しくは、『本 
機のご利用にあたって』の「オプションが必要な機能一覧」を参照してください。 

•プログラム名は例です。目的に合わせて、変更してください。 

• お客様の業務内容や読み取る文書の種類によっては、プログラム登録が適さないこと 
があります。 

•ホーム画面のアイコンは登録後にカスタマイズできます。詳しくは、『便利な機能』 
の「ホーム画面をカスタマイズする」を参照してください。 


エココピー 


アイコン登録例 

プログラムの内容 

隹 

エココピー 

複数ページの原稿を用紙の両面にまとめてコピーすると、コ 
ピー用紙を節約できます。 











プログラムに設定を登録する 


し操作部左上の[ホーム]キーを押して、ホーム画面上の[コピー]アイコン 
を押しまず。 



2. [その他の機能]を押しまず C 


自動患度 



■ 

II 国 


2 国 03 国 □ 
A3 A 4. 

规 口| 

と 

1 醒指定到ち 1 到ち ...^^ HliliS 

1 富 Si を '^51 

剛-困面肢 II 

ソ-卜睐陳 


し原稿因面 j 原稿方向 @®i 


I その他の機能] 


3. 旗約]を押しまず。 



その他の機能 


[ OK ] 


厂 両面 J 

II 

1 集約 … 1 






1 分割 J 

II 

1 見開き両面 」 

1 
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「原稿面 J の[片面]、「コピー面 J の[両面集約]を押しまず。 



を圍 A 4 D] I 廢除 ] I OK I 


►原稿面 


►コピー面 


阿を 1 


nil ] [Tm I 片醜 が! 卜 [ 孤; と コ 
… Li-J r 両面集約 I [ 4枚ごと I 


] I 原稿セ'ット方向. 


5|何ページの原稿をまとめるか選択しまず C 
6. [ひらき方向]を押しまず。 





































































































2. 本機のご利用にあたって 


7| [左右ひらき]または[上下ひらき]を選択し、 [0 K ] を押しまず。 



8. [0 K ] を 2 回押しまず。 

9. [プログラム]キーを押してプログラム登録しまず。 

詳しくは、 P .42 「プログラムに設定を登録する」を参照してください。 

10. [プログラム]キーを押しまず。 

11| [ホームに登録]を押しまず。 

12|手順 9 で登録したプログラム（例： 「エココピー J ) を選択しまず。 

13. [登録ずる]を押しまず。 

じ!下のプ□ヴラムをホームに登録 
します。よろしいですか？ 

] プ□グラム No . 001 

J エコ ZI ピー 

] [登録しない J [ 登録する J 

14. [閉じる]を2回押しまず。 


かんたん PDF スキヤン 


アイコン登録例 

プ□グラムの内容 

大阪支社：曰報 

読み取る原稿にあわせてファイル形式や読み取り条件などを設 
定できます。 





























プログラムに設定を登録する 


し操作部左上の[ホーム]キーを押して、ホーム画面上の[スキャナー]アイ 
コンを押しまず。 



I [送信設定]を押しまず。 



3. [原稿種類]を押しまず。 


I 圣巧ホ級1障巧リ- 1 

L 011100え」 


送信設定 


[ OK ] 


1あ白黒:夕字■図表 

1 200 dpi 1 

11 原稿種類 …1 

II 臟度 J 

1 可レバ-ジ: TIFF 

1 フ7イル名 ...1 

1 ファイル巧す … 
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[フルカラー]を選択しまず C 


左が残巧リ- 

011100^1 


原稿種類 


r QK 1 


裏 1フルカラ-11ルづトル 

II 自動お-選択1 


1夕字1 

[ 交字•図表 JI 

1 

1 


1文字■写真1 

1写真1 

…1 






















































































2. 本機のご利用にあたって 


5| [文字•写真]が選択されていることを確認し、 [0K] を押しまず。 

スキャデこ I 


原稿種類 I 

I OK I 

I 白黒 I 

ルヵラ ル-ストル11自動ヵラ-遷ぉ I 

直-を 写真 コ 

I 印画紙写真 I 

I 





6. [ファイル形式]を押しまず。 


を巧先数残巧リ- 

I 01100^1 


@〇 読み取りできます 

ゅ 〇 宛先を指定してください。 



送信設定 [ OK I 



7. [マルチページ]の [PDF] が選択されていることを確認しまず。 



情巧卜 I 

I 侃 I 


ファィル形式 「OK I 

L シンクルペ-ジ 

►ファイル巧す 


I PDF I ブのィト阳 F I 

PDF/A I 

セキユ U ティ設定 JI デジタル置名 I 

I 


も必要に応じて、セキュリティ設定、デジタル署名を設定しまず。 

9. [OK] を2回押しまず。 

10. [プログラム]キーを押してプログラム登録しまず。 

詳しくは、 P .42 「プログラムに設定を登録する」を参照してください。 

11. [プログラム]キーを押しまず。 

12. [ホームに登録]を押しまず。 

1え手順10で登録したプログラム（例：「大阪支社：日報 J) を選択しまず。 























































プログラムに設定を登録する 


14. [登録ずる]を押しまず。 



15. [閉じる]を2回押しまず。 















2. 本機のご利用にあたって 


電源の入れかた、切りかた 

〇 重要 ） 

•本機の電源を切るときは、主電源スイッチを押し続けないでください。主電源スイッ 
チを押し続けると電源が強制的に切れるため、八ードディスクやメモリーが破損して 
故障の原因になることがあります。 

本機の左側には主電源スイッチがあります。 「On」 にすると操作部右側にある主電源ラン 
プが点灯し、電源が入ります。 「Standby」 にすると操作部右側にある主電源ランプが消 
灯し、電源が切れます。ファクスユニットを装着しているときは、ファクスのメモリーに 
蓄積されている内容が消去されることがあるので、通常は手を触れないでください。 


主電源の入れかた 


0 重要 ) 

•ま電源スイッチを 「On」 にした直後に 「S ね ndbyj にしないでください。八ードデイ 
スクやメモリーが破損して、故障の原因になることがあります。 

1|電源プラグが確実にコンセントに差し込まれているか確認しまず。 

2. 主電源スイッチを押しまず。 

操作部の主電源ランプが点灯します。 



主電源の切りかた 

A を意 



• 電源プラグを抜くときは、必ず電源プラグを持って抜いてください。 
電源コードを引っぱらないでください。コードカ《傷つき、火災や感電 
の原因になります。 






















電源の入れかた、切りかた 


0 重要 ) 

•ま電源スイッチを 「 standby 」 にした直後に 「 Onj にしないでください。 

•ま電源スイッチを 「Stand byj にし、ま電源ランプが消灯してから、電源プラグをあ 
いてください。八ードディスクやメモリーが破廈して、故障の原因になることがあり 
まず。 


•動作中に電源を切らないでください。電源を切るときは、動作が終了していることを 
確認してください。八ードディスクやメモリーが破損して故障の原因になることが 
あります。 


•本機の電源を切るときは、主電源スイッチを押し続けないでください。主電源スイッ 
チを押し続けると電源が強制的に切れるため、八ードディスクやメモリーが破損して 
故障の原因になることがあります。 

1|ま電源スイッチを押しまず。 

主電源ランプが消灯します。 





2. 本機のご利用にあたって 


ログイン画面が表示されたとき 

ベーシック認証、 Windows 認証、 LDAP 認証、統合サーバー認証が設定されているとき 
は、画面に認証画面が表示されます。個人ごとに設定されたログインユーザー名とログイ 
ンパスワードを入力しないと、本機を操作できません。またユーザーコード認証が設定さ 
れているときは、ユーザーコードを入力しないと、本機を操作できません。 

本機を操作できる状態になることをログインといいます。また、操作できる状態を解除す 
ることをログアウトといいます。ログインして操作したあとは、他の利用者が不正に使用 
できないよう必ずログアウトしてください。 

〇 重要 ） 

• ログイン ユー ザー名、ログインパスワード、 ユー ザー コー ドは、 ユー ザー管理者に確 
認してください。ユーザー認証についての詳細は、『セキュリティーガイド』のを参 
照してください。 

• ユー ザーコード認証のときに、 ユー ザーコードとして入力するのはアドレス帳に 
「ユーザーコード J として登録されている数きです。 


操作部からのユーザーコード認証のしかた 

操作部からのユーザーコード認証のしかたについて説明します。 

ユーザーコード認証を設定しているときは、ユーザーコードの入力を求める画面が表示さ 
れます。 

1|ユーザーコード （1 がから8がの任意の数字）を入力して、[実行]を押しま 
ず。 



操作部からのログインのしかた 

ベーシック認証、 Windows 認証、 LDAP 認証、統合サーバー認証のいずれかが設定されて 
いるときにログインします。 

















ログイン画面が表示されたとき 


1. [ログイン]を押しまず。 



2| ログインユーザー名を入力して、 [0 K ] を押しまず。 

3| ログインパスワードを入力して、 [0 K ] を押しまず。 

認証に成功したときは各機能の画面が表示されます。 

操作部からのログアウトのしかた 

ベーシック認証、 Windows 認証、 LDAP 認証、統合サーバー認証のいずれかが設定されて 
いるときにログアウトします。 

〇 重要 ） 

• ログインして操作したあとは、他の利用者が不正に使用できないよう必ずログアウト 
してください。 

1| [ログイン/ログアウト]キーを押しまず。 



2. [ログアウトずる]を押しまず。 
























2. 本機のご利用にあたって 


原稿をセットずる 

原稿ガラスにセツトずる 

A ミち意 




• 自動原稿送り装置 ( ADF ) を閉めるときは、ヒンジ部や原稿ガラスに 
手を置かないでください。手や指を挟み、けがの原因になります。 


G 重要 ) 

• 自動原稿送り装置 (ADF) は、強く跳ね上げないでください。自動原稿送り装置 (ADF) 
のカバーが開くことや破損することがあります。 


1|原稿カバー、または自動原稿送り装置 ( ADF ) を上げまず。 

原稿カバー、または自動原稿送り装置 ( ADF ) の開閉で原稿サイズが読み取られま 
す。30度が上の角度で確実に開いてください。 

2. 読み取る面を下にし、左奥のセット基準に原稿を合わせてセットしまず。 

原稿は先頭ページから順にセットします。 
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1.セット基準 

え原稿カバー、または自動原稿送り装置 （ ADF ) を閉めまず。 


自動原稿送り装置 (ADF) にセットずる 

自動原稿送り装置 ( ADF ) のセンサーを手でふさいだり、原稿を浮かせたりしないでくだ 
さい。サイズが正しく読み取れないことや、原稿づまりの^ッセージが表示されることが 
あります。また上カバーの上に物や原稿などを置かないでください。誤動作の原因にな 
ります。 
















原稿をセツトする 
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1. センサー 

1|原稿ガイドを原稿サイズに合わせまず。 

2|読み取る面を上にし、原稿をそろえて自動原稿送り装置 ( ADF ) にまっすぐ 
セットしまず。 

原稿は上限表示を超えないようにセットしてください。 

原稿は先頭ページを上にしてセツトします。 



1 . 上限表示 

2. 原稿ガイド 































2. 本機のご利用にあたって 



3 ■コピー 


コピーのよく使う機能や操作手順を説明します。本書に記載されていない情報は、画面で 
見る使用説明書（付属の CD - ROM に収録）の『コピ ー/ ドキュメントボックス』のを参照 
してください。 


基本的なコピーのとりかた 

原稿を原稿ガラスまたは自動原稿送り装置 ( ADF ) にセットしてコピーします。 

原稿を原稿ガラスにセットするときは、先頭ページから順にセットします。自動原稿送り 
装置 ( ADF ) にセットするときは、先頭ページを上にしてセットします。原稿を原稿ガラ 
スにセットする方法は、 P .54 「原稿ガラスにセットする」を参照してください。原稿を自 
動原稿送り装置 ( ADF ) にセットする方法は、 P .54 「自動原稿送り装置 ( ADF ) にセット 
する」を参照してください。 

普通紙が外の用紙にコピーするときは、使用する紙の厚さに応じて[用紙設定]で用紙の 
種類を設定してください。詳しくは、『ネットワークの接続/システム初期設定』®「シス 
テム初期設定」を参照してください。 

1|操作部左上の[ホーム]キーを押して、ホーム画面上の[コピー]アイコン 
を押しまず。 
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2|コピーずる枚数など前の設定が残っていないことを確認しまず。 

前の設定が残っているときは[リセット]キーを押します。 

3. 原稿をセットしまず。 

ん必要に応じて、用紙サイズ、原稿セット方向、その他の機能を設定しまず。 
5. テンキーでコピーずる枚数を入力しまず。 

入力できるコピー枚数は999枚までです。 
















3 .コピー 


6. [スター h ] キーを押しまず。 

原稿ガラスに原稿をセットしたときや、大量原稿モードなどの機能を選択して、自動 
原稿送り装置 ( ADF ) にセットしたときは、すべての原稿の読み取り終了後に [材] 
キーを押します。画面に表示されるメッセージにしたがってください。 

7|コピー終了後は[リセット]キーを押して、設定を解除しまず。 



拡大*縮小してコピーする 


拡大 • 縮ルしてコピーずる 

倍率を指定する方法と、用紙サイズを指定する方法を説明します。 

基点について 

拡大•縮小の基点は、原稿の読み取らせかたによって異なります。原稿ガラスにセッ 
卜したときは、左奥の「セット基準」に接するところが基点です。自動原稿送り装置 
( ADF ) にセットしたときは、原稿の左手前が基点です。 

• 原稿ガラスにセツトするとき 


A 

B 

C 

D 





B 


自動原稿送り装置 ( ADF ) にセットするとき 


A 

B 

C 

D 


Do 


A 

C 


B 

D 


c 


定形変倍 

あらかじめ設定されている倍率を選択し、画像を拡大または縮小してコピーします。 






































































3 .コピー 


1. [変倍]を押しまず。 



2|倍率を選択し、 [0K] を押しまず。 


変倍 〔解除 |に OK I 


□ 712 IBD 

1 テンキー ブーム.. .1 1 

等お 

阿 

し日 いか4」 

1222 

A4 今 B4 

A い B5 

14U 

A4 今 A5 

おみ B4 



岡 

■ B4 今 BSJI 

822 

B4 今 A4 
目い A5 

~ W ~ 


3i 原稿をセットし、[スタート]キーを押しまず。 


ズーム 


J %刻みで拡大または縮ルしてコピーします。 


+C= — >- 


IAI 困 


倍率をテンキーで指定する方法と、 [+][-] で指定する方法があります。ここではテン 
キーで指定する方法を説明します。 






































































































拡大*縮小してコピーする 


1. [変倍]を押しまず。 



2. [テンキーズーム]を押しまず。 

3|テンキーで倍率を入力し、 [#] を押しまず。 



4. [0K] を2回押しまず。 

5|原稿をセットし、[スタート]キーを押しまず。 


用紙指定変倍 

原稿のサイズを自動的に検知し、指定した用紙サイズに合わせた倍率で拡大または縮小コ 
ピーします。 



G 重要 ) 

• 手差しコピーはできません。 

• [用紙指定変倍]を押したあとに変倍率を設定ずると、用紙指定変倍機能は解除され、 
画像は回転されません。 

用紙指定変倍は、異なる大きさの原稿を同じ大きさの用紙にコピーするときに便利です。 









































































































3 .コピー 


また、原稿の方向と用紙の方向が異なるときは、自動的に画像を回転してコピーします 
(回転コピー）。 

たとえば、 A 3 口原稿を A 4 口に縮小するときは、[用紙指定変倍]を押し、 A 4 口がセットさ 
れているトレイを選択すると、自動的に画像が回転して縮小されます。回転コピーについ 
ては、『コピ ー/ ドキュメント ボックス』® 「回転コピー」を参照してください。 

用紙指定変倍できる原稿のサイズ、方向は次のとおりです。 


原稿 セット 先 

原稿サイズ、方向 

原稿ガラス 

A 3 口、 B 4 口、 A 4 ロロ、目 5 D 口、 A 5 口 

自動原稿送り装置 ( ADF ) 

A 3 口、目4口、 A 4 ロロ、目5ロロ、 A 5 ロロ、 B6 ロロ、り x 17 口、 8V2XII 

Dc ? 


1. [用紙指定変倍]を押しまず。 



え使用ずる用紙がセットされているトレイを選択しまず。 
3|原稿をセットし、[スタート]キーを押しまず。 







































両面にコピーする 


両面にコピーずる 

2枚の片面原稿または1枚の両面原稿を、用紙の両面にコピーします。両面コピーでは、 
とじしろ分だけ画像が移動します。 



G 重要 ) 

• 手差しコピーはできません。 

両面コピーには次の2種類があります。 

片面->岡~面 

2枚の片面原稿を用紙の両面にコピーします。 

両面->阿~面 

両面原稿を用紙の両面にコピーします。 

タテ長の原稿とヨコ長の原稿では、原稿のセツト方向によつてコピーの結果が異なりま 
す。 

原稿のセツト方向とコピー結果 

両面コピーをするときは、セツトする原稿に合わせて原稿セツト方向や原稿のひらき 
方向を設定します。また、希望の仕上がり状態に合わせてコピーのひらき方向を設定 
します。 

















































































































3 .コピー 


原稿 


セツトする原稿の 
向き 


原稿セット 
方向 


ひらき方向 


コピー 


因远 


左ちひらき 


国 


固间 


上下ひらき 


I A こ 

1 山山 ill ill ±11 」し 


1. [その他の機能]を押しまず。 



2. [両面]を押しまず。 

え原稿の状態に合わせ、[片面一両面]または[両面一両面]を選択しまず。 

原稿またはコピーのひらき方向を変更するときは、[ひらき方向]を押します。 



4. [0 K ] を2回押しまず。 

5. [原稿]を押しまず。 

6. [原稿セツト方向]を押しまず。 





































































































































両面にコピーする 


7|原稿セット方向を選択し、 [0 K ] を2回押しまず。 



も原稿をセットし、[スタート]キーを押しまず。 


ひらき方向を変更ずる 

原稿が両面のときや、用紙の両面にコピーするときは、原稿とコピーそれぞれのひらき方 
向を選択します。 

左右ひらき 



上下ひらき 




し 1 [ 

1 A 

[iji ji jijijii 1 
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1. [ひらき方向]を押しまず。 

2|原稿が両面のときは、「原稿面 J で[左右ひらき]または[上下ひらき]を選 
択しまず。 





ひらきち向 I QK I 

►原稿面 ►コピー面 


晒因！] 團图 晒面画 图圍 

〔ホち ひ6ぎ [ 上下ひ6ぎ] I ホちひ6き 1_上下ひ6さ I 
























































































3 .コピー 


え「コピー面 J で[左右ひらき]または[上下ひらき]を選択しまず。 
4. [0 K ] を押しまず。 



1 枚にまとめてコピーする 


1枚にまとめてコピーずる 


用紙サイズと集約数に合わせて自動的に倍率を設定し、1枚の用紙にコピーします。 

設定される倍率は25〜400%です。原稿の方向と用紙の方向が一致しないときは、自動的 
に画像を90度回転してコピーします。 

原稿の方向と集約の画像位置 

集約したときの画像位置は、原稿の方向と集約する枚数によって異なります。 

• タテ長の）原稿のとき 


1 





.2 





3 





4 



•ヨコ長（口）原稿のとき 



fN 

ブ 

尸 
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1 ^ 

一 ^ 

- 



2 


rsi 

ブ 

尸 

no 



原稿のセット方向とコピー結果 

自動原稿送り装置 ( ADF ) に原稿をセットして集約するときは、縦書きか横書きかに 
よって、原稿をセットする方向が異なります。縦書き原稿を自動原稿送り装置 
( ADF ) にセットするときは、原稿の上下を逆にしてセットします。 

•横書き原稿を自動原稿送り装置 ( ADF ) にセットするとき 



















































































































3 .コピー 


•縦書き原稿を自動原稿送り装置 ( ADF ) にセットするとき 
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片面集約 


複数枚の原稿を用紙の片面パ女にまとめてコピーします。 



0 重要 ) 

• 手差しコピーはできません。 

片面集約には次の4種類があります。 

片面2枚-> 片面1枚 

2枚の片面原稿を用紙の片面にまとめてコピーします。 

片面4枚^片面1枚 

4枚の片面原稿を用紙の片面にまとめてコピーします。 

両面2ページー片面1枚 

2ページ分の両面原稿を用紙の片面にまとめてコピーします。 

両面4ページー片面1枚 

4ページ分の両面原稿を用紙の片面にまとめてコピーします。 
























































































































1 枚にまとめてコピーする 


1. [その他の機能]を押しまず。 



2. [集約]を押しまず。 

え原稿の状態に合わせ、[片面]または[両面]を選択しまず。 

[両面]を選択したときは、ひらき方向を設定できます。 

[原稿セット方向]を押すと、原稿の方向が読める方向か読めない方向かを設定でき 
ます。 



4. [片面集約]を押しまず。 

5|何ページの原稿をまとめるか選択しまず。 

6. [0 K ] を2回押しまず。 

7|用紙を選択しまず。 

も原稿をセットし、[スタート]キーを押しまず。 


両面集約 


複数枚の原稿を用紙の両面1枚にまとめてコピーします。 




































































3 .コピー 
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G 重要 ) 

• 手差しコピーはできません。 

両面集約には、次の4種類があります。 

片面4枚^両面1枚 

4枚の片面原稿を用紙の両面にまとめてコピーします。 

片面8枚^両面1枚 

8枚の片面原稿を用紙の両面にまとめてコピーします。 

両面4ページー両面1枚 

4ページ分の両面原稿を用紙の両面にまとめてコピーします。 

両面8ページー両面1枚 

8ページ分の両面原稿を用紙の両面にまとめてコピーします。 

1. [その他の機能]を押しまず。 



2. [集約]を押しまず。 

え原稿の状態に合わせ、[片面]または[両面]を選択しまず。 

[原稿セット方向]を押すと、原稿の方向が読める方向か読めない方向かを設定でき 
ます。 















































































1 枚にまとめてコピーする 



4. [両面集約]を押しまず。 

5. [ひらき方向]を押しまず。 

も原稿面やコピー面で、[左右ひらき]または[上下ひらき]を選択し、 [0 K ] 
を押しまず。 

7|何ページの原稿をまとめるか選択しまず。 

8. [0 K ] を2回押しまず。 

9|用紙を選択しまず。 

1〇|原稿をセットし、[スタート]キーを押しまず。 


































3 .コピー 


手差しトレイから不定形サイズの用紙にコ 

ピーずる 

手差しコピーできる用紙サイズはタテ90.0〜305.0 mm 、 ヨコ M 8.0 〜600.0 mm です。ただ 
し使用している機器のオプション構成や排紙先の設定によって、手差しコピーできる用紙 
サイズは異なります。 

.本体上トレイに出力するとき：タテ W 0.0 〜305.0 mm 、 ヨコ148.0~460.0 mm 

1 i コピーずる面を下にして、手差しトレイに用紙をセットしまず。 

自動的に[手差し]が選択されます。 

2. [#] キーを押しまず。 

3. [用紙サイズ]を押しまず。 

4. [不定形サイズ]を押しまず。 

5|「ヨコ J の 寸法をテンキーで入力し、[材]を押しまず。 


手差しヴイブ I 使し、方 ] [解除 |[ OK I 


I 定巧ヴイブ I 不定巧 ヴゴブ 

用 

巧ヴィこ 

私 

ズをテンキーで指定し、感キーを巧してください。 

I 貨 回© 寬 


も「タテ J の寸法をテンキーで入力し、 [#] を押しまず。 
7. [ OK ] を2回押しまず。 

8|原稿をセットし、[スタート]キーを押しまず。 































はがきに コピーす る 


はがきに コピーず る 

はがきにコピーするときは、原稿を原稿ガラスにセットし、はがきを手差しトレイにセッ 
卜します。 

はがきの取り扱い、はがきをセットする方法、原稿とはがきのセット方向については、 
P .156 「はがき」を参照してください。 

〇 重要 ） 

•郵便はがき、往復はがきには両面コピーできません。両面コピーが設定されていると 
きは、[片面一両面：左右]を押して設定を解除してください。 

1|コピーずる面を下にして、手差しトレイにはがきをセットしまず。 

自動的に[手差し]が選択されます。 

2. [#] キーを押しまず。 

3. [用紙サイズ]を押しまず。 

ん[郵便八ガキロ]または[往復八ガキロ]を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

5. [用紙種類]を押しまず。 

も用紙の種類を選択し、 [0 K ] を2回押しまず。 

7|原稿をセットし、[スタート]キーを押しまず。 





3 .コピー 


封筒にコピーずる 

定形サイズまたは不定形サイズの封筒にコピーします。封筒にコピーするときは、原稿を 
原稿ガラスにセットし、封筒を手差しトレイにセットします。 

使用する封筒の用紙厚さに合わせて設定を変更してください。それぞれの設定の用紙厚 
さや使用できる封筒のサイズについては、 P.149 「セットできる用紙サイズ、種類」を参 
照してください。 

封筒の取り扱い、使用できる封筒、封筒をセットする方法は、 P.154 「封筒」を参照して 
ください。 

封筒にコピーするときは、[用紙設定]で手差しトレイの用紙種類に[封筒]を選択して 
ください。詳しくは、『ネットワークの接続/システム初期設定』の「システム初期設定」 
を参照してください。 

〇 重要 ） 

• 封筒には両面コピーできません。両面コピーが設定されているときは、[片面一両面： 
左右]を押して設定を解除してください。 

不定形サイズの封筒にコピーするときは、封筒のサイズを指定します。対応する長さを、 
それぞれ入力してください。 

■BP 

手差しヴイブ I 使い方 Jr 解除 ir QK 1 

[ 定巧ヴイブ |[ 不定巧ヴ—イブ 31 


用紙ヴイブをテンキーで指定し、适)キーを巧してください。 




^ : a コ 
t :タテ 

フラップを開いてセットするときは、フラップを開いた状態でヨコの長さを測ってくださ 
い。 

1|コピーずる面を下にして、手差しトレイに封筒をセットしまず。 

自動的に[手差し]が選択されます。 

2. [#] キーを押しまず。 

3. [用紙サイズ]を押しまず。 


















































封筒にコピーする 


ん封筒のサイズを設定し、 [0K] を2回押しまず。 
5|原稿をセットし、[スタート]キーを押しまず。 



3 .コピー 


ソートずる 


1セツトずつぺージ川頁にそろえてコピーします。 
〇 重要 ) 


• 手差しコピーは回転ソートできません。 



使用しているモデルによっては、回転ソートをするのにオプションが必要です。必要な才 
プションについては、『本機のご利用にあたって』の「オプションが必要な機能一覧」を 
参照してください。 

回転ソートをするには、サイズと種類が同じで方向の口）の異なる用紙がセットされて 
いる給紙トレイが2段必要です。詳しくは、『ネットワークの接続/システム初期設定』の 
「システム初期設定」を参照してください。 


ソート 


1セツトずつぺージ順にそろえてコピーします。 



CKN018 


回転ソート 

J セットずつ異なる向き（ロロ）でコピーします。 



CKN019 
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ソートする 


1. [その他の機能]を押しまず。 



2| [▼] を押しまず。 

3. [ソート]を押しまず。 

ん[ソート]または[回転ソート]を選択し、 [0 K ] を2回押しまず。 



5. テンキーでコピーずる部数を入力しまず。 

6. 原稿をセツトしまず。 

7. [スタート]キーを押しまず。 


コピー部数を変更ずる 


コピー中にコピー部数を変更します。 

〇 重要 ） 

• ソートを設定しているときだけ使用できる機能でず。 

1|「コピー中でず J と表示されている間に[ストップ]キーを押しまず。 
2. テンキーでコピーずる部数を入力しまず。 


〇 印刷中ジョブを停止しました。 
[中止]で印刷を中止します。 

[ジョブー覧]を巧すと地のジがを削除できます。 

[ ジ3ブ—覧 I 


►印刷部数の変更 



< 2 - 999 > 


継続 一 [ 中让 



































































3 .コピー 


3. [継続]を押しまず。 

コピーが 再開されます。 



ドキュメントボックスに原稿を蓄積する 


ドキュメントボックスに原稿を蓄積ずる 

コピー機能で読み取った文書を本機の八ードディスクに蓄積できます。 

蓄積された文書は、ドキュ^ントボックス機能画面で確認できます。ドキュメントボック 
スの詳細については、 P .129 「文書を蓄積する」を参照してください。 

ドキュメントボックスを使用するにはオプションが必要です。必要なオプションについ 
ては、『本機のご利用にあたって』の「オプションが必要な機能一覧」を参照してくださ 
い。 

1. [その他の機能]を押しまず。 



2. [▼] を押しまず。 

3. [文書蓄積]を押しまず。 

ん必要に応じてユーザー名、文書名、パスワードを設定しまず。 

5. [0 K ] を2回押しまず。 

6. 原稿をセツトしまず。 

7. コピー機能を設定しまず。 

8. [スター h ] キーを押しまず。 

コピーが出力され、八ードディスクに文書が蓄積されます。次の文書を蓄積するとき 
は、コピーが終了してから操作します。 





































3 .コピー 
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4. フアクス 

ファクスのよく使う機能や操作手順を説明します。本書に記載されていない情報は、画面 
で見る使用説明書（付属の CD - ROM に収録）の『ファクス』のを参照してください。 


基本的な送信のしかた（メモリー送信） 

^モリー送信を使用した、基本的な送信方法を説明します。 

ファクス宛先、 IP - ファクス宛先、インターネットファクス宛先、メール宛先およびフオル 

ダー宛先を指定できます。複数の宛先種別を同時に指定できます。 

〇 重要 ） 

• 大切な原稿を送信するときは、相手先に連絡して内容を確認することをお勧めしま 
す。 

•停電時または電源コンセントが抜けた状態で約12時間経過すると、ファクスのメモ 
リーに蓄積されている文書はずべて消去されます。消去された文書があると、主電源 
スイッチを 「 Onj にしたとき自動的に「電源断レポート J が印刷されまず。このレ 
ポートで消去された文書の一覧を確認できまず。『こまったときには』の「電源を切 
る/切れたとき」を参照してください。 

1|操作部左上の[ホーム]キーを押して、ホーム画面上の[ファクス]アイコ 
ンを押しまず。 



2. 「ファクスできまず J が画面に表示されていることを確認しまず。 

3. [直接送信]が反転表示していないことを確認しまず。 



































4. ファクス 


ん自動原稿送り装置 ( ADF ) に原稿をセットしまず。 

5. [送信設定]で送信の設定や読み取り条件を設定しまず。 

6. 相手先を指定しまず。 

相手先の番号やアドレスを直接入力するか、アドレス帳から宛先キーを押して選択し 
ます。 

相手先を間違えたときは[クリア]キーを押して、入力し直します。 

7. 複数の相手先に同じ文書を送信ずるときは、次の相手先を指定しまず。 

もインターネットフアクス宛先やメール宛先へ送信ずるとき、または送信結果 
メール通知機能を使用ずるときは、[送信者]を指定しまず。 

9-[スタート]キーを押しまず。 

原稿ガラスに原稿をセットして送信ずる（メモリー送信） 

1. [直接送信]が反転表示していないことを確認しまず。 



2. 原稿ガラスに原稿をセットしまず。 

3. 相手先を指定しまず。 

4. 読み取り条件を設定しまず。 

5. [スタート]キーを押しまず。 

も複数ページの原稿を送るときは、60秒が内に次の原稿をセットし、手順4、 
5の操作をしまず。 

1ページごとにこの操作を繰り返します。 

























































基本的な送信のしかた（メモリー送信) 


7. [#] キーを押しまず。 

相手先を呼び出し、送信を開始します。 

ファクス番号を登録ずる 

1. [初期設定]キーを押しまず。 

2| [アドレス帳管理]を押しまず。 

3. [新規登録]を押しまず。 

4. [登録情報]を押しまず。 

5. [名前]を押しまず。 

6|名前を入力し、 [0 K ] を押しまず。 

7| ▼を押して、[見出し1]、[見出し2]、[見出し 3] を表示させまず。 

8. ユーザーを分類しておきたい見出しキーを押しまず。 



9|見出しを選択し、見出しキーを選択しまず。 

10. [設定]を押しまず。 

11. [閉じる]を押しまず。 

12. [ファクス]を押しまず。 

13. [ファクス宛先]を押しまず。 

14. ファクス番号をテンキーで入力し、[設定]を押しまず。 








































4. ファクス 


15. 必要に応じて、回線選択や発信元名称などを設定しまず。 

• 回線選択：宛先ごとに使用する回線を選択します。 

• 拡張宛先： F コード ( SUB / SID / SEP / PWD ) を設定します。 

-海外送信モード：海外送信モードを使用するかどうかを設定します。 

•発信元名称選択：相手先の受信紙に印字させる発信元名称（印字用）を設定しま 
す。 

• 宛名差し込み：相手先の受信紙に印字させる宛名を設定します。 

16. [設定]を押しまず。 

17. [閉じる]を押しまず。 

18. [設定]を押しまず。 

19. [初期設定]キーを押しまず。 

ファクス番号を消去ずる 

〇 重要 ） 

•ファクスの親展ボックスなどで配信先に指定した宛先を消去すると配信時に不達に 
なってしまいます。消去する前にファクス機能での設定を確認してください。 

1. [初期設定]キーを押しまず。 

2| [アドレス帳管理]を押しまず。 

3. [変更]を押しまず。 

4. [ファクス]を押しまず。 

5. ファクス番号を消去したいユーザーを選択しまず。 

消去したいユーザーのキーを押すか、[番号指定]を押して登録番号をテンキーで入 
力します。 

ユーザーは、名前/ヨミガナ、ユーザーコード、ファクス番号、フォルダー名、メー 
ルアドレス、 IP ファクス宛先から検索できます。 

6. [ファクス]を押しまず。 

7| [ファクス宛先]を押しまず。 





基本的な送信のしかた（メモリー送信) 


も[クリア]を押して、[設定]を押しまず。 



9. [閉じる]を押しまず。 

10. [設定]を押しまず。 

11. [閉じる]を押しまず。 

12. [初期設定]キーを押しまず。 

















4. ファクス 


相手先を確認しながら送信ずる（直接送信) 


直接送信を使用して、相手先のファクスの情報を確認しながら送信します。 

ファクス宛先および IP - ファクス宛先を指定できます。 

直接送信を指定してからインターネットファクス宛先、メール宛先、フォルダー宛先、お 
よびグループ宛先や複数の宛先を指定すると、自動的にメモリー送信に切り替わります。 

〇 重要 ） 

• 大切な原稿を送信するときは、相手先に連絡して内容を確認することをお勧めしま 
す。 

1|操作部左上の[ホーム]キーを押して、ホーム画面上の[ファクス]アイコ 
ンを押しまず。 



2. 「ファクスできまず J が画面に表示されていることを確認しまず。 

3. [直接送信]を押しまず。 


瓦 \ 面\因\[が应 


認 .I 

ォの勺[直接送信 1] 


を巧を級巧巧リ- 

〇|丽 


屆 

G3 


耐 

アドレス帳から 
宛先を闇尺 


直 S 力 


© 

直接入力 
履歴 .. 



ん自動原稿送り装置 ( ADF ) に原稿をセットしまず。 

5. 読み取り条件を選択しまず。 

6. 相手先を指定しまず。 

相手先を間違えたときは[クリア]キーを押して、入力し直します。 

7. [スター h ] キーを押しまず。 














































相手先を確認しながら送信する（直接送信) 


原稿ガラスに原稿をセットして送信ずる（直接送信) 

1. [直接送信]を押しまず。 



2. 原稿ガラスに原稿をセットしまず。 

3. 相手先を指定しまず。 

4. 読み取り条件を設定しまず。 

5. [スタート]キーを押しまず。 

も複数ページの原稿を送るときは、10秒が内に次の原稿をセットし、手順4、 
5の操作をしまず。 

1ぺージごとにこの操作を繰り返します。 



7. [#] キーを押しまず。 



























































4. ファクス 


送信を取り消ず 

ファクスの送信を取り消す方法を説明します。 

原稿を読み取る前に送信を取り消ず 

[スタート]キーを押す前に取り消します。 

1. [リセット]キーを押しまず。 



原稿の読み取り中に送信を取り消ず 

原稿の読み取り中に読み取りや送信を取り消す方法を説明します。 

1| [ス h ツプ]キーを押しまず。 



2| [読み取り中止]または[送信中止]を押しまず。 

送信方法や使用する機能によって、[読み取り中止]または[送信中止]のどちらか 
が表示されます。 





























送信を取り消す 


原稿の読み取り後に送信を取り消ず惟信中) 

通信中ランプが点灯しているときに取り消します。 
文書はメモリーからすべて消去されます。 

1| [ス h ツプ]キーを押しまず。 



または、[通信確認/印刷]の[送信文書確認/中止]を押します。 

2. [送信待機文書]を押しまず。 

3. 中止ずる送信文書を選択しまず。 

中止する文書が画面に表示されていないときは [▲] または [▼] を押して表示させま 
す。 

4. [送信中止]を押しまず。 

5. [送信中止]を押しまず。 

続けて中止するときは、手順3から繰り返します。 

6. [閉じる]を押しまず。 

手順1で[通信確認/印刷]の[送信文書確認/中止]を押したときは、[閉じる]を2 
回押します。 

原稿の読み取り後に送信を取り消ず（送信開始前） 

原稿の読み取りが終わったあとに取り消します。 

















4. ファクス 


1. [通信確認/印刷]を押しまず。 


I A ファクス_ J 


■を巧先級残巧リ- 

II 0199え I 

I 固 \| 極 \["网 \l こ ! '^ れフック II iSS 送信 I 

1 通信確認/印呵 .1 

屆 
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1送信結果まを J 

國 の© 

アドレス帳から 直接入力直接入力 

宛先離尺 ... ... 履歴... 

1 夏信結果表を J 

1 送信設定… 1 


2| [送信文書確認/中止]を押しまず。 

3. [全文書表示]を押しまず。 

4. 中止ずる送信文書を選択しまず。 

中止する文書が画面に表示されていないときは [▲] または [▼] を押して表示させま 
す。 

5. [送信中止]を押しまず。 

6. [送信中止]を押しまず。 

続けて中止するときは、手順4から繰り返します。 

7. [閉じる]を3回押しまず。 


























時刻を指定して送信する 


時刻を指定して送信ずる 

送信や F コード取り出しをする時刻を指定すると、指定した時刻に自動的に送信や F コー 
ド取り出しを開始します。 

深夜などに割引料金で送信できるので、通信料金を節約できます。 

この機能を使用するときは、メモリー送信で送信します。直接送信はできません。 

〇 重要 ） 

• 主電源の切れた状態が12時間が上続くと、メモリーに蓄積されている文書はすべて 
消去されまず。消去された文書があると、再び主電源を入れたとき自動的に「電源断 
レポート」が印刷されます。このレポートで消去された文書の一覧を確認できます。 
『こまったときには』の「電源を切る/切れたとき」を参照してください。 


1. [送信設定]を押しまず。 



2. [▼] を押し、[時刻指定送信]を押しまず。 

え指定時刻をテンキーで入力し、 [#] を押しまず。 

24時間制の4おで入力します。 

J おの数値を入力するときは、先頭に0を付けます。 

4. [0 K ] を2回押しまず。 





























4. ファクス 


送信文書を蓄積ずる 

ドキュメントボックスに文書を蓄積しながら送信します。送信しないで文書の蓄積だけ 
することもできます。 

蓄積する文書に、必要に応じて次の情報を設定できます。 

ユーザー 名 

蓄積した人や部門がわかるように設定します。アドレス帳から選択するか、アドレス 
帳に登録されていない名称を直接入力で指定します。 

文書名 

任意の义書名を指定できます。指定しないときは、 「 FAX 0001」「 FAX 0002」 という連 
番の义書名が自動的に付けられます。 

パスワード 

不特定の人に送信されないように、4〜8おの数きをパスワードとして設定します。 
設定した文書情報は、蓄積したあとに変更できます。 

1|原稿をセットし、読み取り条件を選択しまず。 

[原稿セット方向]を正しく設定しないと、蓄積した原稿をプレビュー表示するとき、 
原稿の天地（上下）が正しく表示されません。 

2. [送信設定]を押しまず。 



3. [▼] を4回押し、[文書蓄積]を押しまず。 

ん[本体に蓄積+送信]または[本体に蓄積]を押しまず。 

文書を蓄積してから送信するときは[本体に蓄積+送信]を押します。 
文書を蓄積するときは[本体に蓄積]を押します。 




























送信文書を蓄積する 


5 i ユーザー名、文書名、パスワードを設定しまず。 




文書蓄積 



[解除 II OK J 


本体に蓄糧 [本体に 蓄糧+ 送信 ] I 

► 夕書情幸長 


1 ユーヴー名」1 夕書名 II バスワード I 


. ユーザー名 

[ユーザー名]を押し、一覧からユーザー名を選択します。アドレス帳に登録さ 
れていない名称を直接入力するときは、[登録外文字列]を押して入力します。 
指定したあと、 [0 K ] を押します。 

• 文書名 

[文書名]を押し、文書名を入力して [0 K ] を押します。 

• パスワード 

[パスワード]を押し、パスワードをテンキーで入力して [0 K ] を押します。確 
認のためにもう一度パスワードを入力し、 [0 K ] を押します。 

6. [0 K ] を2回押しまず。 

7. [本体に蓄積+送信]を選択したときは、相手先を指定しまず。 

8. [スタート]キーを押しまず。 


蓄積した文書を送信ずる 

ファクス機能からドキュメントボックスに蓄積した文書を送信します。 
ドキュメントボックスに蓄積した文書は、消去するまで何回でも送信できます。 
蓄積文書は、蓄積したときの読み取り条件で送信されます。 

蓄積した文書を送信するときは、次の送信方法を選択できます。 

[蓄積文書の み] 

蓄積文書だけを送信します。 

[紙原稿+蓄積文書] 

「原稿」一「蓄積した文書」の順に送信されます。 

[蓄積文書+紙原稿] 

「蓄積した文書」一「原稿」の順に送信されます。 

蓄積文書を送信するときは、次の機能は使用できません。 

-直接送信 


















4. ファクス 


• クイックメモリー送信 
• オンフックダイヤル 
• マニュアル ダイヤル 

1. [送信設定]を押しまず。 



2. [▼] を4回押し、[蓄積文書指定]を押しまず。 

3. 送信ずる文書を選択しまず。 

複数の文書を選択したときは、選択した順に送信されます。 

•文書を名前の順番に並べるときは、[文書名]を押します。 

•文書を登録した月日順で並べるときは、[日付]を押します。 

•文書を送信する順番に並べるときは、陪信順]を押します。 

選択した文書の情報を確認するときは[詳細]を押します。 

[百を]を押すとサムネール表示に切り替わります。 

んパスワードを設定している文書を選択したときは、パスワードをテンキーで 
入力して[実行]を押しまず。 

5|必要に応じて、「送信方法 J を選択しまず。 

[送信方法]を押し、[紙原稿+蓄積文書]または[蓄積文書+紙原稿]を選択して [0 K ] 
を押します。 

6. [0 K ] を2回押しまず。 

7|蓄積した文書に原稿を追加して送るときは、原稿をセットして、読み取り条 
件を選択しまず。 

も相手先を指定し、[スタート]キーを押しまず。 



























通信管理レポートを巧刷する 


通信管理レポートを印刷ずる 

通信管理レポートを手動で印刷するには、[通常印刷]、[文書番号別印刷]、[ユーザー別 
印刷]から EP 刷方法を選択します。 

通常印刷 

送受信された順番に、すべての通信結果を印刷します。 

文書番号別印刷 

指定した文書番号の通信結果を印刷します。 

ユーザー 別印刷 

送信者ごとに通信結果を印刷します。 

1. [通信確認/印刷]を押しまず。 



2| [通信管理レポート印刷]を押しまず。 

3. 印刷方法を選択しまず。 

ん手順3で[文書番号別印刷]を選択したときは、文書番号 （4 がの数字）をテ 
ンキーで入力しまず。 

5|手順3で[ユーザー別印刷]を選択したときは、一覧からユーザーを選択し、 
[0 K ] を押しまず。 

6. [スタート]キーを押しまず。 

7. [閉じる]を2回押しまず。 




























4 . ファクス 



5. プリンター 

プリンターのよく使う機能や操作手順を説明します。本書に記載されていない情報は、画 
面で見る使用説明書（付属の CD - ROM に収録）の『プリンター』のを参照してください。 


おずずめインストールでインストールずる 

「おすすめインストール」は、プリンタードライバーのインストールと、本機への接続が 
簡単に設定できます。本機が TCP / IP を使用しているネットワークに接続されていて 、 IP 
アドレスが設定されていれば、 RPCS プリンタードライバーのインストールとポートの設 
定を一括で行うので、とても便利です。（ポートは Standard TCP / IP ポートが設定されま 
す） 

€3 重要 ） 

• 管理者権限が必要です。 Administrators グループのメンバーとしてログオンしてくだ 
さい。 

1. この使用説明書が外のアプリケーションを終了しまず。 

2|付属の CD - ROM をパソコンの CD - ROM ドライブにセットしまず。 

[自動再生]ダイアログが表示されたら、に ETUP.EXE の実行]をクリックします。 

3| [おずずめインストール]をクリックしまず。 

4. ソフトウェア使用許諾契約のずべての項目をお読みください。同意ずる場合 
は[同意しまず]を選択し、[次へ]をクリックしまず。 

5. おずずめインス!-ールをずる機種を選択しまず。 

6| [インストール]をクリックしまず。 

7. 機器名をダブルクリックし、設定項目を展開しまず。必要に応じて、ユーザー 
コードや通常使うプリンター、共有プリンターを設定しまず。 

8. [完了]をクリックしまず。 

インストールを開始します。 

9| [プリンタードライバーの導入]ダイアログが表示されたら、 [0 K ] をクリッ 
クしまず。 

10. [オプション構成]タブで機器のオプション構成や用紙を設定しまず。 

11. 設定が完了したら、 [ OK ] をクリックしまず。 

12. インス!-ールが完了したら、[完了]をクリックしまず。 

[再起動の確認]ダイアログが表示された場合は、今すぐ再起動するか、後で再起動 
するかを選択し、 Windows を再起動してください。 





5. プリンター 


13. インストールが完了したらずべてのウインドウを閉じ、 CD - ROM をパソコン 
の CD - ROM ドライブから取り出しまず。 



プロパティ画面を開く 


プロパティ画面を開く 

[デバイスとプリンター]ウィンドウから、プリンタードライバーのプロパティ画面を表 
示させる方法について説明します。 

〇 重要 ） 

•プリンターのプロパティの内容を変更するには「プリンタの管理」のアクセス権が必 
要です。内容を変更するときは、 Administrators グループのメンバーとしてログオン 
してください。 

• プリンターのプロパティの設定はユーザーごとに変更できません。プリンターのプ 
ロパティの設定内容が、このプリンタードライバーを使用して印刷するすべてのユー 
ザーの設定です。 

1| [スタート]ボタンをクリックし、[デバイスとプリンター]をクリックしま 
ず。 

2. 初期値を設定ずるプリンターのアイコンを右クリックしまず。 

3. [プリンターのプロパティ]をクリックしまず。 


























己 .プリンター 


通常印刷ずる 

〇 重要 ） 

• 本機がスリープモードまたはイ丘電カモードのときに USB 2.0 経由で印刷すると、印刷 
できていても、印刷失敗のメッセージがパソコン上に表示されることがありまず。正 
しく印刷されているかどうかを確認してください。 

1|画面左上のワードパッドメニューボタンをクリックし、 [E 口刷]をクリックし 
まず。 

2. 「プリンターの選択 J から印刷で使用ずるプリンターを選択しまず。 

3. [詳細設定]をクリックしまず。 



ん「印刷方法： J プルダウンメニューから[通常印刷]を選択しまず。 

5. 「原稿サイズ： J プルダウンメニューから巧刷ずる文書のサイズを選択しま 
ず。 

6. 「原稿方向： J プルダウンメニューから文書の印刷方向を選択しまず。 

7. r 給紙トレイ： J プルダウンメニューから用紙がセットされている給紙トレイ 
を選択しまず。 

[自動トレイ選択]を選択したときは、用紙サイズと用紙種類に応じて給紙トレイが 
自動的に選択されます。 

8. 「用紙種類： J プルダウンメニューから給紙トレイにセットされている用紙種 
類を選択しまず。 

9|複数の部数を巧刷ずるときは、「部数： J ボックスに部数を入力しまず。 

10. [0K] をクリックしまず。 

11. アプリケーションから印刷の指示をしまず。 










































機密巧刷をする 


機密印刷をずる 

機密印刷文書を本機に蓄積ずる 

1|画面左上のワードパッドメニューボタンをクリックし、[印刷]をクリックし 
まず。 

2. 「プリンターの選択 J から印刷で使用ずるプリンターを選択しまず。 

3. [詳細設定]をクリックしまず。 

ん「印刷方法： J プルダウンメニューから[機密印刷]を選択しまず。 

5. [詳細...]をクリックしまず。 

6■「ユーザー ID の入力： J にユーザー ID を入力し、「パスワード： J にパスワー 
ドを入力しまず。 

7. にのをクリックしまず。 

も必要に応じて、その他の印刷条件を設定しまず。 

9. [0 K ] をクリックしまず。 

10. アプリケーションから印刷の指示をしまず。 


操作部を使用して機密印刷文書を印刷ずる 


G 重要 J 

• 印刷が終了すると、蓄積されていた文書は消去されます。 


1|操作部左上の[ホーム]キーを押して、ホーム画面上の[プリンター]アイ 
コンを押しまず。 



CSP002 






















5. プリンター 


2. [文書印刷]タブを押しまず。 



3. [機密文書]を押しまず。 

4. 印刷ずる文書を選択しまず。 

文書を選択してから、[全ジョブ選択]を押すと、すべての機密印刷文書を選択でき 
ます。 

5. [印刷継続]を押しまず。 

6|テンキーでパスワードを入力し、[実行]を押しまず。 

7|文書の印刷設定を変更ずるときは、[印刷設定]を押して設定しまず。 

も印刷部数を変更ずるときはテンキーで部数を入力し、[印刷継続]を押しま 
ず。 


























保留文書を巧刷する 


保留文書を印刷ずる 

保留印刷文書を本機に蓄積ずる 

1|画面左上のワードパッドメニューボタンをクリックし、[印刷]をクリックし 
まず。 

2. 「プリンターの選択 J から印刷で使用ずるプリンターを選択しまず。 

3. [詳細設定]をクリックしまず。 

ん「印刷方法： J プルダウンメニューから[保留印刷]を選択しまず。 

5. [詳細...]をクリックしまず。 

6 i 「ユーザー ID の入力： J にユーザー ID を入力しまず。 

必要に応じて、ファイル名も設定できます。 

7|文書の印刷時刻を指定ずるときは、师刷時刻指定]チェックボックスに 
チェックを付け、時刻を指定しまず。 

指定できる印刷時刻は24時間形式です。 

8. [0 K ] をクリックしまず。 

9 i 必要に応じて、その他の印刷条件を設定しまず。 

10. [ OK ] をクリックしまず。 

11. アプリケーションから印刷の指示をしまず。 

操作部を使用して保留印刷文書を印刷ずる 

〇 重要 ) 

• 印刷が終了すると、蓄積されていた文書は消去されます。 






5. プリンター 


1 i 操作部左上の[ホーム]キーを押して、ホーム画面上の[プリンター]アイ 
コンを押しまず。 



CSP002 


2. [文書印刷]タブを押しまず。 


ジョブー覧 

: \| 夕書印刷 \「ボイ巧の卜 ...1 

印刷取消 

►夕書種類から遷巧 ►ユーヴー ID から遷お I 


全夕 書… II 機密夕 書，，， I I Userl 」| User 2 .J | 

「ジョブ 操作… 

1 試し夕 書... II 

保紋 書... 1 ■ 

1強制排紙 

巧留夕 書... 1 


1その地の機宫^1 


3. [保留文書]を押しまず。 

4. 印刷ずる文書を選択しまず。 

文書を選択してから、[全ジョブ選択]を押すと、すべての保留印刷文書を選択でき 
ます。 


5. [印刷継続]を押しまず。 

も文書の印刷設定を変更ずるときは、[印刷設定]を押して設定しまず。 

7|印刷部数を変更ずるときはテンキーで部数を入力し、[印刷継続]を押しま 
ず。 















































保存文書を巧刷する 


保を文書を巧刷ずる 

保存文書を本機に蓄積ずる 

1|画面左上のワードパッドメニューボタンをクリックし、[印刷]をクリックし 
まず。 

2. 「プリンターの選択 J から印刷で使用ずるプリンターを選択しまず。 

3. [詳細設定]をクリックしまず。 

ん「印刷方法： J プルダウンメニューから[プリンターに保存]または[保存し 
て印刷]を選択しまず。 

5. 「印刷方法： J プルダウンメニューから保存文書の印刷方法を選択しまず。 

保を文書では4つの印刷方法を選択できます。 

「プリンターに保存（共有)」と「保存して印刷（共有)」を使用するときは、あらか 
じめ認証を有効にします。詳細は、『セキュリティーガイド』のを参照してくださし 

•プリ ンターに保を 

本機に文書を蓄積し、あとから操作部を使用して印刷します。 

• 保存して印刷 

本機に文書を蓄積するのと同時に印刷します。 

• プリンターに保を（共有） 

本機に文書を蓄積し、あとから操作部を使用して印刷します。文書作成者のほか 
に、印刷権限を持つユーザーが印刷できます。 

•保存して印刷（共有） 

本機に文書を蓄積するのと同時に印刷します。文書作成者のほかに、印刷権限を 
持つユーザーが 印刷できます。 

6. [詳細...]をクリックしまず。 

7|「ユーザー ID の入力： J にユーザー ID を入力しまず。 

必要に応じて、ファイル名とパスワードも設定できます。 

8. [0 K ] をクリックしまず。 

9 i 必要に応じて、その他の印刷条件を設定しまず。 

10. [ OK ] をクリックしまず。 

11. アプリケーションから印刷の指示をしまず。 



己 .プリンター 


操作部を使用して保存文書を印刷ずる 

€3 重要 ） 

• 印刷が終了しても、蓄積した保存文書は消去されません。文書を消去ずる方法につい 
ては、『プリンター』®「保存文書を消去する」を参照してください。 

1|操作部左上の[ホーム]キーを押して、ホーム画面上の[プリンター]アイ 
コンを押しまず。 



2. [文書印刷]タブを押しまず。 



3. [保存文書]を押しまず。 

4. 印刷ずる文書を選択しまず。 

文書を選択してから、[全ジョブ選択]を押すと、すべての保存文書を選択できます。 

5. [印刷継続]を押しまず。 

文書にパスワードが設定されているときは、パスワード入力の画面が表示されます。 
パスワードを入力してください。 

複数の文書を選択し、パスワード付の文書が含まれていたときは、パスワードが一致 
した文書と、パスワードが設定されていない文書が印刷の対象です。確認画面には、 
印刷される文書数が表示されます。 

も文書の印刷設定を変更ずるときは、[印刷設定]を押して設定しまず。 

7 iE 口刷部数を変更ずるときはテンキーで部数を入力し、[印刷継続]を押しま 
ず。 



















































6. スキヤナー 

スキャナーのよく使う機能や操作手順を説明します。本書に記載されていない情報は、画 
面で見る使用説明書（付属の CD - ROM に収録）の『スキャナー』のを参照してください。 


フォルダー送信を使用ずるまでの流れ 

フォルダー送信するために必要な準備や操作などについて説明します。 





1. 送信先のパソコンの設定内容を確認ずる。 

送信先のパソコンのコンピューター名や IP アドレスなどを調べて、チェックシートへ記入しま 
す。 


2. 送信先のパソコンで共有フォルダーを作成ずる。 

送信先のパソコンに読み取ったデータを保をするための共有フォルダーを作成し、共有フォル 
ダー名をチェックシートへ記入します。 

3. 本機の[システム初期設定]でネットワークの設定を確認ずる。 

使用している環境のネットワークの設定を確認します。プリンターで印刷できるなど、すでに 
ネットワークが接続されているとき、手順3は必要ありません。 

4. 本機のアドレス帳に送信先のパソコンの共有フォルダーを登録ずる。 

手順1、2の設定値を記入したチェックシートを使用してパソコンの共有フォルダーを本機の 
アドレス帳に登録します。 

手順 J 〜4が終了したら、本機で原稿を読み取り、パソコンの共有フォルダーに送信でき 
ます。 


チェックシートへ設定内容を記入ずる 

送信先のパソコンの設定値をが下のチてックシートへ記入します。 

このチェックシートを巧刷して、確認した設定値を書き込むことをおすすめします。 

チェックシートを使って設定値を記入する詳しい手順については、 P .109 「フォルダー送 
信するための準備」を参照してください。 




























6. スキャナー 


0 重要 ) 

• アドレス帳登録が巧んだら、個人情報の漏巧を防ぐため、記入済みのチェツクシート 
は破棄してください。 


チエツクンート 


No. 

チェック項目（設定値の記入例） 

設定値の記入欄 

川 

パソコンのコンピューター名 
(例： YamadaPC) 


DHCP サーバの有効設定 
(「はい」または「いいえ」） 


IP アドレス 
(例:192.168 .0.152) 


[2] 

ドメイン名/ワークグループ名 
(例： ABCD-NET) 

USERDNSDOMAIN 

[ ] 

USERDOMAIN 

[ ] 

パソコンの □ グインユーザー名 
(例： TYamada) 


[3] 

パソコンの□グインパスワード 
(例： Administrator) 


[4] 

パソコンの共有フォルダー名 
(例： scan) 



Q 補足 ） 

• ネツトワークの環境により、 USERDNSDOMAIN または USERDOMAIN が表示されな 
いことがあります。表示されたドメイン名/ワークグループ名をチェツクシートに記 
入してください。 

















フォルダー送信するための準備 


フォルダー送信ずるための準備 

フォルダー送信するためには、事前にな下の準備が必要です。 

か甫足 ） 

• 共有フォルダーへの送信に対応する 0 S は 、 Windows XP / Vista /7/8 、Windows Server 
2003/2003 R 2/2008/2008 R 2, Mac OS X 10.2が降です。 

• SMB によるフォルダー送信は SMB プロトコル (139/ TCP ，137/ UDP )、 または CIFS プロ 
トコル (445 /TC P ) を使用することができます。 


• SMB プロトコル (139/ TCP ，137/ UDP ) によるフォルダー送信は 、 NetBIOS over TCP/IP 
の環境下だけで有効です。 

• NetBEUI では SMB によるフォルダー送信はできません。 


Windows の環境に共有フォルダーを作成/コンピユーターの情報を確認ず 
る 

Windows の環境に送信先の共有フォルダーを作成し、コンピユーターの情報を確認しま 
す。確認した情報は、チェツクシートへ記入します。 


手順1:コンピューター名とログインユーザー名を確認ずる 

読み取った文書を送信するコンピューターのコンピューター名とログインユーザー名を 
確認します。 

1|クライアントコンピューターの[スタート]ボタンをクリックし、[ずべての 
プログラム]をポイントして[アクセサリ]から[コマンドプロンプト]を 
クリックしまず。 

2| "ipconfig/air と入力して、 [Enter] キーを押しまず。 

3|表示されたコンピューター名、 DHCP サーバーの有効設定、 IP アドレスを確 
認して、チェックシートの [1] へ記入しまず。 

例えば、コンピューター名が' lYamadaPC "、 DHCP 有効力かし、し、え''（有効でない ）、 IP 
アドレスが'192.168.0.152'|に設定されているパソコンのときは、が下のように表示さ 
れます。 





6. スキャナー 


:: ¥Users¥TYamada>i pconf i g/a 11 


'! I ndows IP 度あ 


S ホストを . 

. : YamadaPC 


ノード. . な .-. t ." づ . 

, ... : ハイづ I.I ッ 


IP ルーテ イング有効 . 

WINS ブロキシ有効 . 

... :いいえ 
.. :いい免 


1ーサネットアダブター□一カルエリア接綻： 


接統固有の DNS サフィックス. . 

ご茜日も. ■. 

.. : Broadcom Net Li 

nk ^]^ Gigabit Ethernet 

い HCP 有効 . 

.. :いい无 

ご 

S IPv 4 アドレス .. 

，.: 192.16 8.0. 巧2(優先) 


デフォルトヴート勺エイ . ： 192. 1 が::.しし 1 

册 CPv6 IAID. : 234890158 


デフォルトヴート勺エイ . ： 192. 1 が::.しし 1 

册 CPv6 IAID. : 234890158 

DHCPv6 クライアント DUID. : 00-01-00-01-13-17-E1-6B-00-23-AE-7I 

比 -44 

DNS サーパー . :192.168 .0.1 

NetBI 脈 over TCP/IP. : 有効 


ん続けて、 "set user" と入力して、 [Enter] キーを押しまず。 

" set ' i と " user " の間には、半角スペースを入れます。 

5|表示されたドメイン名-ワークグループ名、ログインユーザー名を確認して、 
チェックシートのに]に記入しまず。 

例えば、ドメイン名-ワークグループ名の USERDNSDOMAIN 力 《'labcd - net . local "、 
USERDOMAIN 力か ABCD - NET '； ログインユーザー名が TYamada ' i に設定されているパ 
ソコンのときはが下のように表示されます。 



もパソコンのログインパスワードを確認して、チェツクシートの [3] に記入し 
まず。パスワードは、パソコンを使用ずるときに入力ずるパスワードでず。 

Q 補足 ） 

• OS やセキュリティーの設定によってはパスワードのないユーザー名は使用できない 
ときがあります。パスワードのあるログインユーザー名を使用することを推奨しま 
す。 


手順2 : Windows の環境に共有フォルダーを作成ずる 

Windows の環境に送信先の共有フォルダーを作成し、共有化の設定をします。ここでは、 
OS が Windows 7 Ultimate およびコンピューターがドメインに参加しているときを例に説 
明します。 






















フォルダー送信するための準備 


0 重要 ) 

• この操作をするには管理者権限が必要です。 Administrators グループのメンバーとし 
てログオンしてください。 

•手順6で 「 Everyone 」 を選択していると、作成したフォルダーに、すべてのユーザー 
がアクセスできまず。セキュリティー上に問題が発生することがあるため、特定ユー 
ザーだけにアクセス権を与えることを推奨します。ここでは、 「 Everyone 」 を削除し、 
特定の ユーザーに アクセス権を与える手順を説明します。 


•0 S ごとのフォルダー作成方法は、リコーホームぺージのよくあるご質問 （ FAQ ) を 
参照してください。 

• 共有フォルダーを作成ずる前に簡易共有の設定を無効にしてください。 

1- 通常のフォルダー作成手順と同様に、コンピューター内の任意の場所にフォ 
ルダーを作成しまず。作成したフォルダーの名称をチェックシートの [4] へ 
記入しまず。 

2|作成したフォルダーを右クリックし、[プロパティ]をクリックしまず。 

Windows XP のときは、作成したフォルダーを右クリックし、[共有とセキュリティ] 
をクリックします。 

[共有]タブで、[詳細な共有...]をクリックしまず。 

Windows XP のときは、[共有]タブで、[このフォルダを共有する]をクリックしま 
す。手順5に進んでください。 

ん[このフォルダーを共有ずる]をクリックしまず。 

5| [アクセス許可]をクリックしまず。 

6| [グループ名またはユーザー名]の一覧から 「Everyonej を選択し、[削除] 
をクリックしまず。 

7. [追加...]をクリックしまず。 

アクセス権を設定したいグループやユーザーを「グループ名またはユーザー名」一覧 
に追加します。ここでは例として、チェックシートへ記入したユーザーのアクセス権 
を追加する手順を説明します。 

も[詳細設定...]をクリックしまず。 

9| [オブジェクトの種類]をクリックし、[ユーザー]を選択して [0K] をク 
リックしまず。 

10- [場所]をクリックし、ユーザーの所属しているドメイン名/ワークグループ 
名（チェックシートのに])を選択して [OK] をクリックしまず。 

11. [検索]をクリックしまず。 

12. 検索結果一覧から追加ずるパソコンのログインユーザー名（チェックシート 
のに])を選択し、 [ OK] をクリックしまず。 





6. スキャナー 


13 i 追加したユーザーを選択し、アクセス許可の一覧から[変更]の[許可]に 
チェックマークを付けまず。 

アクセス許可はグループまたはユーザーごとに設定します。 

14. [0 K ] をクリックしまず。 

手順3 :ほかのグループやユーザーにアクセス権を設定ずる 

作成した共有フォルダーに、ほかのグループやユーザーにアクセス権を設定するときにが 
下の設定をします。 

1|手順2で作成したフォルダーを右クリックし、[プロパティ]をクリックしま 
ず。 

2| [セキュリティ]タブで[編集..]をクリックしまず。 

3. [追加...]をクリックしまず。 

ん[詳細設定...]をクリックしまず。 

5| [オブジェクトの種類…]、嗎所…]を選択して、[検勃をクリックしまず。 

もアクセス権を設定ずるグループやユーザーを選択し、 [0 K ] をクリックしま 
ず。 

7. [0 K ] をクリックしまず。 

も追加したユーザーを選択し、アクセス許可の一覧から[変更]の[許可]に 
チェックマークを付けまず。 

9. [0 K ] をクリックしまず。 

か甫足 ） 

•最初に、使用しているコンピューターへ共有フォルダーを作成するときは、ファイル 
共有の設定を有効にします。詳しくは、 Windows のヘルプを参照してください。 

本機のアドレス帳に送信先のパソコンの共有フォルダーを登録ずる 

送信先の共有フォルダーをあらかじめアドレス帳に登録しておくと、文書を送信するとき 
スキャナー初期画面に表示される宛先キーを選択するだけで送信先を指定できます。 





フォルダー送信するための準備 


1| [初期設定]キーを押して表示される画面で、[システム初期設定]を押しま 
ず。 



2| [管理者用設定]を押し、表示される画面で[アドレス帳登録/変更/消去]を 
押しまず。 

3. [新規登録]を押しまず。 

ん[登録情報]の[名制から宛先表示させたい名前を入力し、 [0K] を押しま 
ず。 

5. [閉じる]を押しまず。 

6. [認証情報]を押しまず。 

7| [フォルダー認証]を押しまず。 

8. [別の認証情報]を押しまず。 

9 i 「ログインユーザー名 J の[変更]から送信先のパソコンのログインユーザー 
名（チェックシートのに])を入力し、 [0K] を押しまず。 

1〇|「ログインパスワード J の[変更]から送信先のパソコンのログインパスワー 
ド（チェックシートの[3])を入力し、 [0K] を押しまず。 

11|確認用にもう一度ログインパスワードを入力し、 [0K] を押しまず。 

12. [設定]を押しまず。 

13. [閉じる]を押しまず。 

14. [フォルダー]を選択しまず。 

15. パス名の[入力]を押しまず。 

1. [ネットワーク参照]を押します。 

2. 送信先パソコンのグループを選択します。ドメイン名/ワークグループ名（チェック 
シートのに])を参照してください。 

3. 送信するパソコンのコンピューター名（チェックシートの[1])を押します。 

4. 送信先の共有フォルダー（チてックシートの[4])を選択します。 






















6. スキャナー 


5. [ OK ] を押し、手順17へ進みます。 

ネットワーク参照からフォルダーが選択できないときは、手順16へ進みます。 

16. パソコンのコンピューター名または IP アドレスを入力して送信先の共有 
フォルダーを指定しまず。 

• パソコンのコンピューター名を入力してフォルダーを指定する 

1. パス名の[入力]を押します。 

2. 送信先のパソコンとフォルダーを入力し、 [0 K ] を押します。 

例えばパソコンのコンピューター名（チェックシートの[1])が丫 amadaPC 、 パ 
ソコンの共有フォルダー名（チェツクシートの[4])が scan のときは、¥ 
¥ YamadaPC ¥ scan となります。 

3. [0 K ] を押します。 

• パソコンの IP アドレスを入力してフォルダーを指定します 

1. パス名の[入力]を押します。 

2. 送信先のパソコンとフォルダーを入力し、 [0 K ] を押します。 

パソコンの IP アドレス（チェツクシートの[1])が192.168.0.152、パソコンの 
共有フォルダー名（チェツクシートの [4]) scan のときは、 92.1 68.0 . 1 52 ¥scan 
となります。 

3. [0 K ] を押します。 

17. [接続テスト]を押しまず。 

18. 接続成功のメッセージ画面が表示されたら、[確認]を押しまず。 

19. [設定]を3回押しまず。 

複数の送信先フォルダーを登録するときは、手順3に戻ります。 

20. [閉じる]を押しまず。 

21. ホーム画面に戻るまで[終了]を押しまず。 



基本的なフオルダー送信のしかた 


基本的なフォルダー送信のしかた 


0 重要 ) 

• この手順をする前に P .109 「フォルダー送信するための準備」を参照し、送信先コン 
ピューターの情報を確認してください。 


1|操作部左上の[ホーム]キーを押して、ホーム画面上の[スキャナー]アイ 
コンを押しまず。 



2. 前の設定が残っていないことを確認しまず。 

前の設定が残っているときは[リセット]キーを押します。 

3. [フォルダー]タブを選択しまず。 



4. 原稿をセツトしまず。 

5. 必要に応じて文書の読み取り設定をしまず。 

(例）文書をカラー/両面で読み取り、 PDF 形式で保存するとき 
• [送信設定]を押し、[原稿種類]の[フルカラー]を押します。 
• [送信設定]を押し、[ファイル形式]で [ PDF ] を押します。 

• [原稿設定]を押し、[両面原稿]を押します。 

6. 送信先を指定しまず。 

7. [スタート]キーを押しまず。 




































6. スキャナー 


フォルダー送信先を指定ずる 

フォルダー送信先の指定について説明します。 

フォルダー送信先を指定するには、次の方法があります。 

. 本機のアドレス帳に登録されている送信先を選択する 
• ネットワーク上の共有フォルダーに送信する 

• FTP サーバーに 送信する 

• 宛先履歴から送信先を選択する 
か 補足 ） 

•登録されている送信先を本機のアドレス帳から送信する方法は『スキャナー』の「本 
機のアドレス帳に登録されている送信先を選択する」を参照してください。 

• 共有フォルダーをネットワーク利用して送信する方法は P .117 「ネットワーク上の共 
有フォルダーに送信する」を参照してください。 

• FTP サーバーにフォルダー送信をする方法は『スキャナー』の 「 FTP サーバーに送信 
する」を参照してください。 

•送信先を宛先履歴から選択する方法は『スキャナー』の「宛先履歴から送信先を選択 
する」を参照してください。 





ネットワーク上の共有フォルダーに送信する 


ネットワーク上の共有フォルダーに送信ず 
る 

〇 重要 ） 

• ネットワーク上の共有フォルダーに送信するときは P .109 「フォルダー送信するため 
の準備 J を参照して、送信先コンピューターの設定をしまず。設定には、が下の項目 
の確認が必要でず。 

• 送信先のコンピューター 

• 送信先コンピューターのログインユーザー名とパスワード 
• 送信する共有フォルダー名 

• クライアントコンピューターの 0 S によっては、共有フォルダーにアクセス権の設定 
が必要です。 

ネットワーク上の共有フォルダーに送信するには、次の方法があります。 

• 送信先のフォルダーのコンピューター名を直接入力する 
• ネットワーク上のコンピューターから送信先を参照して、パスを指定する 


送信先のフオルダーのコンピューター名を直接入力ずる 


1. [直接入力]を押しまず。 



2. に MB ] を押しまず。 

宛先入力欄の右側にある[入力]を押しまず。 

んパス名入力欄の右側にある[入力]を押しまず。 

5. 送信先フォルダーのコンピューター名および共有フォルダー名を入力しま 
ず。 

パソコンのコンピューター名（チェツクシートの[1])力く''丫 amadaPC "、 パソコンの 
共有フォルダー名（チェツクシートの[4])が scan のとき、 '|¥¥ YamadaPC ¥ scan '' で 
す。 

6. [0 K ] を押しまず。 




























6. スキャナー 


7. 「ユーザー名 j の右側の[入力]を押して、送信先の設定に応じたクライアン 
トコンピューターにログインずるときのユーザー名を入力しまず。 

ログインユーザー名（チェックシートの[1])を入力します。 

8. [パスワード]を押し、送信先の設定に応じたクライアントコンピューターに 
ログインずるときのパスワードを入力しまず。 

9. [接続テスト]を押しまず。 

指定した共有フォルダーへの接続を確認するために、接続テストが開始されます。 

10. [ OK ] を押しまず。 

11. 接続テストの結果を確認し、[確認]を押しまず。 


I 2 i スキャナー初期画面に戻るまで [ OK ] を押しまず。 

〇 補足 ） 


•クライアントコンピューターに固定 IP アドレスが設定されているとき、 IP アドレス 
力か192.168.0.152'|、作成した共有フォルダー名が' lusr " のとき、送信先フォルダーのパ 
スは''92.168 .0.152¥ usr '' と入力します。 


ネットワーク上のコンピューターから送信先を参照して、パスを指定ずる 
1. [直接入力]を押しまず。 



2. に MB ] を押しまず。 

3|宛先入力欄の右側にある[入力]を押しまず。 

んパス名入力欄の右側にある[ネットワーク参照]を押しまず。 





























ネットワーク上の共有フォルダーに送信する 


5 i 送信先パソコンのグループを選択しまず。ドメイン名/ワークグループ名 
(チェックシートのに])を参照してください。 



6|送信ずるパソコンのコンピューター名（チェツクシートの[1])を押しまず。 

目的のコンピューターが見つからないときなどは、[ひとつ上の階層へ]を押して、 
目的のコンピューターを見つけます。 

選択したコンピューターに認証が必要なときは、ログイン画面が表示されます。正し 
いユー ザー名、パスワードを入力します。 

7. 送信先フォルダーを選択しまず。 

選択したフオルダーにサブフオルダーがあるときは、サブフオルダ—覧が表示され 
ます。 


目的のフォルダーが見つからないときは、[ひとつ上の階層へ]を押して、目的のフォ 
ルダーを見つけます。 

もスキャナー初期画面に戻るまで [0 K ] を押しまず。 














6. スキャナー 


基本的なメール送信のしかた 

1|操作部左上の[ホーム]キーを押して、ホーム画面上の[スキャナー]アイ 
コンを押しまず。 



2. 前の設定が残っていないことを確認しまず。 

前の設定が残っているときは[リセット]キーを押します。 

3| [メール]タブを選択しまず。 
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4. 原稿をセツトしまず。 

5. 必要に応じて文書の読み取り設定をしまず。 

(例）文書をカラー/両面で読み取り、 PDF 形式で保存するとき 
• [原稿設定]を押し、[両面原稿]を押します。 

• [送信設定]を押し、[原稿種類]で[フルカラー]/ [文き•写真]を押します。 
• [送信設定]を押し、[ファイル形式]で [ PDF ] を押します。 

6. 送信先を指定しまず。 

複数の送信先を指定できます。 

7| [送信設定]でい]を2回押して、[送信者]を指定しまず。 

もメールの受信確認をずるときは、[送信設定]でい]を4回押して、[受信確 
認]を押しまず。 

[受信確認]を選択したときは、メール送信先の相手が^ールを読んだことを通知す 
るメールが、選択した送信者宛に送られます。 






































基本的なメール送信のしかた 


9. [スター h ] キーを押しまず。 


メール宛先を登録ずる 

1. [初期設定]キーを押しまず。 

2| [アドレス帳管理]を押しまず。 

3. [新規登録]を押しまず。 

4. [登録情報]を押しまず。 

5. [名前]を押しまず。 

6|名前を入力し、 [0 K ] を押しまず。 

7| ▼を押して、[見出し1]、[見出し2]、[見出し 3] を表示させまず。 
8. ユーザーを分類しておきたい見出しキーを押しまず。 



9|見出しを選択し、見出しキーを選択しまず。 

10. [設定]を押しまず。 

11. [閉じる]を押しまず。 

12| [メールアドレス]を押しまず。 

13. [メールアドレス]を押しまず。 






































6. スキャナー 


14. メールアドレスを入力しまず。 

メールアドレス r 胁肖 ~|「 QK ~| 

□□口"^ 

I q Irw || 6 |「「|| t Iry || U |「| ||。]卜 I 

日□山 LuL^LLiLu 山 。 U 

I 化け t | Fmi xT ^ || IFmi ljliJ 


解(咖 .) 


15. [OK] を押しまず。 

16. [メールアドレス使用対象]を押して、メールアドレスの使用対象を選択しま 
ず。 

[メール•インターネットファクス宛先]を選択したとき、登録したメールアドレス 
はファクス初期画面のインターネットファクス宛先表、メール宛先表に表示されま 
す。また、スキャナー初期画面のメール宛先表にも表示されます。 

[インターネットファクス宛先のみ]を選択したとき、登録した^-ルアドレスはファ 
クス初期画面のインターネットファクス宛先表だけに表示されます。 

17. [設定]を押しまず。 

18. インターネットファクスを使用ずるときはに MTP サーパ'—を経由]を押し 
て、[ずる]を押しまず。 

19. [設定]を押しまず。 

20. [閉じる]を押しまず。 

21. [設定]を押しまず。 

22. [閉じる]を押しまず。 

23. [初期設定]キーを押しまず。 


メール宛先を消去ずる 


1. [初期設定]キーを押しまず。 

2| [アドレス帳管理]を押しまず。 

3. [変更]を押しまず。 

4. [メール]を押しまず。 

5 i メールアドレスを消去したいユーザーを選択しまず。 

消去したいユーザーのキーを押すか、[番号指定]を押して登録番号をテンキーで入 
力します。 













基本的なメール送信のしかた 


ユー ザーは、名前/ヨミガナ、 ユー ザー コー ド、ファクス番号、フォルダー名、メー 
ルアドレス、 IP ファクス宛先から検索できます。 

6 i [メールアドレス]を押しまず。 

7| [メールアドレス]を押しまず。 

8. [全消去]を押しまず。 

9. [0 K ] を押しまず。 

10. [閉じる]を押しまず。 

11. [設定]を押しまず。 

12. [閉じる]を押しまず。 

13. [初期設定]キーを押しまず。 


メールアドレスを直接入力ずる 
1. [直接入力]を押しまず。 



2. 宛先の種類を選択しまず。 

3|宛先の「入力 J を押しまず。 

4. 送信先のメールアドレスを入力しまず。 

5. [ OK ] を押しまず。 

複数のアドレスを入力するときは、[宛先追加]を押してから、メールアドレスを入力 
してください。 



























6. スキャナー 


基本的な畜積のしかた 

〇 重要 ） 

•蓄積文書は、文書ごとにパスワードを設定ができます。パスワードの設定がない文書 
は、同ーネットワーク環境内で Ridoc Desk Navigator などを使ってアクセスできま 
す。蓄積文書にはパスワードを設定ずるなど、不正なアクセスを防止ずる手段の検討 
を推奨しまず。 


.万一、本体の八ードディスクに不具合が発生したとき、記録保存したデータが消失ず 
ることがあります。八ードディスクを重要なデータの記録保存には使用しないこと 
をお勧めします。お客さまのデータの消失による損害につきましては、当社は一切そ 
の責任を負えませんので、あらかじめご了承ください。長期保存には、 Ridoc Desk 
Navigator の使用をお勧めしまず。詳しくは、お買い上げの販売店にお問い合わせい 
ただくか、 Ridoc Desk Navigator 関連の説明書を参照してください。 

1|操作部左上の[ホーム]キーを押して、ホーム画面上の[スキャナー]アイ 
コンを押しまず。 
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2. 前の設定が残っていないことを確認しまず。 

前の設定が残っているときは[リセット]キーを押します。 

3. 原稿をセットしまず。 

4. [送信設定]を押しまず。 



神 11巧]「け 


アドレス帳から 
宛先を遷お 


直接入力 


直接入力 
履歴一. 


白黒 

TIFF 


〔 迅 L な疋 


5. [▼] を 4 回押して、[文書蓄積]を押しまず。 

6. [本体に蓄積]を押しまず。 






































基本的な畜積のしかた 


7|必要に応じて、[ユーザー名]、[文書名]、[パスワード]などの文書情報を設 
定しまず。 

. ユーザー名 

[ユーザー名]を押し、一覧からユーザー名を選択します。アドレス帳に登録さ 
れていない名称を直接入力するときは、[登録外文き列]を押して入力します。 

指定後、 [0K] を押します。 

• 文書名 

[文書名]を押し、文書名を入力して [0K] を押します。 

• パスワード 

[パスワード]を押し、パスワードをテンキーで入力して [0K] を押します。確 
認のためにもう一度パスワードを入力し、 [0K] を押します。 

ユーザー名、义書名、パスワードを設定しないときは手順8に進みます。 

8. [0K] を2回押しまず。 

9|必要に応じて[送信設定]や[原稿設定]を押し、解像度や読み取りサイズ 
などを設定しまず。 

10- [スター h] キーを押しまず。 

原稿を複数回に分けて読み取るときは、続けて次の原稿をセットします。 


一覧画面から蓄積文書を確認ずる 


一覧画面から、選択した蓄積文書のプレビューを表示します。 


1. [送信設定]を押しまず。 



2. [▼] を4回押して、[蓄積文書指定/管理]を押しまず。 
え蓄積文書の一覧から、確認ずる文書を選択しまず。 

複数の文書を指定できます。 


4. [プレビュー]を押しまず。 





























6. スキャナー 


ファイル形式を設定ずる 

送信する文書のファイル形式の設定手順を説明します。 

ファイル形式は、メール送信するとき、フォルダー送信するとき、蓄積文書をメール送信 
またはフォルダー送信するとき、外部メディアに保存するときに設定ができます。 

送信する文書のファイル形式には、が下の種類を選択できます。 

•シングルぺージ： [ PDF ]、 [クリアライト PDF ]、[ PDF / A ]、[ TIFF / JPEG ] 

複数枚の原稿を読み取るとき、シングルページのファイル形式を選択すると、1ペー 
ジごとにファイルが作成され、読み取ったページと同じ数のファイルが送信されま 
す。 

•マルチページ： |； PDF ]、 [クリアライト PDF ]、|； PDF / A ]、[ TIFF ] 

複数枚の原稿を読み取るとき、マルチページのファイル形式を選択すると、複数ペー 
ジが J つのファイルにまとめられて送信されます。 

ただし、読み取り条件などの設定によって、選択できるファイル形式は異なります。ファ 
イル形式選択時の制限およびを意事項については、『スキャナー』の「ファイル形式の選 
択に関する制限およびを意事項」を参照してください。 

1. [送信設定]を押しまず。 



2. [ファイル形式]を押しまず。 

3. ファイル形式を選択しまず。 

んスキャナー初期画面に戻るまで [0K] を押しまず。 


























送信設定 


I. [送信設定]を押しまず。 
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送信設定 


2. 解像度や読み取りサイズなどの設定をしまず 




3. [OK] を押しまず。 














































6. スキャナー 



7 -ドキュメントボックス 

ドキュメントボックスでよく使う機能や操作手順を説明します。本書に記載されていな 
い情報は、画面で見る使用説明書（付属の CD - ROM に収録）の『コピ ー/ ドキュメントボッ 
クス』のを参照してください。 


文書を蓄積ずる 

ドキュメントボックスに文書を蓄積します。 

〇 重要 ） 

•正しいパスワードを入力して選択した文書は、操作後も選択が維持されるため、パス 
ワードを知らなくても操作できてしまいまず。操作後は必ず[リセット]キーを押し 
て、文書の選択を解除してください。 

• ドキュメントボックスに蓄積した文書に登録するユーザー名は、文書の作成者や性質 
を区別するためのものでず。機密文書保護として有効ではありません。 

• ファクス送信またはスキャナーで原稿を読み取るときは、すべての動作が完了したこ 
とを確認してください。 

文書名 

読み取った文書には 「 COP 丫0001」 「 COP 丫0002」と文書名が自動的に付けられます。 
文書名は変更できます。 

ユー ザー 名 

蓄積した人や部門がわかるよラにユーザー名を設定できます。ユーザー名にはアド 
レス帳に登録した名前を指定する方法と、名称を入力して設定する方法があります。 
セキュリティーの設定によっては、[ユーザー名]力《[アクセス権]と表示されるこ 
とがあります。アドレス帳については、『ネットワークの接続/システム初期設定』の 
「宛先.ユー ザーを 登録する」を参照してください。 

パ スワード 

蓄積する文書にはパスワードを設定できます。パスワードを設定した文書を印刷す 
るときは、パスワードを入力するため、不特定の人に印刷されません。パスワードが 
設定されている文書には、力睾マークが表示されます。 





7. ドキュメントボックス 


1i 操作部左上の[ホーム]キーを押して、ホーム画面上の[ドキュメントボッ 
クス]アイコンを押しまず。 



2. [読取り画面へ]を押しまず。 

3. [ユーザー名]を押しまず。 

んユーザー名を設定し、 [0K] を押しまず。 

一 覧に表示され ていない 名称を設定するときは、[登録外文字列]を押 してユーザー 
名を直接入力します。 

5. [文書名]を押しまず。 

も文書名を入力し、 [0K] を押しまず。 

7. [パスワード]を押しまず。 

8|テンキーでパスワードを入力し、 [0K] を押しまず。 

パスワードは4おから8おまで指定できます。 

9| 確認用にもう一度テンキーでパスワードを入力し、 [0K] を押しまず。 

1〇|原稿をセットしまず。 

11. 原稿の読み取り条件を設定しまず。 

12. [スター h] キーを押しまず。 

原稿が読み取られます。ドキュメントボックスに文書が保をされます。 

原稿の読み取りが終了すると一覧が表示されます。一覧が表示されないときは、[読 
み取り終了]を押します。 
















蓄積した文書を印刷する 


蓄積した文書を巧刷ずる 

ドキュメントボックスに蓄積した文書を印刷します。 

印刷画面で設定できる項目は次のとおりです。 

• 用紙選択 
• 出力部数 

• 両面印刷：左右ひらき、両面印刷：上下ひらき 
• ソート、回転ソート 
• とじしろ 

各機能の詳細に ついては、 『コピ ー/ ドキュメントボックス』のを参照してくださし、。 

1|印刷ずる文書を選択しまず。 



2|複数の文書をまとめて印刷ずるときは、印刷ずる順に手順1の操作を繰り返 
しまず。 

30文書まで指定できます。 

印刷条件を設定ずるときは、[印刷画面へ]を押して条件を設定しまず。 

4. 印刷部数をテンキーで入力しまず。 

999部まで指定できます。 

5. [スタート]キーを押しまず。 



































7. ドキュメントボックス 



8. Web Image Monitor 

Web Image Monitor のよく使う機能や操作手順を説明します。本書に記載されていない情 
報は、画面で見る使用説明書（付属の CD - ROM に収録）の『ネットワークの接続/システ 
ム初期設定』®、および Web Image Monitor のヘルプを参照してください。 


Web Image Monitor の トツプぺージを表示 
ずる 

Web Image Monitor の表示方法とトツプぺージの説明です。 

〇 重要 ） 

• IPv 4 アドレスを入力するときは、各セグメントの先頭につく「0」は入力しないでく 
ださい。たとえば「192.1 68.001.01 Oj のときは、「192.168.1.10」と入力します。 
「192.168.001.010」と入力すると、本機に接続できません。 


1. Web ブラウザーを起動しまず。 

2| Web ブラウザーのアドレスバーに 「 http :// (本機の IP アドレス）もしくは 
(ホスト名） / j と入力し、本機にアクセスしまず。 

Web Image Monitor のトツプぺージが表示されます。 

DNS サーバ ー 、 WINS サーバーを使用し、本機のホスト名が設定されているときは、 
ホスト名を入力できます。 

サーパ'-証明を発行し 、 SSL (暗号化通信）の設定をしているときは、 「 https :// (本機 
の IP アドレス）もしくは（ホスト名）/」と入力します。 

Web Imaae Monitor は、フレーム機能によって次のエリアに分割表示されます。 



1. メニューエリア 

メニュー項目を選択すると、選択した内容が表示されます。 



























8. Web Image Monitor 


2. ヘッダーエリア 

ヘルプ、バージョン情報や、キーワード検索用のボタンが表示されます。 

また、ゲストモードと管理者モードを切り替えるために[ログイン]または[ログアウト]が 
表示されます。 

3. 更新/ヘルプ 

画廣新の情報に更新）：画[最新の情報に更新]をクリックすると、ワークエリア内の情報が 
更新されます。なお、 Web ブラウザー画面全体を更新したいときは、ブラウザーの[更新]を 
クリックしてください。 

③(ヘルス：ヘルプファイルを閲覧したり、ダウンロードしたりすることができます。 

4. 基本情報エリア 

本機の基本情報が表示されます。 

5. ワークエリア 

トップページでは、現在の機器の状態を表示します。 

また、メニューエリアで選択された項目の内容を表示します。 



Web Image Monitor からフアクス蓄積受信文書を確認する 


Web Image Monitor からファクス蓄積受信 
文書を確認ずる 

1 1 Web Image Monitor を起動しまず。 

2|左フレームの[文書操作]メニューから[ファクス蓄積受信文書]をクリッ 
クしまず。 

3. 本機で蓄積受信文書ユーザーコードを設定しているときは、本機に登録して 
いる蓄積受信文書ユーザーコードを入力したあと、 [0 K ] をクリックしまず。 

アドレス帳で設定した ユー ザーコードが消去されたときは、「入力した ユー ザーコー 
ドが間違っています。」と表示されます。[蓄積受信文書ユーザー設定]で設定し直し 
てください。 

4. 確認ずる文書のプロパティアイコン圖をクリックしまず。 

5. 受信した文書の内容を確認しまず。 

6|受信文書をダウンロードずるときは、に DF ]、 に DF / A ] または[マルチぺ一 
ジ： TIFF ] を選択して[ダウンロード]をクリックしまず。 

[ PDF ] を選択したときは、[ダウンロード]をクリックする前に、必要に応じて 「PDF 
ファイルセキュリティ設定」を設定します 。 Adobe Acrobat Reader/Adobe Reader が 
起動して、文書が表示されます。 

7. Web ブラウザーを終了しまず。 





8. Web Image Monitor 



9. 用紙とトナーを補給ずる 

給紙トレイや給紙テーブルに用紙をセツトする方法、各トレイに使用できる用紙サイズと 
種類、トナーがなくなったときの補給方法について説明します。 


用紙をセツトずるときの注意事項 


A ミ主意 


公 


•用紙（記録紙）を交換するときは、指を挟んだり、けがをしないよラ 
にを意してください。 


A ミち意 



• 1段給紙テーブルまたは2段給紙テーブルを接続している状態で、用 
紙を交換したり補給したりするときや、紙づまりを取り除くときは、 
一度に複数のトレイを開けないでください。本体上部を無理に押す 
などの力力巧□わると、機械が倒れるおそれがあり、けがの原因になり 
ます。 


G 重要 ) 

• 用紙は、給紙トレイ内に示された上限表示を超えないようにセットしてください。 
か甫足 ） 

• 複数枚の用紙が重なったまま一度に送られないように、用紙をパラパラとほぐしてか 
らセットしてください。 

• トレイに少量の用紙が残っている状態で用紙を補給すると、用紙が重なって送られる 
ことがあります。トレイ内の用紙を一度取り出して、補給する用紙とともに、パラパ 
ラとほぐしてからセットし直してください。 

• 力ールしている用紙、そりのある用紙は直してからセットしてください。 

•セットできる用紙サイズ、種類は P .149 「セットできる用紙サイズ、種類」を参照し 
てください。 

• まれに用紙のこすれによる異音が発生することがありますが、本機の故障ではありま 
せん。 









9 .用紙とトナーを補給する 


給紙トレイに用紙をセットずる 

用紙のセット方法は各トレイとも同じです。ここでは、トレイ J に用紙をセットする方法 
を例に説明します。 

〇 重要 ） 

• 給紙トレイを戻ずときに勢いよく押し込むと、トレイのサイドフ X ンスの位置がずれ 
ることがありまず。 

• 用紙の先端が右側にそろっていることを確認してください。 

•セットした用紙の枚数が少ないときは、サイドフェンスを寄せずぎないでください。 
サイドフェンスを寄せずぎると、用紙の端が折れることや、用紙がつまることがあり 
まず。 


1|給紙トレイから用紙が給紙されていないことを確認し、給紙トレイをゆつく 
りと引き出しまず。 
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2. 解除レバーを押しながらエンドフェンスを広げまず。 



3|印刷ずる面を上にして、用紙をそろえてセットしまず。 

上限表示を超えないようにしてください。 















給紙トレイに用紙をセツトする 



ん解除レバーを押しながら、エンドフェンスをセットした用紙サイズに合わせ 
まず。 



5. 給紙トレイをゆっくりと奥まで押し込みまず。 

〇 補足 ） 

•各給紙トレイには、サイドフェンスやエンドフェンスの位置を変更して、いろいろな 
サイズの用紙をセットできます。用紙サイズを変更するときは、『用紙の仕様とセッ 
卜方法』の「給紙トレイの用紙サイズを変更する」を参照してください。 














9 .用紙とトナーを補給する 


手差しトレイに用紙をセットずる 

給紙トレイにセットできないサイズの用紙や、はがき、 OHP フイルム、ラベル紙（八クリ 
紙）などをセットできます。 

〇 重要 ） 

•手差しトレイにセットできる枚数は用紙の種類によって異なります。用紙は、上限表 
示を超えないようにセットしてください。上限を超えてセットずると、斜めに印刷さ 
れたり、用紙がつまったりする原因となります。用紙種類ごとのセットできる上限枚 
数については、 P .149 「セットできる用紙サイズ、種類 J を参照してください。 


1|手差しトレイを開きまず。 



2|印刷ずる面を下にし、「ピッ J といラブザー音が鳴るまで用紙を軽く差し込み 
まず。 

3. 用紙ガイド板を用紙サイズに合わせまず。 

用紙ガイド板が用紙サイズに合っていないと、斜めに印刷されることや、用紙がつま 
ることがあります。 
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Q 補足 ） 

• 手差しトレイにセットするときは、なるべく口方向にセットしてください。 

• 用紙の種類によっては手差しトレイに用紙をセットしても、用紙がセットされた表示 
にならないことがあります。そのときは用紙をセットし直してください。 






















手差しトレイに用紙をセツトする 


• A 4 口仪上のサイズの用紙をセットするときは、延長トレイを引き出してください。 

• 厚紙や OHP フィルムなどをセットするときは、用紙サイズと用紙種類を設定してく 
ださい。 

. レターへッド紙をセットするときは、セット方向にを意してください。詳しくは、 
P .146 「天地の向き•表裏のある用紙（レターヘッド紙)」を参照してください。 

•手差しトレイには、封筒やはがきをセットできます。セットするときは、正しい向き 
でセットしてください。詳しくは、 P .154 「封筒」、 P .156 「はがき」を参照してくだ 
さい。 

• 自動的に読み取れないサイズの用紙をセットするときは、用紙のサイズを指定してく 
ださい。手差しトレイで自動的に読み取れるサイズは、 P .149 「セットできる用紙サ 
イズ、種類」を参照してください。用紙のサイズを指定する方法は、 P .141 「プリン 
夕一機能で手差しトレイを使用する」、または『コピ ー/ ドキュメントボックス』の 
「手差しトレイからコピーする」を参照してください。 

•手差しトレイを使用してコピーするときは、『コピ ー/ ドキュメントボックス』®「手 
差しトレイからコピーする」を参照してください。パソコンから印刷するときは、 
P .141 「プリンター機能で手差しトレイを使用する」を参照してください。 

• [基本設定]の[ブザー音]を [ OFF ] にすると、手差しトレイに用紙を差し込んだ 
ときに「ピッ」というブザー音が鳴りません。詳しくは、『ネットワークの接続/シス 
テム初期設定』の「システム初期設定」を参照してください。 


プリンター機能で手差しトレイを使用ずる 


G 重要 ) 

• [プリンター初期設定]の[システム設定]の[トレイ設定選択]で、[手差しトレ 
イ]を[機器側設定優先]に設定すると、プリンタードライバーでの設定よりも、本 
機の操作部での設定が優先されます。詳しくは、『プリンター』の「システム設定 J 
を参照してください。 

•工場出荷時、[トレイ設定選択]の[手差しトレイ]は[ドライバー/コマンド優先] 
に設定されています。 

か 補足 ） 

• ここで設定した内容は、次に設定し直すまで有効です。 

•パソコンから印刷する方法は、『プリンター』の「印刷する」を参照してください。 

•工場出荷時、[用紙設定]の[プリンター手差し用紙サイズ]は[自動検知]に設定 
されています。 







9 .用紙とトナーを補給する 


定形の用紙サイズを設定ずる 
1. [初期設定]キーを押しまず。 



2. [用紙設定]を押しまず。 

3| [▼] を押しまず。 

ん[プリンター手差し用紙サイズ]を押しまず。 
5|用紙サイズを選択しまず。 


プリンター手差し用紙ヴイブ I 取消 II 設定 I 


項目を選択し、[設定]を巧してくださし、。 


[ 自動検が B 

A 3 D I B 4 D I 

1/5 

I A 4 口 I 

A 4 D I B 5 D I 


B 5 D I 

A 5 [P I A 5 口 I 

▼ 





I 不定腳パ指定 I 



6. [設定]を押しまず。 

7. [初期設定]キーを押しまず。 






















































手差しトレイに用紙をセツトする 


不定形の用紙サイズを設定ずる 


1. [初期設定]キーを押しまず。 



CSP003 


2. [用紙設定]を押しまず。 

3| [▼] を押しまず。 

ん[プリンター手差し用紙サイズ]を押しまず。 

5. [不定形サイズ指定]を押しまず。 

不定形サイズがすでに設定されているときは、[変更]を押します。 


6. [タテ]を押しまず。 

7|テンキーで「タテ J の寸法を入力し、 [#] を押しまず。 


不定巧サィブ指定 I 胁肖 ] [設定 ( 

ヴイブをテンキーで入力し毎)キーを巧してください。 



レ タテ 

297.0 mm | 

<90.0-505. 0> 


210.0 mm | 


<148. 0-600. 0> 


I クリア I @ 


8. [ヨコ]を押しまず。 

9|テンキーで「ヨコ J の寸法を入力し、 [#] を押しまず。 

10. [設定]を2回押しまず。 

11. [初期設定]キーを押しまず。 


用紙種類に厚紙、薄紙、 OHP フィルムを設定ずる 

■ 

〇 重要 ） 

• OHP フィルムに印刷するときは、必ず A 4 口をセットし、用紙サイズを選択してくだ 
さい。 















































9 .用紙とトナーを補給する 


• OHP フイルムは印刷面が決まっています。印刷面を確認してセツトしてください。 

• OHP フイルムに印刷ずるときは、印刷された OHP フイルムを1枚ずつ取り除いてく 
ださい。 

1. [初期設定]キーを押しまず。 



2. [用紙設定]を押しまず。 

3| [▼] を押しまず。 

ん[プリンター手差し用紙サイズ]を押し、用紙サイズを設定しまず。 

5. [設定]を押しまず。 

6. [用紙種類設定：手差しトレイ]を押しまず。 

7. [用紙種類]を押しまず。 

もセットずる用紙の種類に応じて、適切な用紙種類を選択しまず。 
•厚紙をセットするときは、[厚紙]を押します。 

•蓮紙をセットするときは、[蓮紙]を押します。 

• OHP フイルムをセットするときは、 [ OHP ] を押します。 



9. [設定]を押しまず。 

OHP フィルムに印刷するときは、手順11に進みます。 

1〇1厚紙や薄紙に印刷ずるときは、[用紙厚さ]に設定した用紙の厚さが表示され 
ていることを確認しまず。 


















































手差しトレイに用紙をセツトする 


11. [初期設定]キーを押しまず。 

〇 補足 ） 

•紙厚の用紙設定については、『ネットワークの接続/システム初期設定』®「システム 
初期設定」を参照してください。 





9 .用紙とトナーを補給する 


天地の向き-表裏のある用紙（レターヘッド 
紙） 

レターヘッド紙やビジネス用便寞など、天地の向きや表裏がある用紙は、正しく印刷され 
ないことがあります。使用する機能に合わせて、初期設定を変更してください。また、原 
稿と用紙を正しくセットしてください。 

初期設定の設定 

[用紙設定]で使用する給紙トレイの[用紙種類設定]を[レターヘッド]に設定し 
てください。 

• コピー機能を使用するとき 

[コピー/ドキュメントボックス初期設定]の[周辺設定]で、[レターヘッド紙使 
用設定]を[使用する]に設定してください。 

• プリンター機能を使用するとき 

[プリンター初期設定]の[システム設定]で、[レターヘッド紙使用設定]を 
[使用する（自動判定)]または[使用する（常時)]に設定してください。 

[レターヘッド紙使用設定]については、『コピ ー/ ドキュメントボックス』の「コ 
ピー/ドキュメントボックス初期設定」、または『プリンター』の「システム設定」を 
参照してください。 

原稿と用紙のセット方向 

使用しているアイコンの意味は次のとおりです。 


アイコン 

意味 


R 


読み取る面、印刷する面を上にセットしてください。 


后1 
ぶ]」 

ご rrrrrrrrri 
。 


読み取る面、印刷する面を下にセットしてください。 


• 原稿のセツト方法 



























天地の向き-表裏のある用紙（レターへッド紙) 



• 用紙のセット方法 

• コピー機能を使用するとき 

原稿を自動原稿送り装置 ( ADF ) にセットして天地の向きが決まった用紙に 
コピーするときは、用紙サイズを指定してください。 


印刷面 

給紙トレイ 

手差しトレイ 

片面時 


国 






1 



:] i 


両面時 




両面 コピーは できません。 


*1 原稿を自動原稿送り装置 ( ADF ) にセットして、手差しトレイの用紙サイズを 
設定しないでコピーすると、画像の天地が逆にコピーされます。正しくコピー 
するには、用紙の天地を入れ替えてセットするか、用紙サイズを指定してくだ 
さい。 

• プリンター機能を使用するとき 


印刷面 給紙トレイ 手差しトレイ 

片面時 1=- 1=5 






































































































9 .用紙とトナーを補給する 


印刷面 

給紙トレイ 

手差しトレイ 

両面時 




両面印刷はできません。 


Q 補足 ） 

• コピー機能を使用するとき 

•両面コピーの方法は、 P .63 「両面にコピーする」を参照してください。 

• プリンター機能を使用するとき 

.[レターヘッド紙印刷設定]を[使用する（自動判定)]に設定すると、プリン 
タードライバーの用紙種類が[レターヘッド付き用紙]のときにレターヘッド紙 
として印刷します。 

• 印刷の途中で片面印刷から両面印刷になったときは、1部目と2部目が降で片面 
印刷の印刷面が異なることがあります。印刷面を同一にするには、片面印刷の 
ページと両面印刷のページで給紙するトレイを分けて、片面印刷用の用紙を給紙 
するトレイは両面印刷不可の設定をしてください。 

•両面印刷の方法は、『プリンター』の「用紙の両面に印刷する」を参照してくだ 
さし、。 
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セツトできる用紙サイズ、種類 


セットできる用紙サイズ、種類 

各トレイにセットできる用紙の種類、サイズ、枚数について説明します。 

〇 重要 ) 

• 湿気や乾燥によってそっている用紙を使用すると、用紙がつまることがあります。 

•インクジェット専用紙、ジェルジェット専用紙はセットしないでください。故障の原 
因となります。 

• OHP フイルムをセットするときは、表裏を誤らないようにを意してください。故障の 
原因となります。 

RICOH MP 1601シリーズのトレイ1〜2 、 RICOH MP 1301シリーズのトレイ1 


セツトできる種類 

セツトできる用紙サイズ 

セツトできる枚数 

普通上質紙 

• 自動検知される用紙サイズ： 

290枚 

普通紙〜中厚口 

A3 口、 A4 ロロ、 A5 口、 B4 口、目5ロロ、 


60〜 105g/m2 

8V2XII 口 


(52 〜 90kg) 

• 初期設定で用紙サイズの設定が必 
要： 

11x17 口、 8V2XI4 口、 8V2XI3 口、 
8V2XII 口、 8V4XI4 口、 8V4XI3 口、 
8x1 3口、 8XIOV2 ロロ、 8x10 ロロ、 
7V4XIOV2 ロロ、 5V2X8V2 口、 8K 口、 
16KD 口、 11x15 口、 11x14 口、 10X 
15 口、 10x14 口 
• 不定形サイズ * J : 

タテ：182.0〜297.0 mm、 ヨコ：152.0 
〜432.0 mm 



*1 タテの長さが 279mm を超える用紙をセットするときは、ヨコの長さが 420mm が下の用 
紙を使用してください。 









9 .用紙とトナーを補給する 


1段給紙テーブル、2段給紙テーブル 


セツトできる種類 

セツトできる用紙サイズ 

セツトできる枚数 

普通上質紙 

• 自動検知される用紙サイズ： 

570 枚 

普通紙〜中厚口 

A 3 口、 A 4 ロロ、 A 5 口、 B 4 口、 目 5ロロ、 


60〜105 g / m 2 

8V2XII11 ? 


(52 〜 90 kg ) 

• 初期設定で用紙サイズの設定が必 
要： 

A 5 口、 目 6口、 11 x 1 7口、 8V2XI4 口、 
8V2XI3 口、 8V2XII 口、 8V4XI4 口、 
8V4XI3 口、 8xn 口、 8XIOV2 ロロ、 
8 xW ロロ、 7V4XIOV2 ロロ、 が/ 2X8V2 
口、 8K 口、 燃 D 口、 り X 15口、11 X 
14 口、 10 x 15 口、 10 x 14 口 
• 不定形サイズ* J : 

タテ：182.0〜297.0 mm 、 ヨコ：148.0 
〜432.0 mm 



*1 タテの長さが 279 mm を超える用紙をセツトするときは、ヨコの長さが 420 mm が下の用 
紙を使用してください。 

手差しトレイ 


セツトできる種類 

セツトできる用紙サイズ 

セツトできる枚数 

薄紙、普通上質紙、厚紙 
薄紙〜厚紙 

52〜 162 g / m 2 
(45 〜 139 kg ) 

• 自動検知される用紙サイズ： 

A 3 口、 A 4 ロロ、 A 5 ロロ、 B 4 口、 B 5 口 

C ?、 B611 ? 

• 用紙サイズの設定が必要*^: 

A6 口、 11 x 1 7 口、 8V2XI4 口、 8V2XI3 
口、 8V2XII ロロ、 8V4XI4 口、 8V4XI3 
口、 8 x 1 3 口、 8 x 1 0^2ロロ、 8 x 10 口 
口、 7V4XIOV2 ロロ、 5V2X8V2 ロロ、 

8K 口、 16 K ロロ、 12 x 1 8 口、 11 x 15 口、 
11 x 14 口、 10 x 15 口、 10 x 14 口 
• 不定形サイズつ、つ： 

タテ90.0〜305.0 mm 、 3コ148.0〜 
600.0 mm 

普通紙： 110 枚 
薄紙、厚紙：^ 

トレーシングぺーノく一 
(第二原図用紙） 

A 3 口、 A 4 口、目 4 口、 B 5 口 

W0 枚 

OHP フイルム 

A 4 口 

10 枚 

はがき 

自動検知される用紙サイズ：郵便八ガキ 
口、往復八ガキロ 

40枚 

封筒 

自動検知される用紙サイズ：洋形 2 号封 
筒口、長形3号封筒口、長形4号封筒口、 
洋長3号封筒口、洋形4号封筒口、角形2 

ち■王寸同口 

*5 















セツトできる用紙サイズ、種類 


セツトできる種類 

セツトできる用紙サイズ 

セツトできる枚数 

ラベル紙（八クリ紙） 

A 4 口、目4口 

1枚 


*1 用紙サイズを選択してください。コピー機能を使用するときは、『コピー/ドキュメント 
ボックス』©「手差しトレイから定形サイズの用紙にコピーする」を参照してくださし、。 
プリンター機能を使用するときは、 P .142 「定形の用紙サイズを設定する」を参照してく 
ださい。 

*2 用紙サイズを入力してください。コピー機能を使用するときは、 P .72 「手差しトレイから 
不定形サイズの用紙にコピーする」を参照してください。プリンター機能を使用するとき 
は、 P .143 「不定形の用紙サイズを設定する」を参照してください。 

*3 ヨコの長さが 433 mm が上の用紙をセットするときは、タテの長さが 297 mm が下の用紙 
を使用してください。ただし、ヨコの長さが 433 mm が上の用紙を使用すると、しわがで 
きたり、用紙が送られなかったり、紙づまりが起きたりすることがあります。 

M 厚紙や薄紙は、上限表示を超えないようにセットしてください。紙厚や用紙の状態によ 
り、セットできる枚数は異なります。 

*5 封筒を手差しトレイに置いて手を離した状態で、上限表示を超えない枚数をセットしてく 
ださい。 

用紙厚さについて 

用紙厚さの定義は、が下のとおりです。 


用紙厚さ 

最ル用紙紙厚 

最大用紙紙厚 

薄紙 >2 

52 g / m 2 (45 kg ) 

59 g / m 2 (51 kg ) 

普通紙1 

60 g / m 2 (52 kg ) 

74 g / m 2 (63 kg ) 

普通紙2 

75 g / m 2 (64 kg ) 

81 g / m 2 (70 kg ) 

中厚口 

82 g / m 2 (70 kg ) 

105 g / m 2 (90 kg ) 

厚紙 

106 g / m 2 (91 kg ) 

162 g / m 2 (139 kg ) 


*1 最小用紙紙厚または最大用紙紙厚に近い厚さの用紙を使用すると、印刷結果が不適切にな 
ることがあります。そのときは、用紙厚さを薄めまたは厚めの設定に切り替えて印刷して 
ください。 

*2 薄紙を使用するとき、用紙の種類によっては、用紙の端が折れることや用紙がつまること 
があります。 

[普通紙1]、[普通紙 2] について 

[用紙設定]で各トレイの用紙種類設定を[普通紙]に設定したときの工場出荷時の 
設定は[普通紙 1] です。 

紙厚が75〜 81g/m2 (64 〜 70kg) の用紙をセットするときは、[調整/管理]の[普通 
紙設定]で[普通紙 2] を使用するトレイに設定してください。 

設定方法は、『用紙の仕様とセット方法』®「普通紙設定」を参照してください。 















9 .用紙とトナーを補給する 


[特殊紙]について 

用紙の用途に合わせて条件を設定できます。 

利用するときは、あらかじめサービス実施店に連絡してください。 

か甫足 ） 

• 次のよラな用紙を使用すると用紙をさばく音が発生することがありますが、品質には 
影響ありません。 

• ツルツルすベる用紙 
• OHP フイルム 


• トレーシングぺーパー(第二原図用紙) 


• 郵便はがき 


•普通上質紙のセット枚数は、「マイペーパー」を使用したときのものです。 

•用紙をセットするときは、上限表示を超えないようにしてください。紙厚や用紙の状 
態により、セットできる枚数は異なります。 

•用紙が重なって送られるときは、用紙をさばいてセットするか、手差しトレイに1枚 
ずつセットしてください。 

• 用紙はできるだけ当社製品を使用してください。用紙の厚さが適当であれば市販さ 
れているものを使用できます。「マイペーパー」程度のものが最適です。 

• カールやそりがあるときは矯正してからセットしてください。 

• 用紙のサイズや種類によっては、印刷速度が遅くなることがあります。 

•厚紙 （106 〜 162g/m2 (91 〜 139kg)) をセットするときは、 P.153 「厚紙」を参照して 
ください。 

•封筒をセットするときは、 P.154 「封筒」を参照してください。 

•はがきをセットするときは、 P.156 「はがき」を参照してください。 

. レターへッド紙を使用するときは、機能によって用紙のセット方向や向きが異なりま 
す。詳しくは、 P.146 「天地の向き•表裏のある用紙（レターヘッド紙)」を参照して 
ください。 

•同じサイズ、同じ種類の用紙力 《 複数の給紙トレイにセットされていると、コピー中に 
用紙がなくなったとき、手差しトレイが外の給紙トレイから自動的に続けて給紙でき 
ます。これを「リミットレス給紙」といいます。大量にコピーするときでも、用紙補 
給でコピーが中断されません。給紙トレイの用紙種類は、[用紙種類設定：トレイ 1] 
〜[用紙種類設定：トレイ 4] で設定できます。『ネットワークの接続/システム初期 
設定』®「システム初期設定」を参照してください。「リミットレス給紙」について 
は、『コピ ー/ ドキュメントボックス』®「基本コピー設定」を参照してください。 

•ラベル紙（八クリ紙）をセットするとき 

•ラベル紙（八クリ紙）のセット枚数は「リコー PPC 用紙タイプ SA」 を使用した 
ときのものです。 





セツトできる用紙サイズ、種類 


• ラベル紙（八クリ紙）は当社製品をお勧めします。指定が外の用紙を使用したと 
きは、正常な動作および品質の保証ができません。 

• なるべく J 枚ずつセットしてください。 

• [手差し]を押し、「手差し用紙設定」画面で[用紙種類]を押したあと[厚紙] 
を選択してください。 

• OHP フィルムをセットするとき 

• なるべく J 枚ずつセットしてください。 

• OHP フィルムは当社製品をお勧めします。指定が外の用紙を使用したときは、正 
常な動作および品質の保証ができません。 

• OHP フィルムにコピーするときは、『コピ ー/ ドキュメントボックス』の 「OHP 
フィルムにコピーする」を参照してください。 

•パソコンから OHP フィルムに印刷するときは、 P .143 「用紙種類に厚紙、薄紙、 
OHP フィルムを設定する」を参照してください。 

• さばいてからセットしてください。トレイにセットしたまま放置すると、密着し 
て用紙送りを妨げる原因になります。 

• 出てきた出力紙は1枚ずつ取り除いてください。 

• トレーシングぺーパー(第二原図用紙）をセットするとき 

• なるべく J 枚ずつセットしてください。 

• トレーシングペーパー(第二原図用紙）のセット枚数は、「リコー PPC 用紙タイ 
プ TA 」 を使用したときのものです。 


• トレーシングペーパー（第二原図用紙）は、縦目通紙で使用してください。用紙 
には繊維の流れる方向（すき目）によって、縦目 （ T 目）と横目（丫目）があり 
ます。用紙は推奨すき目にしたがってセットします。 

• 湿気を吸うとカールしやすいため、カールが大きいときは矯正してからセットし 
てください。 


厚紙 

厚紙をセットするときの推奨条件について説明します。 

紙厚が106〜 162 g / m 2 (91 〜 139 kg ) の用紙をセットするときは、が下の推奨条件で使用し 
てください。推奨条件が外で使用すると、紙づまりの原因になることや印刷品質に影響が 
出ることがあります。 

• 表面が滑らかな厚紙を使用するときは、 EP 刷のたびに用紙をさばいてからセットして 
ください。紙づまりが発生することや用紙が重なって送られることがあります。用 
紙をさばいてからセットしても用紙が正しく送られないときは、 J 枚ずつ用紙をセッ 
卜してください。 




9 .用紙とトナーを補給する 


•用紙には繊維の流れる方向（すき目）によって、縦目 （ T 目）と横目（丫目）があり 
ます。用紙のすき目にしたがって次のようにセツトしてください。 


用紙のすき目 

手差しトレイ 


III 



II 










< > 



Tm 

I 



— 




Q 補足 ） 

•[用紙設定]で手差しトレイの用紙種類に[厚紙]を設定してください。 

• 推奨条件で使用したときでも、用紙によっては正常な動作および品質の保証ができな 
いことがあります。 

•用紙に縦すじ（折れ癖）力巧立つことがあります。 

• 印刷後の力ールが大きいことがあります。そのときは矯正してください。 


封筒 

封筒をセットするときの推奨条件について説明します。 

〇 重要 ） 

• 窓付き封筒は使用しないでください。 

•のり付き封筒は、のりで封筒同±が貼りつくことがあります。さばいてからセットし 
てください。封筒同±が貼りつくときは、1枚ずつセットしてください。 

•封筒のフラップ（ふた）の長さや形状によっては紙づまりが起こることがあります。 

•封筒のフラップ（ふた）を開いてセットするときは、用紙が正しく送られるように、 
封筒のフラップ（ふた）を完全に開いた状態でセットしてください。 

• 封筒を押さえて中の空気を抜き、四辺の折り目をしっかりと押さえてからセットして 
ください。また封筒がそっているときや曲がっているときは、鉛筆や定規でしごいて 
まっすぐに直してからセットしてください。 

• 封筒は上限表示を超えないようにセットしてください。無理に多めの枚数をセット 
すると、紙づまりの原因になります。 

コピー機能を使用ずるとき 

封筒の形やセットする向きによって、原稿ガラスやトレイにセットする方法が異なり 
ます。封筒にコピーするときは、次のようにセットしてください。 






































セツトできる用紙サイズ、種類 


封筒をセットずる方法 


封筒の種類と向き 原稿ガラス 手差しトレイ 


角形/長形封筒 




•フラップ：開く 
• 封筒の下辺：左側 
• 読み取り面：下 


洋形/洋長形封筒 

/ \ 



• フラップ：開く 
• 封筒の下辺：左側 
• 印刷面：下 



• フラップ：閉じる 
• 封筒の下辺：手前側 
• 読み取り面：下 


• フラップ：閉じる 
• 封筒の下辺：手前側 
• 印刷面：下 


封筒をセットしたあと、用紙のサイズと種類を設定してください。 P .74 「封筒にコ 
ピーする」を参照してください。 

プリンター機能を使用ずるとき 

封筒の形やセットする向きによって、トレイにセットする方法が異なります。封筒に 
EP 刷するときは、次のようにセットしてください。 


封筒をセツトずる方法 


封筒の種類と向き 
角形/長形封筒 


手差しトレイ 



•フラップ：開く 
• 封筒の下辺：左側 
• 印刷面：下 
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封筒の種類と向き 

手差しトレイ 

洋形/洋長形封筒 

/ \ 




广 / 

牛 


•フラップ：閉じる 
• 封筒の下辺：手前側 
• 印刷面：下 


封筒をセットしたあと、プリンタードライバーと操作部の両方で、用紙の種類を「封 
筒」に設定してください。また、用紙の厚さを設定してください。『プリンター』の 
「はがき、封筒に印刷する」を参照してください。 

使用できる封筒 

使用できる封筒については、リコーホームぺージ ( http :// www . ricoh . co . jp ) を確認す 
るか、販売店-サービス実施店に問い合わせてください。 

セットできる封筒サイズについて、詳しくは、 P .149 「セットできる用紙サイズ、種 
類」を参照してください。 

か 補足 ） 

•—度にセットする封筒は、同じサイズ、同じ用紙種類の封筒にしてください。 

• 出力品質を保つため、上下左右の余白はそれぞれ 10 mm が上になるようにしてくださ 
い0 

• 周囲と異なる厚みの部分があると、均一に印刷できないことがあります。2、3枚通紙 
して、印刷結果を確認してください。 

•印刷後、封筒が大きく力ールしたときは、しごいて直してください。 

• 湿気を吸った封筒は使用しないでください。 

• 室温が高いところや湿気の多いところで印刷すると、うまく印刷されないことや封筒 
にしねができることがあります。 

•推奨封筒または推奨封筒が外を使用しても、環境によってはしわが発生するなど、正 
しく EP 刷されないことがあります。 

•場合によっては、封筒の長辺の端に細かいしわができて排紙されたり、裏面が巧れて 
排紙されたり、ぼやけて印刷されたりします。また黒くベタ刷りするときに、封筒の 
用紙が重なりあっている部分にすじが入ることがあります。 


はがき 


はがきをセツトするときの推奨条件について説明します。 





























セツトできる用紙サイズ、種類 


0 重要 ) 

• 市販のはがきをセットできまず。 

• 往復はがきは折り目のないものを使用してください。 

•用紙がカールしていると、紙づまりの原因になったり、印刷品質に影響が出たりしま 
す。カールを直してから用紙をセットしてください。 

• はがきをセツトずるときは、パラパラとほぐしてから端をそろえてください。 



コピー機能を使用ずるとき 

はがきの種類と向きによって、原稿ガラスやトレイにセツトする方法が異なります。 
はがきにコピーするときは、次のようにセツトしてください。 


はがきをセットずる方法 


はがきの種類と向き 


郵便はがき 



原稿ガラス 


手差しトレイ 



• はがきの下辺：右側 
• 読み取り面：下 


往復はがき 



• はがきの下辺：右側 
• 印刷面：下 



• はがきの下辺：手前側 
• 読み取り面：下 


• はがきの下辺：手前側 
• 印刷面：下 


はがきをセットしたあと、用紙のサイズと種類を設定してください。 P .73 「はがきに 
コピーする」を参照してください。 
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プリンター機能を使用ずるとき 

はがきの種類と向きによって、トレイにセットする方法が異なります。はがきに印刷 
するときは、次のようにセットしてください。 


はがきをセットずる方法 


はがきの種類と向き 


郵便はがき 



手差しトレイ 


往復はがき 



• はがきの下辺：左側 
• 印刷面：下 



• はがきの下辺：手前側 
• 印刷面：下 


はがきをセットしたあと、用紙のサイズと種類を設定してください。『プリンター』 
の「はがき、封筒に印刷する」を参照してください。 

〇 補足 ） 

•はがきの用紙の厚さは[厚紙]をお勧めします。使用するはがきの用紙厚さに合わせ 
て設定を変更してください。それぞれの設定の用紙厚さについては、 P .149 「セット 
できる用紙サイズ、種類」を参照してください。 

• なるべく J 枚ずつセットしてください。 









































トナーを補給する 


トナーを補給ずる 

トナーを補給するときにを意してほしいこと、トナーがなくなったときの送信、使用済み 
トナーの廃棄のしかたを説明します。 

A 警告 



• トナー(使用済みトナーを含む）、トナーの入った容器、およびトナー 
の付着した部品を火中に投入しないでください。 トナー粉がはねて、 
やけどの原因になります。 


A 警告 


0 


• トナー(使用済みトナーを含む）または、トナーの入った容器は、火 
気のある場所に保管しないでください。引火して、やけどや火災の原 
因になります。 


A 警告 


0 


•こぼれたトナー（使用済みトナーを含む）を掃除機で吸引しないでく 
ださい。吸引されたトナーが掃除機内部の電気接点の火花などにより 
発火や爆発の原因になります。ただし、トナー対応の業務用掃除機は 
使用可能です。トナーをこぼしたときは、トナーを飛散させないよう 
に、水で湿らせた布などで拭きとってください。 


A ミち意 


i 

> • トナー（使用済みトナーを含む）、トナーの入った容器、およびトナー 

m の付着した部品は子供の手の届かないところに保管してください。子 

^ 供が誤ってトナーを飲み込んだときは、直ちに医師の診断を受けてく 

ださい。 

么ミち意 

i 

> •トナー（使用済みトナーを含む）を吸い込んだときは、多量の水でう 
m がいをし、空気の新鮮な場所に移動してください。必要に応じて医師 
^ の診断を受けてください。 

么を意 

i 

> •トナー（使用済みトナーを含む）が目に入ったときは、直ちに大量の 

m 水で洗浄してください。必要に応じて医師の診断を受けてください。 
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么を意 

i 

> •トナー（使用済みトナーを含む）を飲み込んだときは、胃の内容物を 
m 大量の水で希釈してください。必要に応じて医師の診断を受けてくだ 
'さぃ。 

么ミち意 


V •紙づまりを取り除くときやトナー（使用済みトナーを含む）を補給ま 

m たは交換するときは、トナーで手などをミちさないようにを意してくだ 

^ さい。トナーが手などの皮膚についたときは、石験水でよく洗い流し 

てください。 

么ミち意 


V •紙づまりを取り除くときやトナー（使用済みトナーを含む）を補給ま 

■ た は交換するときは、トナーで衣服などを巧さないようにを意してく 

^ ださい。衣服についたときは、冷水で洗い流してください。温水で洗 

ラなど加熱するとトナーが布に染み付き、汚れが取れなくなることが 
あります。 

么ま意 

i 

V トナーの入った容器を無理に開けたり、強く握ったり、つぶしたりし 
m ないでください。トナーが飛び散ると、トナーを吸い込んだり、衣服、 
> 手、床などを巧す原因になります。 


G 重要 ) 

• 操作部にトナーの交換を促ずメッセージが表示されてから、トナーを交換してくださ 
い。 

•異なるタイプのトナーを使用ずると、故障の原因になります。 

• トナーを補給するときは電源を切らないでください。トナーを補給するときに電源 
を切ると、設定した内容が取り消され、印刷を再開できません。 

• トナーは、高温多湿、および直射日光をさけて 35° CJ ^ 乂下の環境を目安に保管してくだ 
さい。 

• トナーは平らなところに置いてください。 

•トナーカートリッジを取り外したあと、トナーカートリッジの口を下に向けたまま振 
らないでください。残ったトナーが飛散することがあります。 

• トナーカートリッジを何度も抜き差ししないでください。トナーが漏れることがあ 
ります。 


トナーを補給するときは、操作部に表示される手順に従ってくださし、。 









トナーを補給する 


Q 補足 ） 

•「トナーがもうすぐなくなります。」が表示されると、もうすぐトナーがなくなりま 
す。交換用のトナーを用意してください。 

•トナー残量が多いにもかかわらず山が表示されるときは、画面に表示されるトナー交 
換手順にしたがって一旦トナーカートリッジを引き出したあと、そのまま再セットし 
てください。 

•「曲トナーがもうすぐなくなります。」と「トナーを補給してください。」が交互に表 
示されてから、約50枚印刷できますが、かすれて印刷されることがありますので早 
めに交換してください。 

•「曲トナー補給」の画面では、交換に必要なトナー名称と交換手順が確認できます。 

-[状態確認]キーを押すと消耗品発を先の電話番号が確認できます。『保守/仕様』の 
「問い合わせ情報」を参照してください。 


トナーがなくなったときの送信 


本機はトナーがなくなり曲が表示されているときも、ファクス機能やスキャナー機能で 
データを巧 信できます。 

〇 重要 ） 

• トナーがない状態で通信した数と、自動で出力される通信管理レポートに記載されて 
いない通信の数の合計が200通信を超えると、通信ができなくなりまず。トナーは早 
めに補給してください。 



操作部左上の[ホーム]キーを押して、ホーム画面上の[ファクス]アイコ 
ンまたは[スキャナー]アイコンを押しまず。 



2. [確認]を押して、送信の操作をしまず。 

エラー 画面が消えます。 

Q 補足 ） 

• メモリー送信の操作をしても、送信の操作をしたときに出力されるレポートは出力で 
きません。 
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使用済みトナーを廃棄ずる 


トナーの再利用はできません。 

使用済みトナー容器を廃棄するときは、トナー粉が飛び散らないように箱または袋に入れ 
て保管してください。 

保管したトナー容器は、販売店またはサービス実施店へお渡しいただき、当社の回収•リ 
サイクル活動にご協力ください。なお、お客様で処理されるときは、一般のプラスチック 
廃棄物と同様に処理してください。 



10. トラブルを解決ずる 

操作部に表示されるマーク表示の意味や、ブザー音が鳴ったときの機器状態、思ラよラに 
操作できないときの対処方法について説明します。 


マークが表示されたとき 

紙づまりや用紙補給など、お客様による操作が必要なときに操作部に表示されるマークに 
ついて説明します。 


マー ク 

状態 

S'V :用紙づまり表示 

用紙がつまったときに表示されます。 

紙づまりを取り除く方法は、『こまったときには』の「用 
紙や原稿がつまったとき」を参照してください。 

±:原稿づまり表示 

原稿がつまったときに表示されます。 

紙づまりを取り除く方法は、『こまったときには』®「用 
紙や原稿がつまったとき」を参照してください。 

国：用紙補給表示 

用紙がなくなったときに表示されます。 

用紙の補給方法は、『用紙の仕様とセット方ま』の「用紙 
をセットする」を参照してください。 

曲：トナー補給表示 

トナーがなくなったときに表示されます。 

トナーの補給方法は、『保守/仕様』®「トナーを補給す 
る」を参照してください。 

岛：廃トナーボトル満杯表示 

廃トナーが満杯になったときに表示されます。 

販売店またはサービス実施店に連絡してください。 

f :サービスコール表示 

機械が故障したり、修理が必要なときに表示されます。 
リモートサービスについては、『保守/仕様』の「リモート 
管理サービスを利用する」を参照してください。 

D * :カバーオープン表示 

本機の前カバー、両面ユニットなどが開いているときに表 
示されます。 











10. トラブルを解決する 


[状態確認]キーのランプが点打したとき 

[状態確認]キーのランプが点灯しているときは、[状態確認]キーを押して[状態確認] 
画面を表示します。[状態確認]画面で各機能の状態を確認してください。 

[状態確認]画面 

1 



2 


3 


4 


1. [アプリ状態]タブ 

機器および各機能の状態を表示します。 

2 . 状態確認アイコン 

表示されるアイコンが示す機器および機能の状態は次のとおりです。 

0： 各機能でジョブを実行中です。 

ム： 機器でエラーが発生しています。 

〇: 各機能でエラーが発生しています。または機器でエラーが発生しているため、機能を 
使用できません。 

3 . メ ッ セージ 

本機および各機能の状態のメッセージを表示します。 

4. [確認] 

機器および各機能でエラーが発生しているときは、[確認]を押して詳細を確認します。 
エラーが発生している機器および機能の陥認]を押すとエラーメッセージまたは各機能 
の画面が表示されます。各機能の画面に表示されるエラーメッセージを確認して、その機 
能のメッセージが表示されたときの対処方法を参照してください。 

• P .174 「コピー/ドキュメントボックス使用中にメッセージが表示されたとき」 

• P .177 「ファクス使用中にメッセージが表示されたとき」 

• P .190 「プリンター使用中にメッセージが表示されたとき」 

• P .205 「スキャナー使用中にメッセージが表示されたとき」 

ランプが点灯するおもな原因は次のとおりです。 









































[状態確認]キーのランプが点灯したとき 


状態 

原因 

対処方法と参照先 

文書やレポートなどを印刷 
できない。 

印刷中に用紙がなくなりま 
した。 

用紙を補給してください。用紙の補 
給方法は、『用紙の仕様とセット方法』 
の「用紙をセットする」を参照して 
ください。 

エラーが発生した。 

[状態確認]画面で「エラー 
が発生しました」と表示さ 
れている機能で問題が発生 
しています。 

エラーが発生している機能の陥認] 

を押してください。そのあと画面に 
表示されるメッセージを確認して対 
処してください。詳しくは、各機能の 
メッセージが表示されたときの対処 
方法を参照してください。 

そのほかの機能は通常どおり使用で 
きます。 

ネットワークに接続できな 
い0 

何らかの理由で、ネット 
ワークに接続できなくなり 
ました。 

• エラーが発生している機能の 
[確認]を押してください。その 
あと画面に表示されるメッセー 
ジを確認して対処してくださ 
し、。詳しくは、各機能のメッ 
セージが表示されたときの対処 
方法を参照してください。 

• ネットワークに正しく接続され 
ているか、また本機の設定が正 
しいか確認してください。接続 
については、『ネットワークの接 
続/システム初期設定』の「イン 
ターフェース設定」を参照して 
ください。 

• ネットワークの接続について 
は、管理者に確認してください。 

•上記の対処をしても[状態確認] 
キーのランプが消灯しないとき 
は、サービス実施店に連絡して 
ください。 









10. トラブルを解決する 


ブザー音が鳴ったとき 

本機は、機器の状況や原稿の置き忘れなどをブザー音でお知らせします。 


ブザー音のパターン 

意味 

状態 

"ピッ" 

入力兀了曰^ 

操作部や画面のキーを押したことを 
お知らせします。 

"ピツピ 

入力無効音 

無効なキーが押されたときやパス 
ワード入力などを間違えたときにこ 
の音が鳴ります。 

。ピ— ’’ 

正常終了音 

コピー/ドキュメントボックス機能 
で印刷が終了したことをお知らせし 
ます。 

"ピ—い— ’’ 

準備完了音 

スリープモードを解除したときや電 
源を入れたときに、コピーできる状態 
になったことをお知らせします。 

"ピーピーピーピーピ ー" 

弱を意音 

コピー/ドキュメントボックス機能、 
ファクス機能またはスキヤナー機能 
の簡単画面でオートリセットカ《11力い 
たときにこの音が鳴ります。 

"レ。—レ。—レ。—ピ—ピ—’’ 

"レ。—レ。—レ。—ピ—ピ—’’ 

"レ。—レ。—レ。—ピ—ピ—’’ 

"レ。—レ。—レ。—ピ—ピ—’’ 

弱を意音 

(同じパターンを4回繰り 
返します） 

原稿ガラスに原稿を置き忘れたとき、 
用紙切れのときなどにこの音が鳴り 
ます。 

"ピツピツピツピツピ" 

"ピツピツピツピツピ" 

"ピツピツピツピツピ" 

"ピツピツピツピツピ" 

"ピツピツピツピツピ" 

強を意音 

(同じパターンを5回繰り 
返します） 

紙づまり、トナー補給や何らかの異常 
により、お客様による対処が必要なと 
きにこの音が鳴ります。 


Q 補足 ） 

•鳴動中のブザー音は止められません。このため紙づまりやトナー補給のときに、前力 
バーなどを続けて開閉すると、本機が正常な状態に戻っていてもブザー音が鳴り続け 
ることがあります。 

• ブザー音を鳴らすか鳴らさないかの設定については、『ネットワークの接続/システム 
初期設定』の「基本設定」を参照してください。 


















本機の操作ができないとき 


本機の操作ができないとき 

メッセージはおもなものに ついて 説明します。そのほかの^ッセージが表示されたとき 
は、メッセージにしたがって対処してください。 

〇 重要 ） 

•サービスコールけ）のメッセージには、連絡先と機械番号が表示されるので、確認 
のうえ、サービス実施店に連絡してください。連絡先が空欄のときは、販売店に連絡 
してください。 


状態 

原因 

対処方法と参照先 

電源が入らない。 

主電源スイッチが 「Stand 
by 」 になっています。 

主電源スイッチを 「 On 」 にしてくだ 
さし、。 

主電源スイッチを 「 On 」 に 
してコピー機能の画面が表 
示されたが、ホーム画面に 
[フアクス]や[スキヤ 
ナー]などのアイコンが表 
示されない。 

コピー機能が外の機能が起 
動中です。各機能は起動に 
かかる時間が異なります。 

しばらくお待ちください。 

主電源スイッチを 「 On 」 に 
し、[初期設定]キーを押し 
て初期設定のメインメ 
ニューを表示させたが、す 
ベての初期設定メニューが 
表示されない。 

コピー機能が外の機能が起 
動中です。各機能は起動に 
かかる時間が異なります。 
初期設定メニューは起動し 
た機能から順番に表示され 
ます。 

しばらくお待ちください。 

[省エネ]キーを押しても、 
点灯したままでスリープ 
モードにならない。 

次のときは、[省エネ]キー 
を押しても、スリープモー 
ドになりません。 

• 原稿カバー、自動原稿 
送り装置 ( ADF ) が開 
いているとき 

• 外部の機器と通信中の 
と窒 

• 八ードディスクが動作 
しているとき 

• ファクス機能で「ダイ 
ヤルイン」を設定して 
いるとき 

• ファクス機能の「時刻 
指定送信」で1分が内 
に送信待ちの文書があ 
ると含 

原稿カバー、自動原稿送り装置 
( ADF ) を閉じ、外部の機器から本機 
への操作をしていないことを確認し 
てから、[省エネ]キーを押してくだ 
さし、。 

画面の表示が消えている。 

低電カモードになっていま 
す。 

画面または操作部のキーを押して、低 
電カモードを角军除してください。 













10. トラブルを解決する 


状態 

原因 

対処方まと参照先 

画面の表示が消えている。 

スリープモードになってい 
ます。 

[省エネ]キーまたは[状態確認]キー 
を押してスリープモードを解除して 
ください。 

画面に 「Please wait 」 と表 
示されている。 

[省エネ]キーを押して通常 
モードに戻るときに表示さ 
れます。 

5分が上たっても本機が立ち上がら 
なかったときは、主電源スイッチを 
「 Standby 」 にし、主電源ランプが消 
灯したのを確認して10秒が上待って 
から 「 On 」 にしてください。その後、 

5分が上たっても本機が立ち上がら 
なかったときは、サービス実施店に連 
絡してください。 

画面に「おまちください」 

と表示されている。 

本機が動作準備をしていま 
す。 

• メッセージが消えるまでお待ち 
ください。また、メッセージが 
表71^されている間は、主電源ス 
イッチを 「 S ね ndby 」 にしないで 
ください。 

• 5分が上たっても本機が立ち上 
がらなかったときは、主電源ス 
イッチを 「 Standby 」 にし、主電 
源ランプが消灯したのを確認し 
て10秒が上待ってから 「 On 」 に 
してください。その後、5分が上 
たっても本機が立ち上がらな 
かったときは、サービス実施店 
に連絡してください。 

画面に「おまちください」 

と表示されている。 

本機を使用できる温度の範 
囲外です。 

本機を使用できる環境に設置し直し 
てください。本機を使用できる環境 
に設置されているときは、本機が環境 
になじむまでしばらく時間をおいて 
から使用してください。設置条件に 
ついては、『保守/仕様』の「移動後の 
設置条件」を参照してください。 










本機の操作ができないとき 


状態 

原因 

対処方まと参照先 

画面に「しばらくおまちく 
たさい。」と表汀^されてい 

トナーを補給したときなど 
に表示されます。 

• メッセージが消えるまでお待ち 
ください。また、メッセージが 
表されている間は、主電源ス 
イッチを 「 S ね ndby 」 にしないで 
ください。 

• 5分が上たっても「しばらくおま 
ちください。」の表示が消えな 
かったときは、主電源スイッチ 
を 「 Standby 」 にし、主電源ラン 
プが消灯したのを確認して10 
秒が上待ってから 「 On 」 にして 
ください。その後、5分が上たっ 
ても「しばらくおまちくださ 
い。」の表示が消えなかったとき 
は、サービス実施店に連絡して 
ください。 

画面に 「Turn main Power 
Switch off 」 と表示されてい 
る。 

主電源スイッチを 「 S ね nd 
by 」 にした直後に 「 On 」 に 
すると、正常な終了処理が 
されません。 

主電源スイッチを 「 Standby 」 にし、 

主電源ランプが消灯したのを確認し 
て10秒が上待ってから 「 On 」 にして 
ください。 

画面に「シャットダウン中 
です。しばらくおまちくだ 
さい。処理後、自動的に主 
電源が切れます。最大待ち 
時間： 2分」と表示されて 
し、 る。 

本機の起動中または待機中 
に主電源スイッチが 「Stand 
by 」 にされたため、シャッ 
トダウン処理をしていま 
す。 

• 表示中のメッセージにしたがっ 
て、主電源が切れるまでそのま 
まお待ちください。メッセージ 
の表示中は主電源スイッチを 
「 On 」 にしないでください。万が 
—主電源スイッチを 「 On 」 にし 
たときは、画面に表示された 
メッセージにしたがってくださ 
し、。正しい電源の入れかた、切 
りかたについては、『本機のご利 
用にあたって』©「電源の入れ 
かた、切りかた」を参照してく 
ださい。 

• 画面に表示されている最大待ち 
時間が上たっても主電源ランプ 
が消灯しないときは、サービス 
実施店に連絡してください。 

主電源スイッチを 「Stand 
by 」 にしてしばらくすると、 
「カチッ」という音がする。 

主電源が自動的に切れたと 
きに生じる、スイッチ内部 
の作動音です。 

主電源が切れると「カチッ」という音 
がします。故障ではないため問題あ 
りません。 










10. トラブルを解決する 


状態 

原因 

対処方法と参照先 

画面に「メモリーの容量が 
限界になりました。すでに 
読み取った文書を蓄積しま 
すか？」と表示されている。 

読み取られた原稿が八ード 
ディスクに蓄積できる枚 
数、ページ数を超えました。 

• 読み取ったページまでを蓄積す 
るときは、[蓄積する]を押しま 
す。不要になった文書を[文書 
消去]で消去してください。 

• 読み取ったページまでを蓄積し 
ないときは、[蓄積しない]を押 
します。不要になった文書を 
[文書消去]で消去してくださ 
い0 

ユーザーコード入力画面が 
表示されている。 

ユーザーコード認証が設定 
されています。 

ユーザーコード認証のログイン方法 
は、『本機のご利用にあたって』の 
「□グイン画面が表示されたとき」を 
参照してください。 

画面に「この機能を利用す 
る権限はありません。」と表 
示されたまま画面が切り替 
わらない。 

ログインしたユーザーにそ 
の機能を使用する権限が設 
定されていません。 

権限の設定については、『セキュリ 
ティーガイド』のを参照してくださ 
い0 

□グイン画面が表示されて 
し、 る。 

ベーシック認証 、 Windows 
認証、 LDAP 認証、統合サー 
バー 認証のいずれかが設定 
されています。 

[ログイン]を押し、個人ごとに設定 
されたログインユーザー名とログイ 
ンパスワードを入力してください。 
□グインについて詳しくは、『本機の 
ご利用にあたって』®「ログイン画 
面が表示されたとき」を参照してくだ 
さし、。 

画面に「認証に失敗しまし 
た。」と表されている。 

ログインユーザー名または 
ログインパスワードが間 
違っています。 

ログインユーザー名または □ グイン 
パスワードを確認してください。口 
グインユーザー名やログインパス 
ワードについては『セキュリティーガ 
イド』©を参照してください。 

画面に「認証に失敗しまし 
た。」と表71^されている。 

本機が認証できない状況に 
なっています。 

認証については、『セキュリティーガ 
イド』©を参照してください。 

給紙トレイにつまった用紙 
を取り除いたが、操作部の 
エラーメッセージが消えな 
い0 

• 前カバーまたはち下力 
バーを開閉していませ 

• まだ取り除かれていな 
い用紙があります。 

つまった用紙を取り除いたあと、いっ 
たん前カバーまたは右下カバーを完 
全に開いてから閉じてください。紙 
づまりの取り除きかたは、『こまった 
ときには』©「用紙や原稿がつまっ 
たとき」を参照してください。 

消耗品の補給、または紙づ 
まりを取り除いたが、操作 
部のエラーメッセージが消 
えない。 

HD キット未装着時、キー 
カード/コインラックの夕 
イプによって、消耗品補給 
後、または紙づまり対処後 
に自動で再開しないこと力、' 
あります。 

[スタート]キーを押してください。 














本機の操作ができないとき 


状態 

原因 

対処方法と参照先 

操作部に表示されたカバー 
を閉めたが、操作部のエ 
ラーメッセージが消えな 
い0 

ほかのカバーが開いていま 
す。 

すべてのカバーを閉じてください。 

用紙の裏面に印刷された。 

セツトされている用紙の表 
と裏が逆になっています。 

• 給紙トレイに用紙をセットする 
ときは、印刷する面を上にセッ 
h してください。 

• 手差しトレイに用紙をセットす 
るときは、印刷する面を下に 
セットしてください。手差し卜 
レイへの用紙のセット方法は、 
『用紙の仕様とセット方法』® 
「手差しトレイに用紙をセット 
する」を参照してください。 

何度も用紙がつまる。 

カールした用紙を使用する 
と、紙づまりや用紙縁の巧 
れが発生することがありま 
す。 

• 用紙をぱらぱらとほぐしてカー 
ルを直し、裏返してセットして 
ください。適切な用紙について 
は、『用紙の仕様とセット方法』 

の「セットできる用紙サイズ、 
種類」を参照してください。 

•用紙がカールしないよう、立て 
かけずに平らなところに置いて 
保管してください。用紙の適切 
な保管方法は、『用紙の仕様と 
セット方法』©「用紙の保管」 

を参照してください。 

何度も用紙がつまる。 

給紙トレイのサイドフェン 
ス、エンドフェンスが正し 
くセツトされていません。 

•用紙を取り除いてください。紙 
づまりの取り除きかたは、『こ 
まったときには』の「用紙や原 
稿がつまったとき」を参照して 
ください。 

•サイドフェンス、エンドフェン 
スが正しくセットされているか 
確認してください。また、サイ 
ドフェンスがロックされている 
かどうかも確認してください。 
サイドフェンス、エンドフェン 
スのセット方法は、『用紙の仕様 
とセット方法』®「用紙サイズ 
を変更する」を参照してくださ 
い0 










10. トラブルを解決する 


状態 

原因 

対処方法と参照先 

何度も用紙がつまる。 

給紙トレイのサイズ設定と 
用紙のサイズが異なってい 
ます。 

•用紙を取り除いてください。紙 
づまりの取り除きかたは、『こ 
まったときには』®「用紙や原 
稿がつまったとき」を参照して 
ください。 

• 自動検知されないサイズの用紙 
をセットしているときは、操作 
部で用紙サイズを設定してくだ 
さい。操作部で用紙サイズを設 
定する方法は、『用紙の仕様と 
セット方法』の「自動検知され 
ないサイズの用紙をセットす 
る」を参照してください。 

両面印刷できない。 

使用しているトレイが「用 
紙設定」で両面印刷の対象 
外に設定されています。 

「システム初期設定」で使用するトレ 
イの[両面印刷の対象]の設定を変更 
してください。設定項目については、 
『ネットワークの接続/システム初期 
設定』の「用紙設定」を参照してく 
ださい。 

両面印刷できない。 

両面印刷に対応していない 
用紙種類に設定されている 
ときは、両面印刷できませ 

「システム初期設定」で使用するトレ 
イの[用紙種類]の設定を両面印刷に 
対応する用紙に変更してください。 

設定項目については、『ネットワーク 
の接続/システム初期設定』©「用紙 
設定」を参照してください。 

ドキュメントボックスに保 
存された文書が Web Image 
Monitor から印刷できない。 

印刷利用量制限が設定され 
ているときは、すでに制限 
枚数を超えているとジョブ 
が強制的にキャンセルされ 
印刷できません。 

• 印刷利用量制限の設定について 
は、『セキュリティーガイド』® 
を参照してください。 

• 印刷実行したジョブの状況につ 
いては 、 Web Image Monitor の 
[機器の情報]の[ジョブ]をク 
リックし、「ドキュメントボック 
ス」から[印刷ジョブ履歴]画 
面を確認してください。 

操作部または Web Image 
Monitor からアドレス帳を 
変更したときにエラーにな 

複数の蓄積文書の消去中 
は、アドレス帳の変更がで 
きません。 

しばらくしてからもう一度操作をや 
り直してください。 

消耗品の自動発をに失敗し 
ました。 

消耗品の自動発をに失敗し 
ました。 

サービス実施店に連絡してください。 

画面に「他の機能でホーム 
を使用中です。」と表示され 

ほかの機能でホーム画面を 
編集中です。 

しばらく待ってから、もう一度ホーム 
画面にショートカットを登録してく 
ださい。 













本機の操作ができないとき 


状態 

原因 

対処方法と参照先 

画面に「ホーム画像用デー 
夕のサイズが正しくありま 
せん。」と表示される。 

シヨートカットの画像とし 
て登録できないファイルサ 
イズの画像を指定しまし 
た。 

ショートカットの画像として登録で 
きるファイルについては『便利な機 
能』の「ホーム画面に画像を表示す 
る」を参照してください。 

画面に「ホーム画像用デー 
夕の形式が正しくありませ 
ん。」と表示される。 

シヨートカットの画像とし 
て登録できない形式の画像 
を指定しました。 

ショートカットの画像として登録す 
るファイル形式は、 JPEG ファイルを 
指定してください。画像を指定し直 
してください。 


Q 補足 ） 

•用紙の種類、用紙の状態、用紙のセット枚数などによっては、思いどおりの画像にな 
らないときがあります。適切な用紙を使用してください。適切な用紙については、 
『用紙の仕様とセット方法』の「セットできる用紙」を参照してください。 
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10. トラブルを解決する 


操作部の画面にメッセージが表示されたと 
き 


コピー/ドキュメントボックス使用中にメッセージが表示されたとき 

おもな^ッセージについて説明します。そのほかのメッセージが表示されたときは、メッ 
セージにしたがって対処してください。 

〇 重要 ） 

•サービスコールけ）のメッセージには、連絡先と機械番号が表示されるので、確認 
のうえサービス実施店に連絡してください。連絡先が空欄のときは、販売店に連絡し 
てください。 

•ここに記載されていないメッセージは、 P .167 「本機の操作ができないとき J を参照 
してください。 


メッセージ 

原因 

対処方法と参照先 

おまちください。 

Web Image Monitor を使用 
して、ネットワークから宛 
先登録を実行しています。 

メ ッ セージが消えるまでお待ちくだ 
さい。また、メッセージが表示されて 
いる間は、主電源スイッチを 「Stand 
by」 にしないでください。なお、登録 
する宛先の数によっては、しばらく操 
作できないことがあります。 

おまちください。 

1秒程度の夕豆い間、この 
メッセージが表示されるこ 
とがあります。準備中、初 
期調整中、またはトナー補 
給中です。 

しばらくお待ちください。 

おまちください。 

本機を使用できる温度の範 
囲外です。 

本機を使用できる環境に設置し直し 
てください。本機を使用できる環境 
に設置されているときは、本機が環境 
になじむまでしばらく時間をおいて 
から使用してください。設置条件に 
ついては、『保守/仕様』の「移動後の 
設置条件」を参照してください。 












操作部の画面にメッセージが表示されたとき 


メッセージ 

原因 

対処方法と参照先 

原稿サイズがわかりませ 

サイズを読み取りにくい原 
稿がセツトされています。 

• 原稿は読み取り面を下にして、 
原稿ガラスにセットしてくださ 
い0 

• サイズを読み取りにくい原稿の 
とき、用紙の選択は[自動用紙 
選択]を使用せず用紙トレイを 
指定して、拡大/縮ルコピーは 
[用紙指定変倍]が外の方法を指 
定してください。サイズを読み 
取りにくい原稿については、『用 
紙の仕様とセット方法』の「サ 
イズを読み取りにくい原稿」を 
参照してください。 

原稿サイズがわかりませ 

• 原稿がセツトされてい 
ません。 

• 不定形サイズの原稿で 
す。 

• 原稿を正しくセットしてくださ 
い。 

• 原稿サイズを指定してくださ 
い。 

• 原稿ガラスで読み取るときは、 
自動原稿送り装置 ( ADF ) の開閉 
で原稿サイズが検知されます。 

30度が上の角度で確実に開けて 
ください。 

原稿のセットについては、『コピー/ド 
キュメントボックス』®「原稿の設 
定」を参照してください。 

この用紙サイズは回転ソー 
卜できません。 

回転ソートできない用紙を 
選択しています。 

回転ソートできる用紙サイズについ 
て詳しくは、『コピー/ドキュメント 
ボックス』の「ソート」を参照して 
ください。 

この用紙サイズは両面コ 
ピーできません。 

両面コピーできない用紙を 
選択しています。 

両面コピーできる用紙サイズについ 
て詳しくは『保守/仕様』®「本体仕 
様」を参照してください。 

コピー枚数は n 枚までで 
す。 

( n には数字が入ります。） 

コピー枚数の上限を超えて 
います。 

「コピー/ドキュメントボックス初期 
設定」の[コピーセット枚数制限設 
定]から一度にコピーする枚数の上限 
を変更できます。変更方法の詳細は、 
『コピ ー/ ドキュメントボックス』の 
「基本コピー設定」を参照してくださ 
い。 

使用可能枚数を超えまし 
た。コピーを中止します。 

ユーザーに許可されたコ 
ピー枚数を超えたため、コ 
ピーを中止しました。 

ユーザーに許可されているコピーの 
使用量の確認については『セキュリ 
ティーガイド』 ® を参照してくださ 
い。 












10. トラブルを解決する 


メッセージ 

原因 

対処方法と参照先 

選択された文書にアクセス 
権のない文書が含まれてい 
ました。アクセス権のある 
文書のみ消去されます。 

削除する権限のない文書を 
削除しようとしました。 

文書作成者が削除できます。削除す 
る権限のない文書を削除するときは、 
文書作成者に確認してください。 

他の機能で原稿読み取り中 
です。下記の機能に切り替 
え、読み取りを中止する場 
合はストップキー、継続す 
る場合はスタートキーを押 
してください。 

本機が、ドキュメントボッ 
クスなどのコピーが外の機 
能で使用されています。 

ほかの機能での操作を終了させてく 
ださい。たとえば、[確認]を押した 
あと、[ホーム]キーを押します。ホー 
ム画面の[ドキュメントボックス]ア 
イコンを押して、画面を表示させま 
す。[ストップ]キーを押し、画面に 
表示されるメッセージにしたがって 
操作を終了させてください。 

蓄積中の文書が1文書あた 
りのページ数の限界に達し 
ました。コピーを中止しま 
す。 

読み取られた原稿が1文書 
として蓄積できるページ数 
を超えました。 

陥認]を押し、原稿を蓄積できるぺ一 
ジ数に調節してから蓄積してくださ 
い0 

蓄積中の文書が1文書あた 
りのページ数の限界に達し 
ました。読み取った分まで 
を1つの文書として蓄積し 
ますか？ 

障積しなし、][蓄積する] 

読み取られた原稿が1文書 
として蓄積できるページ数 
を超えています。 

• 読み取った分までを1文書とし 
てドキュメントボックスに蓄積 
するときは、[蓄積する]を押し 
ます。 

• 読み取った分を蓄積しないとき 
は、[蓄積しない]を押します。 
読み取った原稿はすべてクリア 
されます。 

この機能を利用する権限は 
ありません。 

ログインしたユーザーにそ 
の機能を使用する権限が設 
定されていません。 

権限の設定については、『セキュリ 
テイーガイド』 ® を参照してくださ 
い。 

用紙サイズを確認してくだ 
さし、。 

適切な用紙がありません。 

[スタート]キーを押すと選択されて 
いる用紙にコピーされます。 


コピ ー/ ドキュメントボックス使用中にメモリーがいっぱいになったとき 


メッセージ 

原因 

対処方法と参照先 

残った原稿のコピーを再開 
します。 

[継続]キーを押してくださ 
い0 

読み取ったページまでのコ 
ピーが排出されたので、残 
りの原稿のコピーを継続す 
るか確認されました。 

• 残りの原稿の読み込みを再開す 
るときは、必ずコピーを取り除 
いてから、[継続]を押します。 

• 残りの原稿の読み込みを中止す 
るときは、[中止]を押します。 
















操作部の画面にメッセージが表示されたとき 


メッセージ 

原因 

対処方まと参照先 

メモリーがいっぱいになり 
ました。 nn ページ目まで 
読み取りました。 

[印刷]キーを押すと読み 
取った原稿をコピーしま 
す。残った原稿はそのまま 
にしてください。 

( n には数きが入ります。） 

読み取られた原稿がメモ 
リーに蓄積できる枚数を超 
えました。 

• 読み取ったページまでのコピー 
を排出するときは[印刷]を押 
します。読み取ったページまで 
はコピーが排出され、メモリー 
内の画像はクリアされます。 

• 読み取った原稿の画像をクリア 
し、コピーを中止するときは、 
[メモリー消去]を押します。 


Q 補足 ） 

• [ソート全数読み取り設定]力《[する]に設定されているときは、^ッセージは表示 
されません。メモリーがいっぱいになったときも、読み取ったぺージまでをコピー 
し、継続して残った原稿のコピーを仕上げます。ただし、ぺージ順が分かれて仕上が 
ります。「ソート全数読み取り設定」については、『コピ ー/ ドキュメントボックス』 

の「周辺設定」を参照してください。 


ファクス使用中にメッセージが表示されたとき 

おもなメッセージについて説明します。そのほかのメッセージが表示されたときは、メッ 
セージにしたがって対処してください。 

か甫足 ） 

•「システム初期設定」「ファクス初期設定」で確認できる設定は 、 Web Image Monitor 
からも確認できます 。 Web Image Monitor からの確認方法は Web Image Monitor のへ 
ルプを参照してください。 


メッセージ 

原因 

対処方法と参照先 

LDAP サーバーとの接続に 
失敗しました。 

LDAP サーパ'—の動作状況 
や接続を確認してくださ 
い0 

LDAP サーバーへの接続時 
にネットワークのエラーが 
発生しました。 

• もう一度接続し直しても同じ 
メッセージが表示されるとき 
は、ネットワークの混雑が原因 
として考えられます。 

• 「システム初期設定」で LDAP 
サーバーの設定情報を確認して 
ください。設定情報について詳 
しくは、『ネットワークの接続/シ 
ステム初期設定』の 「 LDAP サー 
バーを設定する」を参照してく 
ださい。 















10. トラブルを解決する 


メッセージ 

原因 

対処方まと参照先 

LDAP サーバーとの認証に 
失敗しました。 

設定内容を確認してくだ 
さし、。 

ユーザー名、パスワードが 
LDAP 認証で設定したもの 
と異なっています。 

LDAP 認証のユーザー名やパスワード 
を正しく設定してください。 LDAP 認 
証について詳しくは、『セキュリ 
ティーガイド』のを参照してくださ 
い0 

相手機が IP ファクスに対 
応していません。送信を 
中止しました。 

[ IP - ファクス送信ルート自 
動切替]を[しない]に設定 
しているときに、 IP ファク 
スに対応していない宛先に 
直接送信しました。 

送信ルートを自動で切り替えるとき 
は、「ファクス初期設定」の [ IP - ファ 
クス送信ルート自動切替]を[する] 

に変更してください。 IP ファクスの 
設定について詳しくは、『ファクス』 

® 「送信設定」を参照してください。 

SIP ユーザー名の変更を 
ホームゲートウェイに反 
映できませんでした。 
ファクス初期設定または 
ホームゲートウェイの設 
定を確認してください。 

SIP ユーザー名を変更した 
ときに指定した SIP ユー 
ザー名が正しくないか、また 
はほかの端末で使用中です。 

SIP ユーザー名を指定し直してくだ 
さし、。 

SIP ユーザー名について詳しくは 
『ファクス』の「導入設定」を参照し 
てください。 

宛先表/機器設定が更新 
されました。すでに選択 
されている宛先および機 
能は解除されます。もう 
-度選択しなおしてくだ 
さし、。 

Web Image Monitor を使用 
して、ネツトワークから宛先 
登録を実行しています。 

メッセージが消えるまでお待ちくだ 
さい。また、メッセージが表示されて 
いる間は、主電源スイッチを 「 S ね nd 
by 」 にしないでください。なお、登録 
する宛先の数によっては、しばらく操 
作できないことがあります。 

エラーが発生したため、処 
理を中止しました。 

インターネツトファクスを 
受信中に、本機の主電源ス 
イツチが 「Stand by 」 になり 
ました。 

すぐに本機の主電源スイッチを 「 On 」 
にしても、メールサーバーによっては 
タイムアウト時間が過ぎないと受信 
を再開できないことがあります。 

メールサーバーのタイムアウト時間 
を過ぎてから受信を再開してくださ 
し、。 メールサーバーのタイムアウト 
時間については管理者に確認してく 
ださい。 

エラーが発生したため、送 
信を中止しました。 

• 直接送信中に原稿がつ 
まりました。 

• 本機の不具合や電話回 
線の影響（雑音、混線） 
などが考えられます。 

[確認]を押し、送信し直してくださ 
し、。何回も続けてエラーになるとき 
はサービス実施店に連絡してくださ 
い。 

遠隔システム作動中です。 
しばらくお待ちください。 

を意：主電源は切らないで 
ください。 

お客様のご要望により、サー 
ビス実施店から遠隔システ 
ムを使用した宛先登録を実 
行しています。 

メッセージが消えるまで主電源ス 
イッチを 「 Standby 」 にしないでくだ 
さし、。 













操作部の画面にメッセージが表示されたとき 


メッセージ 

原因 

対処方まと参照先 

原稿サイズがわかりませ 

読み取りサイズを選択し 
てください。 

セツトされている原稿のサ 
イズを自動的に読み取れま 
せんでした。 

[送信設定]で[読み取りサイズ]を 
設定してから、送信する原稿をセット 
し直してください。設定項目につい 
て詳しくは、『ファクス』®「読み取 
り条件を設定する」を参照してくださ 
い0 

原稿を戻し確認した後、ス 
タートキーを押してくだ 
さし、。 

メモリー送信中に原稿がつ 
まったため、読み取りが中断 
されました。 

[確認]を押し、送信し直してくださ 
し、。何回も続けてエラーになるとき 
はサービス実施店に連絡してくださ 
い。 

白紙に近いページがあり 
ました。中止する場合は 
ストップキーを押してく 
ださい。 

原稿の最初のページが、白紙 
に近い原稿です。 

原稿の裏面をセットしていることが 
あります。白紙原稿の検知について 
の詳細は、『ファクス』の「白紙原稿 
を検知する」を参照してください。 

白紙に近いページがあり 
ました。 

原稿の最初のページが、白紙 
に近い原稿です。 

原稿の裏面をセットしていることが 
あります。白紙原稿の検知について 
の詳細は、『ファクス』®「白紙原稿 
を検知する」を参照してください。 

検索結果が表示可能な件 
数を超えました。 

-度に表示できる検索結 
果は n 件までです。 

( n には数字が入ります。） 

検索結果が表示できる件数 
を超えています。 

検索条件を変更してから、再度検索し 
てください。 

指定時間内に検索できま 
せんでした。 

LDAP サーパ'—の動作状況 
や接続を確認してくださ 
い。 

LDAP サーバーへの接続時 
にネツトワークのエラーが 
発生しました。 

• もう一度接続し直しても同じ 
メッセージが表示されるとき 
は、ネットワークの混雑が原因 
として考えられます。 

• 「システム初期設定」で LDAP 
サーバーの設定情報を確認して 
ください。設定情報について詳 
しくは、『ネットワークの接続/シ 
ステム初期設定』® 「 LDAP サー 
バーを設定する」を参照してく 
ださい。 

選択された文書にアクセ 
ス権のない文書が含まれ 
ていました。アクセス権 
のある文書のみ消去され 
ます。 

削除する権限のない文書を 
削除しようとしました。 

蓄積文書のアクセス権の確認や削除 
する権限のない文書を削除するとき 
は、『セキュリティーガイド』のを参 
照してください。 













10. トラブルを解決する 


メッセージ 

原因 

対処方まと参照先 

他の機能で原稿読み取り 
中です。下記の機能に切 
り替え、読み取りを中止す 
る場合はストップキー、継 
続する場合はスタート 
キーを押してください。 

本機が、ドキュメントボック 
スなどのファクスが外の機 
能で使用されています。 

ほかの機能を終了させてから送信し 
直してください。たとえば、[確認] 

を押したあと、[ホーム]キーを押し 
ます。ホーム画面の[ドキュメント 
ボックス]アイコンを押して、画面を 
表示させます。[ストップ]キーを押 
し、画面に表示されるメッセージにし 
たがつて操作を終了させてください。 

この機能を利用する権限 
はありません。 

ログインしたユーザーにそ 
の機能を使用する権限が設 
定されていません。 

権限の設定については、『セキュリ 
ティーガイド』のを参照してくださ 
い。 

ネットワークに問題がな 
いか確認してください。 
[13-10] 

指定したエイリアス電話番 
号は、ほかの通信端末によっ 
て、すでにゲートキーパー 
に登録されています。 

• 「ファクス初期設定」で H .323 設 
定のェイリアス電話番号が正し 
く登録されているか確認してく 
ださい。設定については、『ファ 
クス』の「導入設定」を参照し 
てください。 

• ネットワークエラーについて 
は、管理者に確認してください。 

ネットワークに問題がな 
いか確認してください。 
[13-11] 

ゲートキーパーにアクセス 
できません。 

• 「ファクス初期設定」で H .323 設 
定のゲートキーパーアドレスが 
正しく登録されているか確認し 
てください。設定については、 
『ファクス』®「導入設定」を参 
照してください。 

• ネットワークエラーについて 
は、管理者に確認してください。 

ネットワークに問題がな 
いか確認してください。 
[13-17] 

SIP サーバーがユーザー名 
登録を拒否しました。 

• 「ファクス初期設定」で SIP 設定 
の SIP サーバー IP アドレス 、 SIP 
ユーザー名が正しく登録されて 
いるか確認してください。設定 
については、『ファクス』®「導 
入設定」を参照してください。 

• ネットワークエラーについて 
は、管理者に確認してください。 

ネットワークに問題がな 
いか確認してください。 
[13-18] 

SIP サーバーにアクセスで 
きません。 

• 「ファクス初期設定」で SIP 設定 
の SIP サーバー IP アドレスが正 
しく登録されているか確認して 
ください。設定については、 
『ファクス』®「導入設定」を参 
照してください。 

• ネットワークエラーについて 
は、管理者に確認してください。 












操作部の画面にメッセージが表示されたとき 


メッセージ 

原因 

対処方まと参照先 

ネットワークに問題がな 
いか確認してください。 
[13-24] 

SIP サーバーに登録した認 
証用パスワードと、本機に登 
録したパスワードが一致し 
ていません。 

ネットワークエラーについては、管理 
者に確認してください。 

ネットワークに問題がな 
いか確認してください。 
[13-25] 

• IPv 4 が[有効プロトコ 
ル]の設定で[有効] 
になっていません。 

• 本機の IP アドレスが正 
しく登録されていませ 
ん。 

• 「システム初期設定」で[有効プ 
ロトコル]力《[有効]に設定さ 
れているか確認してください。 
設定項目については、『ネット 
ワークの接続/システム初期設 
定』 ® 「インターフェース設定」 
を参照してください。 

• 「システム初期設定」で[本体 
IPv 4 アドレス]が正しくセット 
されているか確認してくださ 
し、。設定項目については、『ネッ 
トワークの接続/システム初期設 
定』の「インターフェース設定」 
を参照してください。 

• ネットワークエラーについて 
は、管理者に確認してください。 

ネットワークに問題がな 
いか確認してください。 
[13-26] 

有効プロトコルの設定と 

SIP サーバー IP アドレスの 
設定が一致していないか、ま 
たは本機の IP アドレスが正 
しく登録されていません。 

• 「システム初期設定」で IP アドレ 
スが正しく設定されているか確 
認してください。設定項目につ 
いては、『ネットワークの接続/シ 
ステム初期設定』の「インター 
フェース設定」を参照してくだ 
さし、。 

• ネットワークエラーについて 
は、管理者に確認してください。 

ネットワークに問題がな 
いか確認してください。 
[13-28] 

簡易設定情報の取得をする 
ときに SIP ユーザー名を取 
得できませんでした。ホー 
ムゲートウェイを使用中の 
SIP ユーザー数が上限に達 
しているときに本機の情報 
をホームゲートウェイに登 
録しようとしました。 

使用していない SIP ユーザー名があ 
れば、削除してください。 SIP ユー 
ザー名の削除方法は、ホームゲート 
ウェイのマニュアルを参照してくだ 
さし、。 

ネットワークに問題がな 
いか確認してください。 
[13-29] 

簡易設定のときにホーム 
ゲートウェイとの接続に失 
敗しました。または、ホーム 
ゲートウェイの IP アドレス 
が正しく設定されていませ 
ん。 

「ファクス初期設定」で 「 SIP 設定」 

の 「 NGN 接続設定」の「ホームゲー 
トウェイアドレス」が正しく設定され 
ているか確認してください。 SIP 設 
定については、『ファクス』®「導入 
設定」を参照してください。 











10. トラブルを解決する 


メッセージ 

原因 

対処方まと参照先 

ネットワークに問題がな 
いか確認してください。 
[14-01] 

DNS サーバー 、 SMTP サー 
バ ー、 転送先のフォルダーが 
見つからないか、または 
SMTP サーバーを経由しな 
いで送信しようとしたとき、 
送信先が見つかりません。 

• 「システム初期設定」で次の設定 
が正しく登録されているか確認 
してください。 

• DNS サーバ ー 

• SMTP サーバーのサーバー 
名および IP アドレス 

設定項目については、『ネット 
ワークの接続/システム初期設 
定』の「インターフェース設定」、 
「ファイル転送設定」を参照して 
ください。 

• 転送先のフォルダー指定が正し 
く設定されているか確認してく 
ださい。 

• 転送先フォルダーのパソコンが 
正常に動作しているか確認して 
ください。 

• LAN ケーブルが正しく接続され 
ているか確認してください。 

• 送信先のネットワーク接続につ 
いては、送信先の管理者に確認 
してください。 

• ネットワークエラーについて 
は、管理者に確認してください。 

ネットワークに問題がな 
いか確認してください。 
[14-09] 

SMTP 認証 、 POP before 
SMTP または転送先フォル 
ダーのパソコンへのログイ 
ン認証ができません。 

• 「システム初期設定」で SMTP 認 
証 、 POP before SMTP 、 または 
メールアカウントのユーザー名 
とパスワードが正しく登録され 
ているか確認してください。設 
定項目については、『ネットワー 
クの接続/システム初期設定』® 
「ファイル転送設定」を参照して 
ください。 

• 転送先フォルダーのパソコンへ 
のログイン用ユーザー ID とパス 
ワードが正しく設定されている 
か確認してください。 

• 転送先のフォルダー指定が正し 
く設定されているか確認してく 
ださい。 

• 転送先フォルダーのパソコンが 
正常に動作しているか確認して 
ください。 

• ネットワークエラーについて 
は、管理者に確認してください。 








操作部の画面にメッセージが表示されたとき 


メッセージ 

原因 

対処方まと参照先 

ネットワークに問題がな 
いか確認してください。 
[14-33] 

メールアカウントのメール 
アドレスおよび管理者メー 
ルアドレスが未登録です。 

• 「システム初期設定」でメールア 
カウントのメールアドレスが正 
しく登録されているか確認して 
ください。設定項目について 
は、『ネットワークの接続/システ 
ム初期設定』の「ファイル転送 
設定」を参照してください。 

• ネットワークエラーについて 
は、管理者に確認してください。 

ネットワークに問題がな 
いか確認してください。 
[15-01] 

POP 3 ( IMAP 4) サーバーの 
アドレスが未登録です。 

• 「システム初期設定」で POP 3 
( IMAP 4) サーバーのサーバー名 
または IP アドレスが正しく登録 
されているか確認してくださ 
し、。設定項目については、『ネッ 
トワークの接続/システム初期設 
定』の「ファイル転送設定」を 
参照してください。 

• ネットワークエラーについて 
は、管理者に確認してください。 

ネットワークに問題がな 
いか確認してください。 
[15-02] 

POP 3 ( IMAP 4) サーバーに 
□グインできません。 

• 「システム初期設定」でメールア 
カウントのユーザー名、パス 
ワードが正しく登録されている 
か確認してください。設定項目 
については、『ネットワークの接 
続/システム初期設定』©「ファ 
イル転送設定」を参照してくだ 
さし、。 

• ネットワークエラーについて 
は、管理者に確認してください。 

ネットワークに問題がな 
いか確認してください。 
[15-03] 

メールアカウントのメール 
アドレスが未登録です。 

• 「システム初期設定」でメールア 
カウントのメールアドレスが正 
しく登録されているか確認して 
ください。設定項目について 
は、『ネットワークの接続/システ 
ム初期設定』®「ファイル転送 
設定」を参照してください。 

• ネットワークエラーについて 
は、管理者に確認してください。 










10. トラブルを解決する 


メッセージ 

原因 

対処方まと参照先 

ネットワークに問題がな 
いか確認してください。 
[15-11] 

DNS サーバーまたは POP3 
(IMAP4) サーバーが見つか 
りません。 

• 「システム初期設定」で次の設定 
が正しく登録されているか確認 
してください。 

• DNS サーバーの IP アドレ 
ス 

• POP3 (IMAP4) サーバーの 
サーバー名または IP アド 
レス 

• POP3 (IMAP4) サーバーの 
ルー h 番ち 

• 受信プロトコル 
設定項目については『ネット 
ワークの接続/システム初期設 
定』の「インターフェース設定」、 
「ファイル転送設定」を参照して 
ください。 

• LAN ケーブルが正しく接続され 
ているか確認してください。 

• ネットワー-クエラーについて 
は、管理者に確認してください。 

ネットワークに問題がな 
いか確認してください。 
[15-12] 

POP3 (IMAP4) サーバーに 
ログインできません。 

• 「システム初期設定」で次の設定 
が正しく登録されているか確認 
してください。 

• メールアカウントのユー 
ザー名とパスワード 

• POP before SMTP のアカウ 
ント名とパスワード 

設定項目については、『ネット 
ワークの接続/システム初期設 
定』の「ファイル転送設定」を 
参照してください。 

• ネットワークエラーについて 
は、管理者に確認してください。 

ネットワークに問題がな 
いか確認してください。 
[16-00] 

• ファクス連携機能の接 
続先の IP アドレスが設 
定されていません。 

• ネットワークが正しく 
接続されていません。 

• 「システム初期設定」で接続先の 
機器の IP アドレスが正しく設定 
されているか確認してくださ 
し、。接続先の機器の IP アドレス 
の設定については、管理者に確 
認してください。 

• ネットワークエラーについて 
は、管理者に確認してください。 

ファクス機能にエラーが 
発生しました。データを 
初期化します。 

ファクス機能が故障してい 
ます。 

サービス実施店に連絡してください。 
このときに画面に表示された番号も 
知らせてください。そのほかの機能 
は通常どおり使用できます。 










操作部の画面にメッセージが表示されたとき 


メッセージ 

原因 

対処方まと参照先 

無効な宛先が含まれてい 
ます。 

有効な宛先のみ選択しま 
すか？ 

グループにファクス宛先、 
メール宛先、フォルダー宛先 
が混在しています。 

それぞれの送信画面で、表示された警 
告で、[選択]を押してください。 

連携先機器との認証に失 
敗しました。連携先機器 
の認証設定を確認してく 
ださい。 

接続先の機器でユーザー認 
証に失敗しました。 

ユーザー認証について詳しくは『セ 
キュリテイーガイド』©を参照して 
ください。 

連携先機器との認証に失 
敗しました。連携先機器 
の認証設定を確認してく 
ださい。 

接続先の機器がユーザー 
コード認証で管理されてい 
ます。 

ファクス連携機能はユーザーコード 
認証に対応していません。ユーザー 
コード認証の設定を解除してくださ 
い0 

連携先機器との認証に失 
敗しました。連携先機器 
の認証設定を確認してく 
ださい。 

接続先の機器に外部課金才 
プシヨンが接続されていま 
す。 

ファクス連携機能を使用するときは 
外部課金オプションを装着しないで 
ください。 

連携先機器との認証に失 
敗しました。連携先機器 
の認証設定を確認してく 
ださい。 

接続先の機器で機能を使用 
する権限がありません。 

権限の設定については、『セキュリ 
テイーガイド』©を参照してくださ 
い。 

連携先機器との接続に失 
敗しました。連携先機器 
の動作状況や接続を確認 
してください。 

接続先の機器の主電源ス 
イッチが 「 standby 」 になつ 
ています。 

接続先の機器の主電源スイツチを 
「 ON 」 にしてください。 

連携先機器との接続に失 
敗しました。連携先機器 
の動作状況や接続を確認 
してください。 

ファクス連携機能を使用し 
たときにネットワークでエ 
ラーが発生しました。 

• 接続先の機器がファクス連携機 
能に対応しているか確認してく 
ださい。 

• 接続先の機器が正常に動作して 
いるか確認してください。 

• LAN ケーブルが正しく接続され 
ているか確認してください。 

• 「システム初期設定」で接続先の 
機器の IP アドレスまたはホスト 
名が正しく設定されているか確 
認してください。接続先の機器 
の IP アドレスまたはホスト名の 
設定については、管理者に確認 
してください。 

• ネツトワークエラーについて 
は、管理者に確認してください。 













10. トラブルを解決する 


メッセージ 

原因 

対処方まと参照先 

連携先機器との接続に失 
敗しました。連携先機器 
の動作状況や接続を確認 
してください。 

ファクス連携機能で機器に 
接続中にタイムアウトが発 
生しました。 

• LAN ケーブルが正しく接続され 
ているか確認してください。 

• 接続先の機器が正常に動作して 
いるか確認してください。 

• ファクス連携機能での接続につ 
いて詳しくは『ファクス』の「他 
機のファクス機能を利用して送 
信•受信する（ファクス連携)」 

を参照してください。 

連携先機器との接続に失 
敗しました。連携先機器 
の構成に問題があります。 
管理者にご確認ください。 

ファクス連携の接続先設定、 
または接続先の機器の構成 
が正しくありません。 

連携ファクス機能を使用して他機に 
接続するときの設定および機器構成 
については、管理者に確認してくださ 
い。 

ユーザーコード認証が有 
効になっているため、ファ 
クス連携を使用できませ 
ん。 

ファクス連携機能はユー 
ザーコード認証に対応して 
いません。 

ファクス連携機能にはユーザーコー 
ド認証を設定しないでください。 

外部課金装置が接続され 
ているため、ファクス連携 
を利用できません。 

ファクス連携機能は外部課 
金オプションに対応してい 
ません。 

ファクス連携機能を使用するときは 
外部課金オプションを装着しないで 
ください。 

転送エラーが発生しまし 
た。連携先機器の状態を 
確認してください。 

転送中にネットワークでエ 
ラーが発生しました。 

-接続先の機器が正常に動作して 
いるか確認してください。 

• LAN ケーブルが正しく接続され 
ているか確認してください。 

• 「システム初期設定」で接続先の 
機器の IP アドレスまたはホスト 
名が正しく設定されているか確 
認してください。接続先の機器 
の IP アドレスまたはホスト名の 
設定については、管理者に確認 
してください。 

• ネツトワークエラーについて 
は、管理者に確認してください。 

連携先機器の八ードディ 
スクが満杯です。 

ファクス連携機能で原稿を 
読み取ったときに八ード 
ディスクがいっぱいになり 
ました。 

不要なファイルを削除してください。 

指定された操作を実行で 
きません。文書が使用中、 
または送信を完了してい 
ます。 

操作側の機器から送信待機 
文書を確認しようとしたと 
きに、すでに文書が送信完了 
していました。 

ジョブの詳細を確認するときは、[通 
信確認/印刷]を押してから[送信义 
書確認/中止]を押して確認してくだ 
さし、。 













操作部の画面にメッセージが表示されたとき 


メッセージ 

原因 

対処方まと参照先 

証明書が有効期間外の宛 
先のため、選択できませ 
ん。 

ユーザー証明書（あて先証明 
書）が有効期間外です。 

新しいユーザー証明書の導入が必要 
です。ユーザー証明書（あて先証明 
書）については『セキュリティーガイ 
ド』©を参照してください。 

証明書が有効期間外の宛 
先が含まれているため、指 
定したグループ宛先は、選 
択できません。 

ユーザー証明書（あて先証明 
書）が有効期間外です。 

新しいユーザー証明書の導入が必要 
です。ユーザー証明書（あて先証明 
書）については『セキュリティーガイ 
ド』 ® を参照してください。 

プログラムに有効期間外 
の宛先が含まれているた 
め、宛先の呼び出しを行い 
ません。 

ユーザー証明書（あて先証明 
書）が有効期間外です。 

新しいユーザー証明書の導入が必要 
です。ユーザー証明書（あて先証明 
書）については『セキュリティーガイ 
ド』のを参照してください。 

プログラムに登録されて 
いる送信結果メール通知 
宛先の証明書が有効期間 
外のため、送信結果メール 
通知宛先の呼び出しを行 
いません。 

ユーザー証明書（あて先証明 
書）が有効期間外です。 

新しいユーザー証明書の導入が必要 
です。ユーザー証明書（あて先証明 
書）については『セキュリティーガイ 
ド』 ® を参照してください。 

プログラムに登録されて 
いる送信結果メー レ通知 
宛先に、証明書が有効期間 
外の宛先が含まれている 
ため、送信結果通知宛先の 
呼び出しを行いません。 

ユーザー証明書（あて先証明 
書）が有効期間外です。 

新しいユーザー証明書の導入が必要 
です。ユーザー証明書（あて先証明 
書）については『セキュリティーガイ 
ド』©を参照してください。 

指定されている宛先の証 
明書が有効期間外のため、 
送信結果メール通知を設 
定できません。 

ユーザー証明書（あて先証明 
書）が有効期間外です。 

新しいユーザー証明書の導入が必要 
です。ユーザー証明書（あて先証明 
書）については『セキュリティーガイ 
ド』のを参照してください。 

暗号化用の証明書が有効 
期間外のため、送信できま 
せん。 

ユーザー証明書（あて先証明 
書）が有効期間外です。 

新しいユーザー証明書の導入が必要 
です。ユーザー証明書（あて先証明 
書）については『セキュリティーガイ 
ド』のを参照してください。 

機器証明書 （ S / MIME 署名 
用）が有効期間外のため、 
XXX できません。 

( XXX は操作内容を示しま 
す。） 

機器証明書 （ S / MIME 署名 
用）が有効期間外です。 

新しい機器証明書の導入が必要です。 
機器証明書 （ S / MIME 署名用）の導入 
については『セキュリティーガイド』 
のを参照してください。 

プログラムに暗号化用の 
証明書が存在しない宛先 
が含まれています。 

ユーザー証明書（あて先証明 
書）がありません。 

ユーザー証明書（あて先証明書）につ 
いては『セキュリティーガイド』© 

を参照してください。 















10. トラブルを解決する 


メッセージ 

原因 

対処方まと参照先 

プログラムに登録されて 
いる送信結果メール通知 
宛先に、暗号化用の証明書 
が存在しません。 

ユーザー証明書（あて先証明 
書）がありません。 

ユーザー証明書（あて先証明書）につ 
いては『セキュリティーガイド』© 

を参照してください。 

プログラムに登録されて 
いる送信結果メール通知 
宛先に、暗号化用の証明書 
が存在しない宛先が含ま 
れています。 

ユーザー証明書（あて先証明 
書）がありません。 

ユーザー証明書（あて先証明書）につ 
いては『セキュリティーガイド』© 

を参照してください。 

機器証明書 （ S / MIME 署名 
用）が有効期間外のため、 
プログラムに登録されて 
いる XXX の呼び出しを行 
いません。 

( XXX はメール宛先または 
送信結果メール通知宛先 
を示します。） 

機器証明書 （ S / MIME 署名 
用）が有効期間外です。 

新しい機器証明書の導入が必要です。 
機器証明書 （ S / MIME 署名用）の導入 
については『セキュリティーガイド』 
のを参照してください。 

機器証明書 （ S / MIME 署名 
用）に問題があるため 、XXX 
できません。機器証明書 
を確認してください。 

( XXX には操作内容が表示 
されます。） 

機器証明書 （ S / MIME 署名 
用）がない、または不正な証 
明書です。 

新しい機器証明書の導入が必要です。 
機器証明書 （ S / MIME 署名用）の導入 
については『セキュリティーガイド』 
® を参照してください。 

機器証明書に/ MIME 署名 
用）に問題があるため 、XXX 
の呼び出しを行いません。 
( XXX はメール宛先または 
送信結果メール通知宛先 
を示します。） 

機器証明書 （ S / MIME 署名 
用）がない、または不正な証 
明書です。 

新しい機器証明書の導入が必要です。 
機器証明書 （ S / MIME 署名用）の導入 
については『セキュリティーガイド』 
©を参照してください。 

機器証明書 （ S / MIME 署名 
用）に問題があるため、送 
信結果メール通知を鼓定 
できません。 

機器証明書 （ S / MIME 署名 
用）がない、または不正な証 
明書です。 

新しい機器証明書の導入が必要です。 
機器証明書 （ S / MIME 署名用）の導入 
については『セキュリティーガイド』 
のを参照してください。 

機器証明書（デジタル署名 
PDF 用）が有効期間外のた 
め、プログラムに登録され 
ているメール宛先の呼び 
出しを行いません。 

機器証明書（デジタル署名 
PDF 用）が有効期間外です。 

新しい機器証明書の導入が必要です。 
機器証明書（デジタル署名 PDF 用） 

の導入については『セキュリティーガ 
イド』のを参照してください。 

機器証明書（デジタル署名 
PDF 用）が有効期間外のた 
め、 XXX できません。 

( XXX は操作内容を示しま 
す。） 

機器証明書（デジタル署名 
PDF 用）が有効期間外です。 

新しい機器証明書の導入が必要です。 
機器証明書（デジタル署名 PDF 用） 

の導入については『セキュリティーガ 
イド』©を参照してください。 














操作部の画面にメッセージが表示されたとき 


メッセージ 

原因 

対処方まと参照先 

機器証明書（デジタル署名 
PDF 用）に問題があるた 
め、 XXX できません。機器 
証明書の設定を確認して 
ください。 

( XXX は操作内容を示しま 
す。） 

機器証明書（デジタル署名 
PDF 用）がない、または不 
正な証明書です。 

新しい機器証明書の導入が必要です。 
機器証明書（デジタル署名 PDF 用） 

の導入については『セキュリテイーガ 
イド』のを参照してください。 

機器証明書（デジタル署名 
PDF 用）に問題があるた 
め、プログラムに登録され 
ているメール宛先の呼び 
出しを行いません。 

機器証明書（デジタル署名 
PDF 用）がない、または不 
正な証明書です。 

新しい機器証明書の導入が必要です。 
機器証明書（デジタル署名 PDF 用） 

の導入については『セキュリテイーガ 
イド』のを参照してください。 


Q 補足 ） 

• 「ネットワークに問題がないか確認してください。」というメッセージが表示されてい 
るときは、ネットワークに正しく接続されていないか、または本機の設定が正しくあ 
りません。ネットワークへの接続が必要ないときは、メッセージを表示させないよう 
にできます。この設定をすると[状態確認]キーの点灯も消えます。メッセージを表 
示させない設定について詳しくは、『ファクス』の「パラメーター設定」を参照して 
ください。ネットワークに接続するときは、ネットワークの接続状況を確認するた 
め、必ず設定を「表示する」に戻してください。 

•いずれかの給紙トレイに用紙がなくなると、「用紙がなくなりました。用紙を補給し 
てください。」のメッセージが表示されます。給紙トレイに用紙を補給してくださし 
ほかの給紙トレイに用紙があるときは、メッセージが表示されていても通常どおりの 
受信ができます。このメッセージを表示するかどうかは、「パラメーター設定」で設 
定できます。工場出荷時は 「Off (しない)」に設定されています。パラメーター設定 
について詳しくは、 『ファクス』の 「パラメーター設定」を参照してください。 


ファクス使用中にメモリーがいっぱいになったとき 


メッセージ 

原因 

対処方法と参照先 

メモリーがいっぱいになり 
ました。 

これが上の読み取りはでき 
ません。 

読み取ったページのみ送信 
します。 

メモリーがいっぱいになっ 
ています。 

陥認]を押すと待機中の状態に戻り、 
蓄積できたページまでの送信を始め 
ます。通信結果レポートで送信され 
ていないページを確認し、送信し直し 
てください。 














10. トラブルを解決する 


プリンター使用中にメッセージが表示されたとき 

おもなメッセージについて説明します。そのほかのメッセージが表示されたときは、メッ 
セージにしたがって対処してください。 

サービスコールのメッセージには、連絡先と機械番号が表示されるので、確認のうえ、 
サービス実施店に連絡してください。連絡先が空欄のときは、販売店に連絡してくださ 
し、。 


状態表示メッセージ 


メッセージ 

状態 

印刷できます 

パソコンからデータを送って印刷できます。 

印刷中です 

印刷しています。 

印刷データ待ち 

印刷データの受信待ちです。データの受信が完了すると印刷が始ま 
ります。 

オフライン 

オフライン状態です。 

おまちください 

• 1秒程度の短い間、このメッセージが表示されることがありま 
す。準備中、初期調整中、またはトナー補給中です。しばらく 
お待ちくたさい。 

• 本機を使用できる温度の範囲外です。本機を使用できる環境 
に設置し直してください。本機を使用できる環境に設置され 
ているときは、本機が環境になじむまでしばらく時間をおいて 
から使用してください。 

へキサダンプモード 

16進法でデータを印刷できるモードです。 

へキサダンプモードを解除するときは、[印刷取消]を押してくださ 
い。 

印刷取消中 

印刷ジョブを取り消し中です。 

「印刷できます」と表示されるまでお待ちください。 

設定変更中 

設定変更中です。 

—時停止中です 

Ridoc 10 Navi からの操作で印刷を一時停止しています。 

印刷を再開するときは 、 Ridoc 10 Navi の自分の[ジョブー覧]から 
再開するか 、 Web Image Monitor から再開できます 。 Web Image 
Monitor から印刷を再開するときは、管理者に確認してください。 

印刷停止中です 

[ストップ]キーまたは[ジョブ操作]を押して印刷を停止しまし 
た。 

© Remote 証明書の更新中 
です 

© Remote 証明書の更新中です。しばらくお待ちください。 
















操作部の画面にメッセージが表示されたとき 


エラーコードが表示されないメツセージ 

〇 重要 ） 

•ま電源の切りかたは、 P .50 「電源の入れかた、切りかた J を参照し、正しい方法で操 
作してください。 


操作部の画面に表示されるメッセージ 


メッセージ 

原因 

対処方法と参照先 

Bluetooth インターフェー 
スに接続できません。 
Bluetooth インターフェー 
スを確認してください。 

• Bluetooth オプション 
が起動後に装着されま 
した。 

• Bluetooth オプション 
が起動後に抜かれまし 
た。 

主電源を切り、目 luetooth オプション 
が正しく装着されているか確認して 
ください。それでも同じメッセージ 
が表示されるときは、サービス実施店 
に確認してください。 

無線カードが故障していま 
す。 サービスにご連絡くだ 
さし、。 

(「無線カード」は、拡張無 
線 LAN ボード、または 
Bluetooth オプションを指 
しています。） 

Bluetooth オプションにア 
クセスはできますが、エ 
ラーを検出しました。 

主電源を切り、目 luetooth オプション 
が正しく装着されているか確認して 
ください。それでも同じメッセージ 
が表示されるときは、サービス実施店 
に確認してください。 

宛先表を更新しています。 
しばらくお待ちください。 
すでに宛先/送信者名が選 
択されていた場合は、この 
表示が消えた後に選択しな 
おしてください。 

Web Image Monitor を使用 
して、ネットワークから宛 
先登録を実行しています。 

メッセージが消えるまでお待ちくだ 
さい。また、メッセージが表示されて 
いる間は、主電源スイッチを 「 S ね nd 
by 」 にしないでください。なお、登録 
する宛先の数によっては、しばらく操 
作できないことがあります。 

エラーが発生しました。 

構文エラーなどが発生して 
います。 

PDF ファイルが正しいかどうか確認 
してください。 

この機能を利用する権限が 
ないため、ジョブはキャン 
セルされました。 

ログインしたユーザーにそ 
の機能を使用する権限が設 
定されていません。 

権限の設定については、『セキュリ 
ティーガイド』のを参照してくださ 
い。 

この PDF ファイルを印刷 
する権限がありません。 

印刷しようとしたユーザー 
には、この PDF ファイルを 
印刷する権限がありませ 
ん。 

PDF ファイルのセキュリテイー設定 
を確認してください。 














10. トラブルを解決する 


メッセージ 

原因 

対処方まと参照先 

指定した用紙サイズと用紙 
種類に合った給紙トレイが 
ありません。トレイの設定 
を下記の用紙サイズと用紙 
種類に変更するか、強制印 
刷するトレイを選択して、 
[実行]キーを押してくださ 
い0 

プリンタードライバーの設 
定が間違っているか、また 
はプリンタードライバーで 
指定した用紙サイズ、用紙 
種類の用紙がトレイにあり 
ません。 

• プリンタードライバーの設定を 
確認して、プリンタードライ 
バーで指定した用紙サイズ、ま 
たは用紙種類をトレイにセット 
してください。用紙サイズの変 
要方法は、『用紙の仕様とセット 
方法』®「用紙サイズを変更す 
る」を参照してください。 

• トレイを選んで強制印刷をする 
力、、[印刷取消]を押して印刷を 
中止してください。強制印刷お 
よび印刷の取り消しについて 
は、『プリンター』®「用紙サイ 
ズや用紙種類のエラーが表示さ 
れたとき」を参照してください。 

消耗品の自動発をに失敗し 
ました。 

消耗品の自動発をに失敗し 
ました。 

サービス実施店に連絡してください。 

選択された文書にアクセス 
権のない文書が含まれてい 
ました。 

アクセス権のある文書のみ 
消去されます。 

削除する権限のない文書を 
削除しようとしました。 

蓄積文書のアクセス権の確認や削除 
する権限のない文書を削除するとき 
は、『セキュリティーガイド』 ® を参 
照してください。 

n に用紙がありません。卜 
レイに用紙を補給してくだ 
さい。他のトレイから強制 
印刷する場合は、使用する 
トレイを選択して[実行] 
キーを押してください。 

( n にはトレイ名が入りま 
す。） 

プリンタードライバーの設 
定が間違っている、または 
プリンタードライバーで指 
定した用紙サイズの用紙が 
トレイにありません。 

指定した用紙サイズと同じサイズの 
用紙がセットされているトレイを指 
定してください。 

ファイルシステムがいっぱ 
いです。 

ファイルシステムの容量が 
いっぱいで、 PDF ファイル 
を印刷できません。 

本機に蓄積している不要な文書を削 
除してください。 

ファイルシステムの取得に 
失敗しました。 

ファイルシステムが取得で 
きないため、 PDF 受信 、 PDF 
ダイレクト印刷ができませ 
ん。 

主電源を入れ直してください。それ 
でも同じメッセージが表示されると 
きは、サービス実施店に確認してくだ 
さし、。 

本文を章区切り紙と同じ卜 
レイで指定しているため印 
刷できません。設定を確認 
してください。 

本文と章区切り紙を同じ卜 
レイに設定しているため印 
刷できません。 

ジョブリセットをしてください。本 
文は章区切り紙と異なるトレイを使 
用する設定にして印刷し直してくだ 
さい。 













操作部の画面にメッセージが表示されたとき 


操作部の画面、およびレポートに表示されるメツセージ 


メッセージ 

原因 

対処方法と参照先 

HDD エラー 

八ードディスクに異常が発 
生しています。 

主電源を入れ直してください。それ 
でも同じメッセージが表示されると 
きは、サービス実施店に確認してくだ 
さし、。 

US 目エラー 

US 目インターフェースに異 
常が発生しています。 

主電源を入れ直してください。それ 
でも同じメッセージが表示されると 
きは、サービス実施店に確認してくだ 
さし、。 

イーサネットエラー 

イーサネットインター 
フェースに異常が発生して 
います。 

主電源を入れ直してください。それ 
でも同じメッセージが表示されると 
きは、サービス実施店に確認してくだ 
さし、。 

パラレルエラー 

パラレルインターフェース 
に異常が発生しています。 

主電源を入れ直してください。それ 
でも同じメッセージが表示されると 
きは、サービス実施店に確認してくだ 
さし、。 

プリンターフォントエラー 

プリンターのフォントファ 
イルが異常です。 

サービス実施店に確認してください。 

無線力ードエラー 
(「無線カード」は、拡張無 
線 LAN ボード、または 
Bluetooth オプションを指 
しています。） 

• Bluetooth オプション 
が起動後に装着されま 
した。 

• Bluetooth オプション 
が起動後に抜かれまし 
た。 

主電源を切り、 Bluetooth オプション 
が正しく装着されているか確認して 
ください。それでも同じメッセージ 
が表示されるときは、サービス実施店 
に確認してください。 

無線力ードエラー 
(「無線カード」は、拡張無 
線 LAN ボード、または 
Bluetooth オプションを指 
しています。） 

拡張無線 LAN ボードにァ 
クセスはできますが、エ 
ラーを検出しました。 

主電源を切り、拡張無線 LAN ボード 
を確認してください。それでも同じ 
メッセージが表示されるときは、サー 
ビス実施店に連絡してください。 













10. トラブルを解決する 


メディアプリントを使用中に操作部の画面に表示されるメッセージ 


メッセージ 

原因 

対処方法と参照先 

選択ファイルのサイズが大 
きすぎます。 

• 選択しているファイル 
のサイズが、 1 G 目を超 
えています。 

• 選択しているファイル 
のサイズの合計が、 

1 GB を超えています。 

選択しているファイルサイズの合計 
力 《1 G 目を超えるとき、メディアプリ 
ント機能では印刷できません。 

• 合計 1 G 目を超える複数のファイ 
ルを選択しているときは、個別 
に選択してください。 

• 選択しているファイルのサイズ 
力 《1 G 目を超えるときは、メディ 
アプリント機能が外の機能を使 
用して印刷してください。 

異なる形式のファイルを一緒に選択 
はできません。 

選択されたファイルの合計 
サイズが、上限値を超えま 
した。これが上は選択でき 
ません。 

• 選択しているファイル 
のサイズが、 1 G 目を超 
えています。 

• 選択しているファイル 
のサイズの合計が、 

1 GB を超えています。 

選択しているファイルサイズの合計 
力 《1 G 目を超えるとき、メディアプリ 
ント機能では印刷できません。 

• 合計 1 G 目を超える複数のファイ 
ルを選択しているときは、個別 
に選択してください。 

• 選択しているファイルのサイズ 
力 《1 G 目を超えるときは、メディ 
アプリント機能が外の機能を使 
用して印刷してください。 

異なる形式のファイルを一緒に選択 
はできません。 

利用できないメディアのた 
め、ファイルを表示できま 
せん。 

認識できないメディアを使 
用しています。 

• メディアプリント機能で推奨す 
るメディアについては、リコー 
ホームページを参照してくださ 
い。 

• パスワード設定などのセキュリ 
ティー機能を有効にした USB メ 
モリーは、正しく動作しないこ 
とがあります。 


エラーコー ドが表示されるメ ッセージ 

〇 重要 ） 

• 「エラーコードが表示されるメッセー义は、「プリンター初期設定 J から[システム 
設定]の[エラー表示設定]を[すべて表示]に設定すると表示されます。 

•主電源の切りかたは、 P .50 「電源の入れかた、切りかた J を参照し、正しい方法で操 
作してください。 











操作部の画面にメッセージが表示されたとき 


メッセージ 

原因 

対処方法と参照先 

84 :イメージ処理用のワー 
クエリアがありません。 

イメージ処理用のワークエ 
リアがありません。 

• 「プリンター初期設定」で[優先 
メモリー]を [ユー ザーメモ 
リー]に変更してください。設定 
項目については、『プリンター』 

の「システム設定」を参照して 
ください。 

• 送信データを減らしてください。 

85 :グラフィックスの環境 
が不当です。 

指定されたグラフィックラ 
イブラリがありません。 

データが正しいか確認してください。 

86 :制御コードのパラメー 
夕 一が不適当です。 

制御コードのパラメー ター 
が不適当です。 

正しいパラメーターを設定してくだ 
さい。 

87 :フリーサイズのための 
メモリー領域がありませ 

フリーサイズのためのメモ 
リー領域がありません。 

• 「プリンター初期設定」で[優先 
メモリー]を [ユー ザーメモ 
リー]に変更してください。設定 
項目については、『プリンター』 

の「システム設定」を参照して 
ください。 

• サイズの指定をルさくしてくだ 
さし、。 

89 : メモリースイッチの内 
容が不良です。 

[国別指定]の設定が正しく 
ありません。または印刷条 
件の設定が最大値を超えて 
います。 

印刷条件の設定については、『エミュ 
レーシヨン』®「プリンターの設定」 
を参照してください。 

90 :外部メディア上に空き 
領域がありません。 

RPDL または R 55 で、ノ、一 
ドディスクの空き領域が少 
なくなりました。 

登録されているフォントやフォーム 
のうち不要なものを削除してくださ 
い。 

91:ジョブがキャンセルさ 
れました。 

コマンド解析不可、不正コ 
マンド検知などにより、 
オートジョブキャンセル機 
能が作動し、印刷が中止さ 
れました。 

データが正しいか確認してください。 

92 :イメ ージ/才ーバーレ 
イのメモリー領域がありま 
せん。 

イメージオーバーレイのた 
めのメモリー領域が不足し 
ています。 

• プリンタードライバーで解像度 
を低く設定してください。プリ 
ンタードライバーの設定方法は 
プリンタードライバーのヘルプ 
を参照してください。 

• 「プリンター初期設定」で[優先 
メモリー]を [ユー ザーメモ 
リー]に変更してください。設定 
項目については、『プリンター』 

の「システム設定」を参照して 
ください。 














10. トラブルを解決する 


メツセージ 

原因 

対処方法と参照先 

92 :イメージ/才ーバーレ 
イのメモリー領域がありま 
せん。 

メモリーがいっぱいになっ 
ています。 

• プリンタードライバーで解像度 
を低く設定してください。プリ 
ンタードライバーの設定方法は 
プリンタードライバーのヘルプ 
を参照してください。 

• 「プリンター初期設定」で[優先 
メモリー]を[ユーザーメモ 
リー]に変更してください。設定 
項目については、『プリンター』 

の「システム設定」を参照して 
ください。 

• それでも同じメッセージが表示 
されるときは、送信データを減ら 
してください。 

93 :外字/ダウンロードの 
ためのメモリー領域があり 
ません。 

外字またはフォントなどを 
登録するメモリー領域が足 
りません。 

• 「プリンター初期設定」で[優先 
メモリー]を[ユーザーメモ 
リー]に変更してください。設定 
項目については、『プリンター』 

® 「システム設定」を参照して 
ください。 

• 登録データを減らしてください。 

94 :ダウンロードデータに 
不良があります。 

フォントのダウン□ード 
データに誤りがありまし 
た。 

フォントセツトダウンロードのパラ 
メーターを修正してください。 

95 :指定されたフォントが 
フォントファイルにありま 
せん。 

存在しない文字の印字要求 
がありました。 

文字コードを正しく設定してくださ 
い。 

96 :文きセツトエラー 

指定されたフォントを選択 
できません。 

存在するフォントを選択するように、 
パラメーターを修正してください。 

96 :フォントをセレクトで 
きません。 

指定されたフォントを選択 
できません。 

を在するフォントを選択するように、 
パラメーターを修正してください。 

97 :フォントをアロケー 
シヨンするエリアがありま 
せん。 

フォントを登録する領域が 
ありません。 

• 「プリンター初期設定」で[優先 
メモリー]を[ユーザーメモ 
リー]に変更してください。設定 
項目については、『プリンター』 

の「システム設定」を参照して 
ください。 

• 送信データを減らしてください。 

98 :八ードディスクへのア 
クセスに失敗しました。 

八ードディスクへのアクセ 
スに失敗しました。 

主電源を入れ直してください。それ 
でも同じメッセージが表示されると 
きは、サービス実施店に確認してくだ 
さし、。 














操作部の画面にメッセージが表示されたとき 


メッセージ 

原因 

対処方法と参照先 

99 :データェラー 

RTIFF のデータ処理中に致 
命的なエラーが発生しまし 
た。 

対処方法は『エミュレーシヨン』の 
「 RTIFF エミュレーシヨン」を参照し 
てください。 

99 :ワーニング 

RTIFF のデータ処理中にエ 
ラーが発生しました。 

対処方法は『エミュレーシヨン』® 
「 RTIFF エミュレーシヨン」を参照し 
てください。 

9目：認証が不適合のためコ 
マンドはキャンセルされま 
した。 

認証が不適合なユーザー 
が 、プログラムの登録また 
は給紙トレイの情報登録を 
しようとしました。 

認証については『セキュリティーガイ 
ド』のを参照してください。 

A 3 :才ーバーフロー 

受信バッファが才ーバーフ 
□一しました。 

• 「プリンター初期設定」で[優先 
メモリー]を[ユーザーメモ 
リー]に変更してください。設定 
項目については、『プリンター』 

の「システム設定」を参照して 
ください。 

• 「プリンター初期設定」で[受信 
バッファ]を多く設定してくださ 
し、。設定項目については、『プリ 
ンター』©「インターフェース 
設定」を参照してください。 

• 送信データを減らしてください。 

A 4 :ソートオーバー 

ソートできる枚数をオー 
バーしています。 

印刷ページ数を減らしてください。 

A 6 :ぺージフル 

ページ印刷中にページ画像 
力 《 破棄されました。 

プリンタードライノく一で解像度を低 
く設定してください。プリンタード 
ライノく一の設定方法はプリンタード 
ライパ'—のヘルプを参照してくださ 
い。 

A 9 :ぺージェラー 

試し印刷/機密印刷/保留 
印刷/保存印刷/イメージ 
オーバーレイのフォーム登 
録で、ぺージオーパ'-が発 
生しました。 

• 本機に登録されている文書のう 
ち不要なものを消去してくださ 
い0 

• 印刷するページ数を減らしてく 
ださい。 

AA ： 文書数オーバーが発生 
しました。 

試し印刷/機密印刷/保留 
印刷/保を印刷/イメージ 
オーバーレイのフォーム登 
録で、文書数オーバーが発 
生しました。 

本機に登録されている文書のうち不 
要なものを消去してください。 














10. トラブルを解決する 


メッセージ 

原因 

対処方法と参照先 

AB : HDD オーバーフローが 
発生しました。 

試し印刷/機密印刷/保留 
印刷/保存印刷/イメージ 
オーバーレイのフォーム登 
録で、八ードディスクの 
オーバーフローが発生しま 
した。 

• 本機に登録されている文書のう 
ち不要なものを消去してくださ 
い0 

• 試し印刷/機密印刷/保留印刷 
/保存印刷しようとしている文 
書のサイズを小さくしてくださ 
い0 

AC : HDD 領域がオーバーし 
ました。 

PostScript 3で、フォームま 
たはフォント用の八ード 
ディスク領域がオーバーし 
ました。 

本機に登録されているフォームまた 
はフォントのうち不要なものを削除 
してください。 

AD :蓄積ェラー 

八ードディスクの故障時 
に、試し印刷/機密印刷/ 
保留印刷/保存印刷、また 
はドキュメントボックスへ 
蓄積しました。 

サービス実施店に確認してください。 

AF :登録数ェラー 

イメージオーバーレイの 
フォーム登録で登録数オー 
バーが発生しました。 

登録されているイメージオーバーレ 
イファイルを削除してください。 

AG :八ードディスクフル 

イメージオーバーレイの 
フォーム登録で八ードディ 
スクのオーバーフ□一が発 
生しました。 

登録されているイメージオーバーレ 
イファイルを削除するか、登録データ 
サイズを小さくしてください。 

AH :登録ェラー 

イメージオーバーレイの 
フォーム登録で登録済みの 
フォーム番号に登録しよう 
としました。 

イメージオーバーレイのフォーム登 
録のときは、フォーム番号を変更する 
か登録済みのフォームを削除してか 
ら登録してください。 

AI :指定された用紙サイズ 
には対応していないため、 
ジョブはキャンセルされま 
した。 

給紙できない用紙サイズの 
印刷が指定されたため、 
オートジョブリセットが実 
行されました。 

給紙できる用紙サイズで印刷してく 
ださい。 

AJ :指定された用紙種類に 
は対応していないため、 
ジョブはキャンセルされま 
した。 

給紙できない用紙種類の印 
刷が指定されたためオート 
ジョブリセットが実行され 
ました。 

給紙できる用紙種類で印刷してくだ 
さし、。 

AK :ぺージェラー(自動） 

エラージョブ蓄積機能で通 
常印刷を保留文書として蕾 
積するときにぺージオー 
バーが発生しました。 

• 印刷するページ数を減らしてく 
ださい。 

• 本機に登録されている文書のう 
ち不要なものを削除してくださ 
い。 















操作部の画面にメッセージが表示されたとき 


メッセージ 

原因 

対処方法と参照先 

AL :文書数エラー(自動） 

エラージョブ蓄積機能で通 
常印刷を保留文書として善 
積するときに最大蓄積文書 
数オーバー、または保留文 
書（自動）の最大管理文書 
数オーバーが発生しまし 
た。 

• 保留文書（自動）を削除してくだ 
さし、。 

• 本機に登録されている文書のう 
ち不要なものを削除してくださ 
い0 

AM :八ードディスクフル 
(自動） 

エラージョブ蓄積機能で通 
常印刷を保留文書として善 
積するときに八ードディス 
クのオーバーフローが発生 
しました。 

• 本機に登録されている文書のう 
ち不要なものを削除してくださ 
い。 

. -時蓄積文書、保存文書のサイズ 
を小さくしてください。 

目6 :ユーザー情報の自動登 
録に失敗しました。 

登録件数が満杯で、 LDAP 認 
証、 Windows 認証時に認証 
情報を機器のアドレス帳に 
自動登録できません。 

ユーザー情報の自動登録については、 
『セキュリティーガイド』 ® を参照し 
てください。 

目7 :認証されたユーザーの 
情報が、登録ミ斉みのユー 
ザーと重複しています。 

LDAP や統合サーバー認証 
で、異なるサーパ'-に別の 

ID で同じ名前が登録されて 
いて、ドメイン（サーバー） 
の切り替えなどによって名 
前（アカウント名）の重複 
が発生しました。 

ユーザーの認証については、『セキュ 
リティーガイド』のを参照してくだ 
さい。 

目8 :サーバーからの応答が 
ないため認証できませんで 
した。 

LDAP 認証、 Windows 認証 
のときにサーバーへの認証 
問い合わせでタイムアウト 
が発生しました。 

認証問い合わせ先のサーバーの状態 
を確認してください。 

目9 :他の機能でアドレス帳 
を使用中のため認証できま 
せんでした。 

ほかの機能でアドレス帳を 
使用中の状態が続いてお 
り、認証問い合わせができ 
ません。 

しばらくしてからもう一度操作をや 
り直してください。 

BA： この機能を利用する権 
限がないため、ジョブは 
キャンセルされました。 

ログインユーザー名または 
ログインパスワードが間 
違っています。 

ログインユーザー名またはログイン 
パスワードを確認してください。 

BA :この機能を利用する権 
限がないため、ジョブは 
キャンセルされました。 

機能を使用する権限が設定 
されていません。 

権限の設定については、『セキュリ 
ティーガイド』のを参照してくださ 
い。 














10. トラブルを解決する 


メッセージ 

原因 

対処方法と参照先 

BA ： この機能を利用する権 
限がないため、ジョブは 
キャンセルされました。 

プリンタードライバー側で 
認証が設定されていない 
力、、または、設定が間違っ 
ています。 

プリンタードライバーのプロパティ 
を印刷時に認証情報を確認するよう 
に設定します。そのあとで、プリン 
夕ードライバーでユーザー認証の口 
グインユーザー名、パスワードを正し 
く設定してください。プリンタード 
ライバーの設定方法はプリンタード 
ライバーのヘルプを参照してくださ 
い。 

目目：印刷利用量制限度数に 
達したため、ジョブはキャ 
ンセルされました。 

ユーザーに許可された印刷 
枚数を超えたため、印刷が 
中止されました。 

印刷利用量制限については、『セキュ 
リティーガイド』のを参照してくだ 
さい。 

BC :ソートエラー 

ソートが解除されました。 

主電源を入れ直してください。それ 
でも同じエラーになるときは、サービ 
ス実施店に連絡してください。 

目 F :両面印刷の指定を解除 
しましに0 

両面印刷が解除されまし 
た。 

• 両面印刷できるサイズの用紙を 
使用してください。両面印刷で 
きる用紙については、『保守/仕 
様』®「本体仕様」を参照して 
ください。 

• 「システム初期設定」で使用する 
トレイの[両面印刷の対象]の設 
定を変更してください。設定項 
目については、『ネットワークの 
接続/システム初期設定』®「用 
紙設定」を参照してください。 

BJ :分類コードが間違って 
います。 

分類コードが指定されてい 
ません。 

プリンタードライバーで分類コード 
を指定してから印刷してください。 

BJ :分類コードが間違って 
います。 

分類コードに対応していな 
いプリンタードライバーか 
らの印刷はできません。 

分類コードを任意に設定してくださ 
し、。分類コードの設定方法は、『プリ 
ンター』の「分類コードを設定する」 
を参照してください。 

目 Q :圧縮データエラー 

圧縮データが破損していま 
す。 

• ホストと本機の間で正常に通信 
ができているか確認してくださ 
い0 

• 圧縮データ作成ツールが正常に 
動作完了しているか確認してく 
ださい。 

C 1 :コマンドエラー 

無効なコマンドを受信しま 
した。 

次のいずれかをしてください。 

• OE 、 IN コマンドを実行する。 

• 印刷条件リストを印刷する。 














操作部の画面にメッセージが表示されたとき 


メッセージ 

原因 

対処方法と参照先 

C 2 :パラメーター数エラー 

パラメーターの数が不適当 
です。 

次のいずれかをしてください。 

• OE 、 IN コマンドを実行する。 

• 印刷条件リストを印刷する。 

C 3 :パラメーター範囲エ 
ラー 

パラメーターの範囲が不適 
当です。 

次のいずれかをしてください。 

• OE 、 IN コマンドを実行する。 

• 印刷条件リストを印刷する。 

C 6 :ポジションエラー 

印刷位置が不適当です。 

次のいずれかをしてください。 

• OE 、 IN コマンドを実行する。 

• 印刷条件リストを印刷する。 

C 7 :ポリゴンサイズエラー 

ポリゴンバッファが不足し 
ています。 

次のいずれかをしてください。 

• OE 、 IN コマンドを実行する。 

• 印刷条件リストを印刷する。 

C 8 :フォントキャッシュエ 
ラー 

ダウンロード用バッファサ 
イズが不足しています。 

• 「プリンター初期設定」で[優先 
メモリー]を[ユーザーメモ 
リー]に変更してください。設定 
項目については、『プリンター』 

の「システム設定」を参照して 
ください。 

• ダウンロードするフォントサイ 
ズを減らしてください。 

C 9 :パターンキャッシュエ 
ラー 

ラスターに対するテクス 
チヤーパターン用バッファ 
サイズが不足しています。 

• 「プリンター初期設定」で[優先 
メモリー]を[ユーザーメモ 
リー]に変更してください。設定 
項目については、『プリンター』 

の「システム設定」を参照して 
ください。 

• サイズをルさくしてください。 

CA : 原稿サイズ判定エラー 

原稿サイズ判定用バッファ 
が才ーバーフ□—し、後続 
データ中に、原稿サイズを 
越える領域の描画がありま 
す。 

• 「プリンター初期設定」で[優先 
メモリー]を[ユーザーメモ 
リー]に変更してください。設定 
項目については、『プリンター』 

の「システム設定」を参照して 
ください。 

• サイズをルさくしてください。 

DO :応答エラー 

応答コマンド実行中に、次 
の応答コマンドの実行要求 
がありました。 

次のいずれかをしてください。 

• ESC . E コマンドを実行する。 

• 印刷条件リストを印刷する。 

D 1 :コマンドエラー 

無効なデバイスコントロー 
ルコマンドを受信しまし 
た。 

次のいずれかをしてください。 

• ESC . E コマンドを実行する。 

• 印刷条件リストを印刷する。 















10. トラブルを解決する 


メッセージ 

原因 

対処方法と参照先 

D 2 :無効パラメーターエ 
ラー 

デバイスコントロールコマ 
ンドのパラメーターの中に 
無効な1バイトを受信しま 
した。 

次のいずれかをしてください。 

• ESC . E コマンドを実行する。 

• 印刷条件リストを印刷する。 

D 3 :パラメーター範囲エ 
ラー 

デバイスコントロールコマ 
ンドのパラメーターが有効 
範囲を超えています。 

次のいずれかをしてください。 

• ESC . E コマンドを実行する。 

• 印刷条件リストを印刷する。 

D 4 :パラメーター数エラー 

デバイスコントロールコマ 
ンドのパラメーター数が不 
適当です。 

次のいずれかをしてください。 

• ESC . E コマンドを実行する。 

• 印刷条件リストを印刷する。 

DC :フォントセレクトエ 
ラー 

指定したフォントをセレク 
卜できません。 

次のいずれかをしてください。 

• OE 、 IN コマンドを実行する。 

• 印刷条件リストを印刷する。 

DD :フォントエラー 

指定したフォントがフォン 
トテーブルにありません。 

次のいずれかをしてください。 

• OE 、 IN コマンドを実行する。 

• 印刷条件リストを印刷する。 

DE :パラメーター範囲エ 
ラー 

文字サイズが不適当です。 

次のいずれかをしてください。 

• OE 、 IN コマンドを実行する。 

• 印刷条件リストを印刷する。 

DF :ワークメモリーエラー 

シェーディング実行のため 
の領域が不足しています。 

データの量を減らしてください。 

EA ： 排紙先変更 

排紙先の用紙サイズ制限の 
ため、排紙先を変更しまし 
た。 

正しい排紙先を指定してください。 

L 1 :メモリー容量が限界の 
ため、ドキュメントボック 
スへの蓄積ができませんで 
した。 

ドキュメントボックスへの 
蓄積で八 ー ドディスクの容 
量オーバーが発生しまし 
た。 

• 本機に登録されているドキュメ 
ントボックスの文書を消去して 
ください。 

• 送信文書のサイズをルさくして 
ください。 

L 2 :受信できる最大文書数 
を超えたため、受信ができ 
ませんでした。 

ドキュメントボックスへの 
蓄積で文書数オーバーが発 
生しました。 

本機に登録されているドキュメント 
ボックスの文書を消去してください。 

L 3 :受信できる最大ページ 
数を超えたため、受信がで 
きませんでした。 

ドキュメントボックスへの 
蓄積でページオーバーが発 
生しました。 

• 本機に登録されているドキュメ 
ントボックスの文書を消去して 
ください。 

• 送信文書のページ数を減らして 
ください。 

L 4 :蓄積不可サイズである 
ため、ドキュメントボック 
スへの蓄積ができませんで 
した。 

ドキュメントボックスへの 
蓄積で用紙サイズオーバー 
が発生しました。 

• 送信文書の用紙サイズを蓄積で 
きるサイズに変更してください。 

• 送信文書が不定形サイズのとき 
は、文書を蓄積できません。 


















操作部の画面にメッセージが表示されたとき 


メッセージ 

原因 

対処方法と参照先 

L 5 :ドキュメントボックス 
機能が無効のため、蓄積が 
できませんでした。 

ドキュメントボックス機能 
が無効（使用禁止）となっ 
ています。 

ドキュメントボックス機能の使用に 
ついては、管理者に確認してくださ 
し、。権限の設定については、『セキュ 
リティーガイド』のを参照してくだ 
さい。 

M 1 :义書管理用の文書を善 
積できないため、印刷を中 
止しました（メモリー容量 
限界） 

キャプチャーデータの保存 
時に、八ードディスクの 
オーバーフローが発生しま 
した。 

• 登録されているドキュメント 
ボックスの文書を削除してくだ 
さい。 

• 送信文書のサイズをルさくして 
ください。 

M 2 :文書管理用の文書を善 
積できないため、印刷中止 
しました（蓄積最大文書数 
超過） 

キャプチャーデータの保存 
時に、文書数オーバーが起 
こりました。 

登録されているドキュメントボック 
スの文書を削除してください。 

M 3 :文書管理用の文書を蕾 
積できないため、印刷中止 
しました（最大ページ数超 
過） 

キャプチャーデータの保存 
時に、ぺージ数才ーバーが 
起こりました。 

• 登録されているドキュメント 
ボックスの文書を削除してくだ 
さし、。 

• 送信文書のページ数を減らして 
ください。 

P 1 :コマンドエラー 

RPCS のコマンドエラーで 
す。 

印刷時の設定によっては、 
RPCS が外のプリンタード 
ライバーを使用していると 
きでも発生することがあり 
ます。 

次のいずれかを確認してください。 

• ホストとプリンターの間で正常 
に通信ができるか。 

• 機種に合ったプリンタードライ 
バーを使用しているか。 

• プリンタードライバーが最新の 
バージョンか。リコーのホーム 
ページから最新バージョンを入 
手してください。 

P 2 : メモリーエラー 

メモリーの取得エラーで 
す。 

• プリンタードライバーで解像度 
を低く設定してください。プリ 
ンタードライバーの設定方法は 
プリンタードライバーのヘルプ 
を参照してください。 

• 「プリンター初期設定」で[優先 
メモリー]を [ユー ザーメモ 
リー]に変更してください。設定 
項目については、『プリンター』 

の「システム設定」を参照して 
ください。 

P 3 : メモリーエラー 

メモリーの取得エラーで 
す。 

主電源を入れ直してください。それ 
でも同じメッセージが表示されると 
きは、本体メモリーの交換が必要で 
す。本体メモリーの交換については、 
サービス実施店に連絡してください。 













10. トラブルを解決する 


メッセージ 

原因 

対処方法と参照先 

P 4 :送信中止 

プリンタードライバーか 
ら、データ送信中断コマン 
ドを受信しました。 

ホストが正しく動作しているか確認 
してください。 

P 5 :受信中止 

データの受信が中断しまし 
た。 

データを再送してください。 

メモリーオーバー 

メモリーの取得エラーで 
す。 

PCL 6 のとき 

プリンタードライバーの[項目別 
設定]タブの「メニュー項目：」 
から[印刷品質]を選択します。 
「ベクター/ラスター:」の設定 
を[ラスター]に変更してくださ 
い0 

不正コピー抑止印刷の処理 
中にエラーが発生したた 
め、印刷ジョブを取り消し 
ました。 

不正コピー抑止印刷の設定 
をして、ドキュメントボッ 
クスに蓄積しようとしまし 
た。 

プリンタードライバーの[かんたん設 
定]タブの「印刷方法：」で[ドキュ 
メントボックス]が外の項目を選択す 
る、または不正コピー抑止印刷の設定 
を解除してください。 

不正コピー抑止印刷の処理 
中にエラーが発生したた 
め、印刷ジョブを取り消し 
ました。 

「不正コピー抑止地紋の詳 
細」画面で「文字列の入力」 
が空欄になっています。 

プリンタードライバーの[項目別設 
定]タブで、「メニュー項目：」の[効 
果]を選択します。「不正コピー抑止 
の種類：」の[詳細]をクリックして 
表示される「不正コピー抑止地紋の詳 
細」画面で「文を列の入力：」に文字 
列を設定してください。 

不正コピー抑止印刷の処理 
中にエラーが発生したた 
め、印刷ジョブを取り消し 
ました。 

不正コピー抑止印刷を指定 
したときに、解像度が 
600 dpi よりおく設定されて 
います。 

プリンタードライバーで、解像度を 
600 dpi が上に設定するか、不正コ 
ピー抑止印刷の設定を解除してくだ 
さい。プリンタードライバーの設定 
方法はプリンタードライバーのへル 
プを参照してください。 


メディアプリント機能を使用中に操作部の画面に表示されるメッセージ 


メ ッ セージ 

原因 

対処方法と参照先 

99 :ワーニング 

指定したデータが破損して 
いるか、メディアプリント 
機能で対応していないファ 
イル形式のため印刷できま 
せん。 

データが正しいか確認してください。 
メディアプリント機能で対応してい 
るファイル形式については、『プリン 
ター』®「外部メディアを接続して 
印刷する」を参照してください。 


それでも印刷が開始されないときは、サービス実施店に連絡してください。 
















操作部の画面にメッセージが表示されたとき 


Q 補足 ） 

•プリンター初期設定の[エラー表示設定]を[簡易表示]に設定したときは、表示さ 
れないメッセージがあります。 

•が下の^ッセージは、エラー履歴を印刷したときや、操作画面でのエラー履歴表示に 
て確認できます： 

• 「91:ジョブがキャンセルされました」 

• 「92 :ジョブリセットしました」 

. エラーの 内容は、システム設定リストや印刷条件一覧に印刷されることがあります。 
併せて確認してください。 EP 刷方法は、『プリンター』®「テスト印刷する」、『エミュ 
レーシヨン』の 「 EP 刷条件リストを印刷する」を参照してください。 


スキャナー使用中にメッセージが表示されたとき 

おもなメッセージについて説明します。そのほかのメッセージが表示されたときは、メッ 
セージにしたがつて対処してください。 

〇 重要 ） 

• ここで示されていないエラーメッセージが表示されたときは、メッセージにしたがつ 
て対処してください。それでもメッセージが消えないときは、エラー内容とエラー番 
号（表示されているとき）をサービス実施店に連絡してください。 


メッセージ 

原因 

対処方法と参照先 

PC からの読み取り指示を 
実行できませんでした。 

PC の設定を確認してくだ 
さし、。 

スキャンプ□ファイルが正 
しく設定されていないこと 
があります。 

スキャンプロファイルの設定を確認 
してください。 

LDAP サーバーとの接続に 
失敗しました。 

LDAP サーパ'—の動作状況 
や接続を確認してくださ 
い0 

LDAP サーバーへの接続時 
にネットワークのエラーが 
発生しました。 

• もう一度接続し直しても同じ 
メッセージが表示されるとき 
は、ネットワークの混雑が原因 
として考えられます。 

• 「システム初期設定」で LDAP 
サーバーの設定情報を確認して 
ください。設定項目について 
は、『ネットワークの接続/システ 
ム初期設定』® 「 LDAP サーバ ー 
を設定する」を参照してくださ 
い0 

LDAP サーバーとの認証に 
失敗しました。 

設定内容を確認してくださ 

い。 

ユーザー名、パスワードが 
LDAP 認証で設定したもの 
と異なっています。 

LDAP 認証については『セキュリ 
ティーガイド』のを参照してくださ 
い。 













10. トラブルを解決する 


メッセージ 

原因 

対処方法と参照先 

SMTP 認証メールアドレス 
と管理者メールアドレスが 
不一致です。 

SMTP 認証メールアドレス 
が管理者メールアドレスと 
—致していません。 

SMTP 認証については、『ネットワー 
ク の接続/システム初期設定』の「ファ 
イル転送設定」を参照してください。 

宛先表/機器設定が更新さ 
れました。すでに選択され 
ている宛先および機能は解 
除されます。もラー度選択 
しなおしてください。 

Web Image Monitor を使用 
して、ネットワークから宛 
先登録を実行しています。 

メッセージが消えるまでお待ちくだ 
さい。また、メッセージが表示されて 
いる間は、主電源スイッチを 「Stand 
by 」 にしないでください。なお、登録 
する宛先の数によっては、しばらく操 
作できないことがあります。 

宛先表の更新に失敗しまし 
た。 

もう一度実行しますか？ 

ネットワークにエラーが発 
生しています。 

• サーバー側の接続を確認してく 
ださい。 

• ウイルス対策ソフトや、 0 S の 
ファイアウォール機能が動作し 
ていると、ネットワーク接続時 
に本機に接続できないことがあ 
ります。 

• ウイルス対策ソフトのとき 
は、アプリケーションの設 
定で該当プログラムを除外 
リス h に登録してくださ 
し、。使用しているウイルス 
ソフトによって操作は異な 
ります。除外リストの登録 
について詳しくはウイルス 
ソフトのヘルプを参照して 
ください。 

• 0 S のファイアウォール機 
能のときは、本機で指定し 
ている IP アドレスをファ 
イアウォールから除外する 
ように設定してください。 
設定方法は 0 S のヘルプを 
参照してください。 

一度に送信できる文書数を 
超えています。 

選択している文書数を減ら 
してください。 

送信できる文書数の上限を 
超えています。 

送信する文書の数を減らしてから送 
信し直してください。 










操作部の画面にメッセージが表示されたとき 


メッセージ 

原因 

対処方法と参照先 

原稿サイズがわかりませ 

読み取りサイズを選択して 
ください。 

サイズを読み取りにくい原 
稿がセツトされています。 

• 原稿を正しくセットし直してく 
ださい。 

• 読み取りサイズを指定してくだ 
さし、。 

• 原稿ガラスで読み取るときは、 
自動原稿送り装置 ( ADF ) の開閉 
で原稿サイズが検知されます。 

30度が上の角度で確実に開けて 
ください。 

現在の状態では PC と通信 
できません。管理者に確認 
してください。 

WSD ( Device ) プロトコル、 
または WSD ( Scanner ） プ 
ロトコルが無効になってい 
ます。 

WSD プロトコルの有効/無効設定に 
ついては『セキュリティーガイド』® 
を参照してください。 

検索結果が表示可能な件数 
を超えました。 

-度に表示できる検索結果 
は n 件までです。 

( n には数字が入ります。） 

検索結果が表示できる件数 
を超えています。 

検索条件を変更してから、再度検索し 
てください。 

この機能を利用する権限は 
ありません。 

ログインしたユーザーにそ 
の機能を使用する権限が設 
定されていません。 

権限の設定については、『セキュリ 
ティーガイド』のを参照してくださ 
い0 

最大送信待機文書数を超え 
ましに。 

現在の文書が送信されるま 
で、しばらくおまちくださ 
い。 

最大送信待機文書数の上限 
に達しました。 

メール送信、フォルダー送信、配信の 
送信待機文書が100文書あります。 
これが上追加できないので、文書が送 
信されるまでしばらくお待ちくださ 
い。 

指定時間内に検索できませ 
んでした。 

LDAP サーパ'—の動作状況 
や接続を確認してくださ 
い。 

LDAP サーバーへの接続時 
にネツトワークのエラーが 
発生しました。 

• もう一度接続し直しても同じ 
メッセージが表示されるとき 
は、ネットワークの混雑が原因 
として考えられます。 

• 「システム初期設定」で LDAP 
サーバーの設定情報を確認して 
ください。設定項目について 
は、『ネットワークの接続/システ 
ム初期設定』の 「 LDAP サーバー 
を設定する」を参照してくださ 
い。 

指定したパスは見つかりま 
せん。 

設定内容を確認してくださ 

い0 

送信先のコンピューター名 
またはフォルダー名が間 
違っています。 

送信先のコンピューター名または 
フォルダー名が正しいかを確認して 
ください。 













10. トラブルを解決する 


メッセージ 

原因 

対処方法と参照先 

指定したパスは見つかりま 
せん。 

設定内容を確認してくださ 

い0 

ウイルスソフトや、 OS の 
ファイアウォール機能が動 
作しています。 

ウイルス対策ソフトや、 0 S のファイ 
アウォール機能が動作していると、 
ネットワーク接続時に本機に接続で 
きないことがあります。 

• ウイルス対策ソフトのときは、 
アプリケーションの設定で該当 
プログラムを除外リストに登録 
してください。除外リストの登 
録について詳しくはウイルスソ 
フトのヘルプを参照してくださ 
い0 

• 0 S のファイアウォール機能の 
ときは、本機で指定している IP 
アドレスをファイアウォールか 
ら除外して設定してください。 
設定方法は 0 S のヘルプを参照 
してください。 

指定できるパスの最大文字 
数を超えました。 

指定できるパスの最大文字 
数を超えています。 

指定できるパスの文き数は256文き 
までです。パスの文き数を確認して、 
再度入力してください。 

選択された文書にアクセス 
権のない文書が含まれてい 
ました。 

アクセス権のある文書のみ 
消去されます。 

削除する権限のない文書を 
削除しようとしました。 

蓄積文書のアクセス権の確認や削除 
する権限のない文書を削除するとき 
は、『セキュリティーガイド』 ® を参 
照してください。 

選択された文書に使用中の 
ものが含まれていました。 
使用中の文書は消去できま 
せんでした。 

送信状態が「待機中」となっ 
ている文書や、 Ridoc Desk 
Navigator で文書情報を変 
要中の文書は消去できませ 

送信を中止し、「待機中」状態を解除 
するか Ridoc Desk Navigator での変 
要を終了してから消去してください。 

選択されている文書は使用 
中です。 

パスワードを変更できませ 
ん。 

送信状態が「待機中」となっ 
ている文書や、 Ridoc Desk 
Navigator で文書情報を変 
要中の文書のパスワードは 
変更できません。 

送信を中止し、「待機中」状態を解除 
するか Ridoc Desk Navigator での変 
要を終了してからパスワードを変更 
してください。 

選択されている文書は使用 
中です。 

文書名を変更できません。 

送信状態が「待機中」となっ 
ている文書や、 Ridoc Desk 
Navigator で文書情報を変 
要中の文書の文書名は変更 
できません。 

送信を中止し、「待機中」状態を解除 
するか Ridoc Desk Navigator での変 
要を終了してから文書名を変更して 
ください。 












操作部の画面にメッセージが表示されたとき 


メッセージ 

原因 

対処方法と参照先 

選択されている文書は使用 
中です。 

ユーザー名を変更できませ 
ん。 

送信状態が「待機中」となっ 
ている文書や 、 Ridoc Desk 
Navigator で文書情報を変 
要中の文書のユーザー名は 
変更できません。 

送信を中止し、「待機中」状態を解除 
するか Ridoc Desk Navigator での変 
要を終了してからユーザー名を変更 
してください。 

送信先への接続に失敗しま 
した。 

設定内容を確認してくださ 

い。 

送信先のコンピューター名 
またはフォルダー名が間 
違っています。 

送信先のコンピューター名または 
フォルダー名が正しいかを確認して 
ください。 

送信先との認証に失敗しま 
した。 

設定を確認してください。 
[通信確認/印刷]キーを押す 
と送信先を確認できます。 

ユーザー名、パスワードが 
正しくありません。 

• SMTP 認証のユーザー名とパス 
ワードが正しいかを確認してく 
ださい。 

•送信先フォルダーの ID 、 パス 
ワードが正しいかを確認してく 
ださい。 

• 登録できるパスワードの文字数 
は128文きまでです。128文き 
が内で設定し直してください。 

送信できるメールサイズの 
上限に達したため、送信を 
中止しました。 

[スキャナー初期設定]で送 
信できるメールサイズを確 
認してください。 

1ページあたりのファイル 
サイズが、スキャナー初期 
設定で設定したメールサイ 
ズの上限に達しました。 

「スキャナー初期設定」で次のように 
設定を変更してください。 

• [送信メールサイズ制限]のサイ 
ズを増やします。 

• [メールサイズ制限オーバー時 
分割]を[する（ページごと）]、 
または[する（最大サイズ)]に 
変更します。 

設定項目については、『スキャナー』 

の「送信設定」を参照してください。 

送信に失敗しました。 

陋信確認/印刷]キーを押す 
と送信先を確認できます。 

送信時にネットワークのエ 
ラーが発生し、正しく送信 
できませんでした。 

• 読み取ったデータは消去された 
ので、読み取り直してください。 

• 読み取り直しても同じメッセー 
ジが表示されるときは、ネット 
ワークの混雑か、 WSD スキャ 
ナー送信ではネットワーク設定 
の変更中が原因として考えられ 
るので、管理者に確認してくだ 
さい。 

• 複数の文書を送信していたとき 
は、「通信確認/印刷」画面を表示 
させて送信されなかった文書を 
確認してください。「通信確認/ 
印刷」画面については、『本機の 
ご利用にあたって』©「「通信確 
認/印刷」画面の見かた」を参照 
してください。 











10. トラブルを解決する 


メッセージ 

原因 

対処方法と参照先 

送信に失敗しました。 

送信先の八ードディスクに 
空き容量がありません。 

[通信確認/印刷]キーを押す 
と送信先を確認できます。 

SMTP サーバー 、 FTP サー 
バ ー、 あるいは送信先クラ 
イアントコンピユーター側 
の八ードディスクの容量が 
少ないため、送信できませ 
んでした。 

必要な空き容量を確保してください。 

送信バッファが満杯のた 
め、送信を中止しました。 
しばらくしてから送信しな 
おしてください。 

送信待機中の文書が多いた 
め、送信を中止しました。 

待機中の文書の送信が完了してから、 
送信し直してください。 

他の機能で原稿読み取り中 
です。下記の機能に切り替 
え、読み取りを中止する場 
合はストップキー、継続す 
る場合はスタートキーを押 
してください。 

本機が、コピーなどのス 
キヤナーが外の機能で使用 
されています。 

ほかの機能での操作を終えてから原 
稿を読み取ってください。たとえば、 
陥認]を押したあと、[ホーム]キー 
を押します。ホーム画面で[コピー] 
アイコンを押して、コピーの画面を表 
示させます。[ストップ]キーを押し、 
画面に表示されるメッセージにした 
がって操作を終了させてください。 

蓄積中の文書が1文書あた 
りのページ数の限界に達し 
ました。 

読み取った分までを1つの 
文書として蓄積しますか？ 

蓄積中の文書が1文書あた 
りのページ数の限界に達し 
ています。 

読み取りミ斉みの文書を蓄積するかど 
うか指定してください。読み取れな 
かったページは、別の文書としてもラ 
一度読み取り直してください。文書 
の蓄積方まは、『スキャナー』®「読 
み取った文書を蓄積/保存する」を参 
照してください。 

蓄積できる最大文書数を超 
えました。 

不要になった蓄積文書を消 
去してください。 

蓄積できる最大文書数を超 
えています。 

送信する文書の数を減らすか不要な 
蓄積文書を消去してください。蓄積 
できる文書数については、『スキャ 
ナ ー 』の「蓄積機能」を参照してく 
ださい。 

蓄積できる最大文書数を超 

ょし/し〇 

文書管理用の文書が作成で 
きないため、送信できませ 
ん。 

蓄積できる最大文書数を超 
えています。 

送信する文書の数を減らすか、不要な 
蓄積文書を消去してください。蓄積 
できる文書数については、『スキャ 
ナ ー 』 ® 「蓄積機能」を参照してく 
ださい。 

通信に失敗したため、読み 
取りを開始できませんでし 
た。 

クライアントコンピユー 
ターにスキヤンプロフアイ 
ルが設定されていません。 

クライアントコンピューターでス 
キャンプロファイルを設定してくだ 
さい。設定方法は、『スキャナー』® 
「読み取り設定を新規作成する」を参 
照してください。 













操作部の画面にメッセージが表示されたとき 


メッセージ 

原因 

対処方法と参照先 

通信に失敗したため、読み 
取りを開始できませんでし 
た。 

クライアントコンピュー 
ターのスキャンデータ受信 
時の設定が[何もしない] 

に設定されています。 

クライアントコンピューターでス 
キャナーのプロパティを開き、[イべ 
ント]タブにある[起動]で、受信時 
の動作を設定してください。詳しく 
は 0 S のヘルプを参照してください。 

ドキュメントボックス全体 
で一度に使用できる蓄積文 
書数を超えています。 

ドキュメントボックス全体 
で一度に使用できる蓄積文 
書数を超えています。 

ほかの機能を使用して蓄積した文書 
を確認し、不要な蓄積文書を消去して 
ください。文書を消去する方法は、 
『コピ ー/ ドキュメントボックス』® 
「ドキュメントボックス機能」を参照 
してください。 

入力されたファイル名には 
使用できない文きが含まれ 
ています。 

もう一度入力してくださ 
い0 

が下の半角文字が使用でき 
ます。1の〜 9 V ' A 〜 zv ' a 〜 z ". 

ファイル名として使用でき 
ない文字が設定されていま 
す。 

読み取り時に設定したファイル名を 
確認してください。ファイル名に使 
用できる文きについては、『スキヤ 
ナー』の「ファイル名を設定する」 

を参照してください。 

入力できる最大文字数を超 
えました。 

入力できる最大文字数を超 
えています。 

入力できる最大义字数について詳し 
くは、『スキャナー』®「送信/蓄積/ 
配信機能の各設定項目の値」を参照し 
てください。 

文書管理用の文書が1文書 
あたりのぺージ数の限界に 
達したため、送信できませ 
ん。 

文書管理用の文書が1文書 
あたりのページ数の限界に 
達しました。 

1文書あたり管理できるページ数に 
ついては、『スキャナー』©「送信機 
能」を参照してください。 

無効な宛先が含まれていま 
す。 

有効な宛先のみ選択します 
か？ 

グループにメール送信の宛 
先とフォルダー送信の宛先 
が混在しています。 

• メール送信の宛先を選択すると 
きは、メール送信画面で警告が 
表示されたときに[選択]を選 
択してください。 

• フォルダー送信の宛先を選択す 
るときは、フォルダー送信画面 
で警告が表示されたときに[選 
択]を選択してください。 

メディアがありません。メ 
ディアを挿入してくださ 
い0 

外部メディアがセットされ 
ていません。 

• 外部メディアをセットしてくだ 
さし、。 

• メディアスロットに外部メディ 
アが正しくセットされているか 
確認してください。 













10. トラブルを解決する 


メッセージ 

原因 

対処方法と参照先 

メディアに書き込みできま 
せん。 

メディアまたは機器の設定 
を確認してください。 

• 外部メディアに異常が 
発生しています。 

• ファイル名として使用 
できない文字が設定さ 
れています。 

• 外部メディアが破損していない 
か確認してください。 

• セットした外部メディアが未 
フォーマット、あるいは対応し 
ていないフォーマットか確認し 
てください。 

• 読み取り時に設定したファイル 
名を確認してください。ファイ 
ル名 ( L 使用できる文き(しついて 
細は、『スキャナー』の「ファイ 
ル名を設定する」を参照してく 
ださい。 

メディアの空き容量が不足 
しているため書き込みでき 
ません。メディアを交換し 
てください。 

• 外部メディアの容量が 
いっぱいで、読み取っ 
たデータを保存できま 
せん。 

• 外部メディアの空き容 
量があっても、外部メ 
ディアに保存できる 
ファイル数などの制限 
によっては保をできな 
いことがあります。 

• 外部メディアを交換してくださ 
い。 

• 文書分割、シングルページで読 
み込んだとき、外部メディアへ 
の書き込みが完了したデータは 
そのまま保存されます。外部メ 
ディアを交換し、[再試行]を押 
して残りのデータ保存を再開す 
るか、[中止]を押してスキャン 
し直してください。 

メディアへの書き込みが禁 
止されているため書き込み 
できません。 

外部メディアへの書き込み 
が□ックされています。 

セットした外部メディアの書き込み 
□ック機能を解除してください。 

メモリーの容量が限界に達 
しました。すでに読み取っ 
た文書を蓄積しますか？ 

蓄積時、本機の八ードディ 
スク容量が足りないため、 
途中のぺージまでしか読み 
取りできませんでした。 

読み取り巧みの文書を蓄積するかど 
うか選択してください。 

メモリーの容量が限界に達 
しました。 

読み取りを続行できませ 

読み取り済みのデータを送 
信しますか？ 

送信を中止すると、読み 
取ったデータは消去され、 
蓄積されません。 

メール送信、フォルダー送 
信、または配信と蓄積を同 
時にしたとき、本機の八一 
ドディスク容量が足りない 
ため、途中のページまでし 
か読み取りできませんでし 
た。 

読み取り済みの文書を配信•蓄積する 
かどうか選択してください。 











操作部の画面にメッセージが表示されたとき 


メッセージ 

原因 

対処方法と参照先 

メモリーの容量が限界に達 
しましに0 

読み取りを続行できませ 
ん。 

読み取りミ斉みのデータをメ 
ディアに書き込みますか？ 
書き込みを中止すると、読 
み取ったデータは消去され 
ます。 

外部メディア保存時、本機 
の八ードディスク容量が足 
りないため、途中のページ 
までしか読み取りできませ 
んでした。 

読み取り巧みの文書を外部メディア 
へ保存するかどうか選択してくださ 
い0 

読み取りページ数が限界に 
達しました。 

読み取りを続行できませ 
ん。 

読み取り済みのデータをメ 
ディアに書き込みますか？ 
書き込みを中止すると、読 
み取ったデータは消去され 
ます。 

外部メディア蓄積時、本機 
で読み取りできるページ数 
の上限を超えたため、途中 
までしか読み取りできませ 
んでした。 

外部メディアに書き込む文書の数を 
減らしてから書き込み直してくださ 
い。 

メモリーの容量が限界に達 
しましに0 

読み取りを中止して、読み 
取りミ斉みのデータを消去し 
ます。 

本機の八ードディスク容量 
が足りないため、1ページ 
目を読み取りできませんで 
した。 

• しばらく待ってから読み取り直 
してください。 

•解像度を下げて、読み取りデー 
夕をルさくしてください。読み 
取り条件については、『スキヤ 
ナー』®「送信設定項目」を参 
照してください。 

• 不要な蓄積文書を削除してくだ 
さい。削除方法は、『スキヤ 
ナー』の「蓄積した文書を消去 
する」を参照してください。 

用紙がありません。次のい 
ずれかのサイズの用紙を 
セットしてください。 

A 3 口、 目4 口、 A 4 口、 A 4 口... 

指定した給紙トレイに用紙 
がありません。 

メッセージにしたがって、該当の用紙 
をセットしてください。用紙の補給 
方法は、『用紙の仕様とセット方法』 

の「用紙をセットする」を参照して 
ください。 

読み取りデータが大きすぎ 
ます。 

解像度を確認し、原稿を n 
枚戻してください。 

( n には数字が入ります。） 

読み取った原稿が大きすぎ 
ます。 

読み取りサイズと解像度を指定し直 
してください。大きなサイズの原稿 
を高解像度で読み取るとき、読み取り 
できないことがあります。読み取り 
の設定項目については、『スキヤナー』 
の「解像度と読み取りサイズの関係」 
を参照してください。 











10. トラブルを解決する 


メッセージ 

原因 

対処方法と参照先 

読み取りデータが大きすぎ 
ます。 

解像度を確認し、再スター 
h してください。 

読み取ったデータが大きす 
ぎます。 

読み取りサイズと解像度を指定し直 
してください。大きなサイズの原稿 
を高解像度で読み取るとき、読み取り 
できないことがあります。読み取り 
の設定項目については、『スキャナー』 
の「解像度と読み取りサイズの関係」 
を参照してください。 

読み取りデータが大きすぎ 
ます。 

解像度と変倍率を確認し、 
もう一度スタートキーを押 
してください。 

サイズ指定変倍時に読み 
取ったデータが大きすぎま 
す。 

解像度もしくは、サイズ指定のサイズ 
をルさくして、読み取りし直してくだ 
さし、。 

読み取りデータがルさすぎ 
ます。 

解像度と変倍率を確認し、 
もう一度スタートキーを押 
してください。 

サイズ指定変倍時に読み 
取ったデータがルさすぎま 
す。 

解像度もしくは、サイズ指定のサイズ 
を大きくして、読み取りし直してくだ 
さし、。 

画像の一部を読み取りでき 
ません。 

倍率指定の変倍率が大きす 
ぎると、画像の一部が欠け 
ることがあります。 

. 倍率指定の変倍率をルさくし 
て、読み取りし直してください。 

• 画像の一部が表示されなくても 
構わないときは、そのまま[ス 
タート]キーを押して、読み取 
りを開始してください。 

画像の一部を読み取りでき 
ません。 

大きい原稿をサイズ指定で 
ルさいサイズに変倍したと 
きに、画像の一部が欠ける 
ことがあります。 

• サイズ指定のサイズを大きくし 
て、読み取りし直してください。 

• 画像の一部が表示されなくても 
構わないときは、そのまま[ス 
タート]キーを押して、読み取 
りを開始してください。 

原稿の向きを確認してくだ 
さし、。 

変倍設定と原稿サイズなど 
の組み合わせによっては、 
原稿の読めない向きで読み 
取りができないことがあり 
ます。 

原稿を正しい向きにセットしてくだ 
さし、。 

機器証明書（デジタル署名 
PDF 用）の有効期限が切れ 
ているため、送信できませ 
ん。 

機器証明書（デジタル署名 
PDF 用）が有効期間外です。 

新しい機器証明書の導入が必要です。 
機器証明書（デジタル署名 PDF 用） 

の導入については『セキュリティーガ 
イド』のを参照してください。 

機器証明書（デジタル署名 
PDF 用）が有効期間外のた 
め、 XXX できません。 

( XXX は操作内容を示しま 
す。） 

機器証明書（デジタル署名 
PDF 用）が有効期間外です。 

新しい機器証明書の導入が必要です。 
機器証明書（デジタル署名 PDF 用） 

の導入については『セキュリティーガ 
イド』のを参照してください。 














操作部の画面にメッセージが表示されたとき 


メッセージ 

原因 

対処方法と参照先 

機器証明書（デジタル署名 
PDF 用）が不正なため、送 
信できません。 

機器証明書（デジタル署名 
PDF 用）がないか、あるい 
は不正な証明書です。 

新しい機器証明書の導入が必要です。 
機器証明書（デジタル署名 PDF 用） 

の導入については『セキュリティーガ 
イド』のを参照してください。 

機器証明書（デジタル署名 
PDF 用）に問題があるため、 
XXX できません。機器証明 
書を確認してください。 

( XXX は操作内容を示しま 
す。） 

機器証明書（デジタル署名 
PDF 用）がないか、あるい 
は不正な証明書です。 

新しい機器証明書の導入が必要です。 
機器証明書（デジタル署名 PDF 用） 

の導入については『セキュリティーガ 
イド』のを参照してください。 

機器証明書 （ S / MIME 署名 
用）に問題があるため 、XXX 
できません。機器証明書を 
確認してください。 

( XXX は操作内容を示しま 
す。） 

機器証明書 （ S / MIME 署名 
用）がないか、あるいは不 
正な証明書です。 

新しい機器証明書の導入が必要です。 
機器証明書 （ S / MIME 署名用）の導入 
については『セキュリティーガイド』 
® を参照してください。 

機器証明書 （ S / MIME 署名 
用）が有効期間外のため、 
XXX できません。 

( XXX は操作内容を示しま 
す。） 

機器証明書 （ S / MIME 署名 
用）がないか、あるいは不 
正な証明書です。 

新しい機器証明書の導入が必要です。 
機器証明書 （ S / MIME 署名用）の導入 
については『セキュリティーガイド』 
のを参照してください。 

機器証明書 （ S / MIME 署名 
用）が有効期間外のため、 
送信できません。 

機器証明書 （ S / MIME 署名 
用）が有効期間外です。 

新しい機器証明書の導入が必要です。 
機器証明書 （ S / MIME 署名用）の導入 
については『セキュリティーガイド』 
® を参照してください。 

証明書が有効期間外の宛先 
のため、選択できません。 

ユーザー証明書（あて先証 
明書）が有効期間外です。 

新しいユーザー証明書の導入が必要 
です。ユーザー証明書（あて先証明 
書）については『セキュリティーガイ 
ド』 ® を参照してください。 

証明書が有効期間外の宛先 
が含まれているため、指定 
したグループ宛先は選択で 
きません。 

ユーザー証明書（あて先証 
明書）が有効期間外です。 

新しいユーザー証明書の導入が必要 
です。ユーザー証明書（あて先証明 
書）については『セキュリティーガイ 
ド』のを参照してください。 

暗号化用の証明書が有効期 
間外のため、送信できませ 
ん。 

ユーザー証明書（あて先証 
明書）が有効期間外です。 

新しいユーザー証明書の導入が必要 
です。ユーザー証明書（あて先証明 
書）については『セキュリティーガイ 
ド』のを参照してください。 














10. トラブルを解決する 


パソコンの画面にメッセージが表示された 
と蹇 

おもなメッセージについて説明します。その他の^ッセージが表示されたときは、 木 V 
セージにしたがって対処してください。 

スキャナー使用中にメッセージが表示されたとき 


G 重要 ) 

• ここで示されていないエラーメッセージが表示されたときは、メッセージにしたがつ 
て対処してください。それでもメッセージが消えないときは、エラー内容とエラー番 
号（表示されているとき）をサービス実施店に連絡してください。 

•主電源の切りかたは、 P .50 「電源の入れかた、切りかた J を参照し、正しい方法で操 
作してください。 


メッセージ 

原因 

対処方法と参照先 

ADF で紙づまりが発生しま 
した。 

自動原稿送り装置 ( ADF ) 
で紙づまりが発生していま 
す。 

• 紙づまりを起こした原稿を取り 
除いてください。紙づまりの取 
り除きかたについては、『こまっ 
たときには』の「用紙や原稿が 
つまったとき」を参照してくだ 
さし、。 

•紙づまりを起こしたときは、原 
稿を元に戻してください。 

• 使用している原稿が本機で読み 
取りできるものか確認してくだ 
さし、。 

Winsock のバージヨンが不 
適切です。 ver 1.1 が上をお 
使いください。 

Winsock のバージョンが不 
適切です。 

クライアントコンピューターの OS 
を再インストールするか、 OS の CD - 
ROM から Winsock をコピーしてくだ 
さし、。 

お手数ですがサービスにご 
連絡ください。 

本機に、復帰できないエ 
ラーが発生しています。 

サービス実施店に連絡してください。 

同じ名称が存在します。登 
録されている名称を確認し 
てください。 

すでに使用されている名称 
で登録しようとしていま 
す。 

別名で名称を登録してください。 













パソコンの画面にメッセージが表示されたとき 


メッセージ 

原因 

対処方まと参照先 

原稿のサイズがわかりませ 
ん。読み取りサイズを設定 
してください。 

セットした原稿がずれてい 
ます。 

• 原稿を正しくセットし直してく 
ださい。 

• 読み取りサイズを設定してくだ 
さし、。 

• 原稿ガラスで読み取るときは、 
自動原稿送り装置 ( ADF ) の開閉 
で原稿サイズが検知されます。 

30度が上の角度で確実に開けて 
ください。 

これが上読み取りエリアを 
登録できません。 

登録できる読み取り領域の 
上限を超えています。 

登録できる読み取り領域は100個ま 
でです。不要な読み取り領域を削除 
してください。 

これが上読み取りモードを 
登録できません。 

登録できる読み取りモード 
の上限を超えています。 

登録できる読み取りモードは100個 
までです。不要な読み取りモードを 
削除してください。 

指定された装置は、スキャ 
ナーが使用できません。 

現在、 TWAIN スキャナー機 
能が使用できません。 

サービス実施店に連絡してください。 

スキャナーが使用できませ 
ん。スキャナーの接続状態 
を確認してください。 

本機の主電源が 「Stand by 」 
になっています。 

本機の主電源スイッチを 「 On 」 にし 
てください。 

スキャナーが使用できませ 
ん。スキャナーの接続状態 
を確認してください。 

本機が正しくネットワーク 
に接続されていません。 

• 本機が正しくネットワークに接 
続されているか確認してくださ 
い。 

• クライアントコンピューターの 
パーソナルファイアウォール機 
能を解除してください。 

• 本機のプ□トコルの設定が 
SNMPv 1/ v 2 になっていること 
を、 telnet などから確認してくだ 
さい。 telnet については、『ネツ 
トワークの接続/システム初期設 
定』 ©「 telnet を使用する」を参 
照してください。 












10. トラブルを解決する 


メッセージ 

原因 

対処方まと参照先 

スキャナーが使用できませ 
ん。スキャナーの接続状態 
を確認してください。 

ホスト名から本機の IP ア 
ドレスを取得できなかった 
ため、ネットワーク通信で 
きません。本機で IPv 6 だ 
けを有効に設定していると 
きは、 IPv 6 アドレスを取得 
できないことがあります。 

• Network 接続限定ツールで本機 
のホスト名が設定されているか 
確認してください。 WIA ドライ 
バーを使用しているときは[プ 
ロパティ]に表示される 
[ Network 接続限定]タブを確認 
してください。 

• Web Image Monitor から、「 IPv 6」 
の 「 LLMNR 」 を「有効」にして 
ください。 

• Windows XP では、ホスト名から 
IPv 6 アドレスを取得できませ 
ん。 Network 接続限定ツールで 
本機の IPv 6 アドレスを設定して 
ください。 

スキャナーから応答があり 
ません。 

本機またはクライアントコ 
ンピューターが、正しく 
ネットワークに接続されて 
いません。 

• 本機が正しくネツトワークに接 
続されているか確認してくださ 
い。 

• クライアントコンピューターの 
パーソナルファイアウォール機 
能を解除してください。 

スキャナーから応答があり 
ません。 

ネットワークが混み合って 
います。 

しばらく待ってから接続し直してく 
ださい。 

スキャナーでエラーが発生 
しましに0 

アプリケーションで指定し 
た読み取り条件が、本機の 
設定範囲を超えています。 

アプリケーションで指定した読み取 
り条件が、本機の設定範囲を超えてい 
ないか確認してください。 

スキャナーで復旧不可能な 
エラーが発生しました。 

本機に、復旧できないエ 
ラーが発生しています。 

エラーメツセージとエラー番号を 
サービス実施店に連絡してください。 

スキャナーに接続できませ 
ん。ネットワークのアクセ 
スマスクの設定を確認して 
ください。 

アクセスマスクが設定され 
ています。 

アクセスマスクの設定については、管 
理者に確認してください。 

スキャナーの準備ができて 
いません。スキャナー及び 
オプションを点検してくだ 
さし、。 

自動原稿送り装置 ( ADF ) 

のカバーが開いています。 

自動原稿送り装置 ( ADF ) のカバーを 
閉じてください。 













パソコンの画面にメッセージが表示されたとき 


メッセージ 

原因 

対処方まと参照先 

スキャナーのメモリーが足 
りません。読み取りエリア 
を小さくしてください。 

スキャナーのメモリーが足 
りません。 

• 読み取りサイズを設定し直して 
ください。 

• 解像度を下げてください。 

• [圧縮しない]に設定してくださ 
し、。設定については TWAIN ドラ 
イバーのヘルプを参照してくだ 
さし、。 

次のようなときもあります。 

• ヘルプの「解像度と読み取り領 
域の関係」の表は、白黒2値 
(八ーフ1-ーン）に設定したとき 
は当てはまりません。八ーフ 

1^ーンや高解像度で、明るさな 
どを大きな値に設定すると読み 
取れないことがあります。ス 
キャナーの読み取り条件の関係 
については、『スキャナー』® 
「解像度と読み取りサイズの関 
係」を参照してください。 

• 印刷などをしていて本機が紙づ 
まりになると、読み取れなくな 
ることがあります。このとき 
は、本機につまった用紙を取り 
除いてから読み取ってくださ 
い0 

前回使用していたスキャ 
ナー" XXX "が見つかりませ 
ん。別のスキャナー " YYY " 
で起動します。 

( XXX 、 YYY は任意のスキャ 
ナー名を示します。） 

前回使用していたスキャ 
ナーの主電源が入っていま 
せん。 

前回使用していたスキャナーの主電 
源が 「 On 」 になっているか確認して 
ください。 

前回使用していたスキャ 
ナー" XXX "が見つかりませ 
ん。別のスキャナー " YYY " 
で起動します。 

( XXX 、 YYY は任意のスキャ 
ナー名を示します。） 

ネットワークに正しく接続 
されていません。 

• 前回使用していたスキャナーが 
正しくネットワークに接続され 
ているか確認してください。 

• クライアントコンピューターの 
パーソナルファイアウォール機 
能を解除してください。 

• 本機のプロトコルの設定が 
SNMPv 1/ v 2 になっていること 
を、 telnet などから確認してくだ 
さい。 telnet については、『ネツ 
トワークの接続/システム初期設 
定』の 「 telnet を使用する」を参 
照してください。 

• 前回使用していたスキャナーを 
選択し直してください。 









10. トラブルを解決する 


メッセージ 

原因 

対処方まと参照先 

他の機能でスキャナーが使 
われています。しばらくお 
待ちください。 

本機がコピーなどのスキャ 
ナーが外の機能で使用され 
ています。 

• しばらく待ってから接続し直し 
てください。 

• ほかの機能での操作を終了させ 
てから蓄積してください。たと 
えば、[確認]を押したあと、 
[ホーム]キーを押します。ホー 
ム画面で[コピー]アイコンを 
押して、コピーの画面を表示さ 
せます。[ストップ]キーを押 
し、画面に表示されるメッセー 
ジにしたがって操作を終了させ 
てください。 

ドライパ'—内部でエラーが 
発生しました。 

ドライバー内部でエラーが 
発生しています。 

• ネットワークケーブルがクライ 
アントコンピューターに正しく 
接続されているか確認してくだ 
さし、。 

• クライアントコンピューターの 
イーサネットボードが Windows 
に正しく認識されているか確認 
してください。 

• クライアントコンピューターが 
TCP / IP プ□トコルを使用できる 
環境であることを確認してくだ 
さし、。 

認証に成功しましたが、ス 
キャナ機能のアクセス権が 
ありません。 

ログインしたユーザーにス 
キャナー機能を使用する権 
限が設定されていません。 

権限の設定については、『セキュリ 
ティーガイド』のを参照してくださ 
い0 

ネットワーク上で通信エ 
ラーが発生しました。 

ネットワークで通信エラー 
が発生しています。 

コンピューターの通信プロトコル 
( TCP / IP ) の設定が正しいか確認して 
ください。 

メモリーが不足していま 
す。他のアプリケーション 
を終了してからやり直して 
ください。 

ほかのアプリケーションを 
使用しているためメモリー 
が不足しています。 

• クライアントコンピューターで 
起動している不要なアプリケー 
シヨンを終了させてください。 

• TWAIN ドライバーをアンインス 
トールし、コンピューターを再 
起動後に TWAIN ドライバーをイ 
ンストールし直してください。 

ユーザーコードが登録され 
ていません。管理者に問い 
合わせてください。 

ユーザーコードによってア 
クセスが制限されていま 
す。 

ユーザーコードについて詳しくは、 
『セキュリティーガイド』 ® を参照し 
てください。 












パソコンの画面にメッセージが表示されたとき 


メッセージ 

原因 

対処方まと参照先 

ログインユーザー名、ログ 
インパスワード、ドライ 
バー暗号鍵のいずれかが 
誤っています。 

ログインユーザー名、ログ 
インパスワード、ドライ 
バー暗号鍵のいずれかが 
誤っています。 

ログインユーザー名、ログインパス 
ワードまたはドライバー暗号鍵を確 
認してください。ログインユーザー 
名、ログインパスワードおよびドライ 
バー暗号鍵について詳しくは『セキュ 
リティーガイド』のを参照してくだ 
さし、。 
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11. 付録 

商標について説明します。 


商標 

Adobes Acrobats 円 ash、PostScripts PostScript 3 、 Reader は 、 Adobe Systems Incorporated 
(アドビシステムズ社）の米国ならびに他の国における商標または登録商標です。 

BMLinkS は、社団法人ビジネス機械-情報システム産業協会の登録商標です。 

Bluetooth 商標は 、 Bluetooth S に， Inc . 所有の商標であり、ライセンスの下で株式会社リコー 
力 《 使用して います。 

MicrosoftS Windows、Windows Server、Windows Vista、Internet Explorer は、米国 Microsoft 
Corporation の米国及びその他の国における登録商標または商標です。 

SD および SD のロゴは、 SD -3 C ， LLC の商標です。 

NTT グループ各社の総称を NTT と表記しています。 

Windows XP の製品名はが下のとおりです。 

• Microsoft ® Windows ® XP Professional 

• Microsoft ® Windows ® XP Home Edition 

• Microsoft ® Windows ® XP Media Center Edition 

• Microsoft ® Windows ® XP Tablet PC Edition 
Windows Vista の製品名はが下のとおりです。 

• Microsoft ® Windows Vista ® Ultimate 

• Microsoft ® Windows V に ta ® Business 

• Microsoft ® Windows Vista ® Home Premium 

• Microsoft ® Windows Vista ® Home Basic 

• Microsoft ® Windows Vista ® Enterprise 
Windows 7 の製品名はが下のとおりです。 

• Microsoft ® Windows ® 7 Home Premium 

• Microsoft ® Windows ® 7 Proressional 

• Microsoft ® Windows ® 7 Ultimate 

• Microsoft ® Windows ® 7 Enterprise 

Windows Server 2003の製品名はが下のとおりです。 

• Microsoft ® Windows Server ® 2003 Standard Edition 

• Microsoft ® Windows Server ® 2003 Enterprise Edition 
Windows Server 200 3 R 2 の製品名はが下のとおりです。 


11. 付録 


• Microsoft® Windows Server® 200 3 R2 Standard Edition 

• Microsoft® Windows Server® 200 3 R2 Enterprise Edition 
Windows Server 2008の製品名はが下のとおりです。 

• Microsoft® Windows Server® 2008 Standard 

• Microsoft® Windows Server® 2008 Enterprise 
Windows Server 200 8 R2 の製品名はが下のとおりです。 

• Microsoft® Windows Server® 2008 R2 Standard 

• Microsoft® Windows Server® 200 8 R2 Enterprise 
その他の製品名、名称は各社の商標または登録商標です。 


Microsoft Corporation のガイドラインに従って画面写真を使用しています。 
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給紙トレイ . 28,138 
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コピー部数 . 
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さ 
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. 31 

サプライテーブル 

(大）.…… 

. 30 
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. 91 

自動原稿送り装置. 
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集約 . 


. 9,14, 67 

主電源スイツチ ..... 


. 28, 50 

主電源の入れかた. 


. 50 

主電源の切りかた. 


. 50 

主電源ランプ . 


. 33 

省エネキー . 


. 33 

使用済みトナー ..... 
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使用説明書の読みかた . 

. 6 

状態確認画面 . 


. 164 

状態確認キー . 


. 34 

商標 . 


. 223 

シヨー h カット ..... 


. 37, 38 

初期設定キー . 


. 33 

初期値変更 . 


. 12 
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. 33 

ズーム . 


. 60 

スタートキー . 


. 33 

ストップキー . 


. 33 

セキュリティー機能 . 

. 23 

節約 . 


. 9 

操作部 . 


. 28, 32 

送信設定 . 
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送信を取り消す ..... 


. 88, 89 

ソート . 


. 14, 76 

た 



代行受信ランプ ..... 


. 33 

試し巧刷 . 


. 15 

蓄積文書 . 


. 125 

蓄積文書印刷 . 


. 131 

蓄積文書送信 ......... 


. 93 

直接送信 . 


. 86, 87 

通信管理レポート. 


. 95 

通信中ランプ . 


. 33 

通風孔 . 


. 28, 29 

定形変倍 . 


. 59 

データインランプ. 
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225 




















































































手差しコピー . 72 

手差しトレイ . 29,140 

テンキー . 33 

電源 . 50 

電子化 . 10 

ドキユメントボックス ..... 10,16, 79,129,131 

トナー . 159, 161,162 

トナーがなくなったときの送信 . 161 

な_ 

認証 . 52 

ネットワーク配信スキャナー . 22 

は〜 

廃棄 . 162 

はがき . 156 

はがきにコピーする . 73 

八ンドセット . 30 

表 7 K 吕由 . 35 

ひらき方向 . 65 

ファイル形式 . 126 

ファクス . 81 

ファクス宛先 . 83, 84 

ファクス蓄積受信文書 . 135 

ファクス連携機能 . 21 

封筒 . 154 

封筒にコピーする . 74 

フォルダー宛先 . 112 

フォルダー送信 ..... 22,107, 109, 115, 116, 117, 

118 

フォルダー送信するための準備 . 109 

フォルダー送信を使用するまでの流れ..107 

フザー H '. 166 

不正コピーガード . 25 

プリンター . 100 

プリンター手差し用紙サイズ . 142,143 

プリンタードライバー . 99 

プログラムキー . 33 

プログラム登録 . 12 

プログラム登録 . 42 

プログラムの設定例 . 44 

プロパティ画面 . 99 

文書蓄積 . 79,92,124,129 

文書の電子化 . 10 


ペーパーレスファクス . 9,17 

ホーム画面 . 13, 36,37 

ホームキー . 32 

保存文書 . 105,106 

保存文書の印刷 . 105,106 

保留 E [] 刷 . 15,103 

保留文書 . 103 

本機の操作ができないとき . 167 

本体上トレイ . 31 

本体各部の名称とはたらき . 27 

本体トレイ . 28 

ま— 

マークが表示されたとき . 163 

マークの意味 . 6 

前カバー . 28 

右カバー . 29 

右下カバー . 29 

メール宛先 . 121, 122,123 

メールアドレス . 123 

メール送信 . 22,120 

メッセージが表示されたとき..174, 176, 177, 
189, 190, 191, 194, 205, 216 

メディアアクセスランプ . 34 

メディアスロット . 34 

メモリー送信 . 81,82 

ゃ — 

ユーザーコード認証 . 52 

用紙 . 149 

用紙厚さ . 149 

用紙ガイド板 . 29 

用紙サイズ . 149 

用紙指定変倍 . 14,61 

用紙種類 . 149 

用紙設定 . 141,142,143 

用紙をセットする . 138,140 

ら— 

リセットキー . 32 

リモート管理サービス接続口 . 29 

両面印刷 . 9 

両面コピー . 9,14, 63 

両面集約 . 69 

レターへッド紙 . 146 
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ログアウト . 53 

ログイン . 52 

ログイン画面 . 52 

ログイン/ログアウトキー . 33 
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株式会社リコー 

東京都中央区銀座 8-13-1 U コービル干]日 4-8222 
http://www.ncoh.co.jp/ 


I 消耗品に関するお問い合わせ 

弊社製品に関する消耗品は、お買い上げの販売店にごを文ください。 
http://www.ricoh.co.jp/office/supply/index.htnnl 


I 故障•保守サービスに関するお問い合わせ 

故障•保守ヴービスについては、ヴービス実施店または販売店にお問い合わせください。 

修理範囲(サービスの内容)、修理費用の目ち、修理期間、手続きなどをご要望に応じて説明いたします。 

転居の際は、サービス実施店または販売店にご連絡 < ださい。転居先の最寄りのサービス実施店、販売店をご紹介いたします。 
http://www.ricoh.cojp/support/repair/index.html 

I 操作方法、製品の仕様に関するお問い合わせ 

操作方法や製品の仕様については、「お客様相談センター(ご購入後のお客様専用ダイヤル)」にお問い合わせください。 

0己 0-3786-3777 

上記番号をご利用いただけないちは、 03-4330-09] 7をご利用くださし、 

参受付時間:平日(月〜金)9時〜12時、13時〜17時吐日、祝祭日、弊社休業日を除く） 

•0 已〇ビジネスダイヤルは、一部の IP 電話を除き、通話料はご利用者負担となります。 

•お問合せの際に機番を確認させていただく場合びあります。 

※お問合せの内容•発信者番号は対応状況の確認と対応品質の向上のため、録音•記録をさせていただいております。 

※受付時間を含め、記載のサービス内容は予告なく変更になる場合びあります。あらかじめご了承ください。 
http://www.ricoh.co.jp/SOUDAN/index.htnnl 

I 最新ドライバーおよびユーティリティー情報 

最新版のドライバーおよびユーテイ IJ ティーをインターネットの IJ コーホームページから入手できます。 
http://www.ricoh.co.jp/download/index.html 


JA CjE) 


2012年10月 


D159-7501 



